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甲ッ原遺跡lV
(第 1次・ 2次・ 3次・ 6次・ 7次調査)

一一般県道須玉・八ヶ岳公園線建設に伴う発掘調査-

1 9 9 8. 3 



申ッ原遺跡C区南端から八ヶ岳を望む

(右方向へ延びる新設道路が甲 ッ原遺跡)



甲ッ原遺跡A区南端と C区全体を北から富士山を望む

甲ッ原遺跡とその周辺



A区 7号土坑



A区 1号埋聾

C区45号住居出土遺物



序

本報告書は、一般県道須玉・八ヶ岳公園線建設事業に伴って1989年度から1997年度に行われた、甲ッ

原遺跡の第 1次・ 2次・ 3次・ 6次・ 7次発掘調査の報告であります。

本遺跡が位置する北巨摩郡大泉村は、北には八ヶ岳が聾え、南には富士山を遠望することができる、

八ヶ岳南麓の風光明掘な地域であります。また、この八ヶ岳南麓は、縄文時代を中心とする遺跡が数多

く存在することでも知られ、本遺跡の近辺には、国指定遺跡である金生遺跡のほか、天神遺跡や寺所遺

跡といった著名な遺跡があり、歴史的環境においても大変恵まれた地域となっております。

今回報告をします第 l次・ 2次・ 3次・ 6次・ 7次発掘調査における調査総面積は、約6，730ばであ

ります。この広範囲にわたる調査におきまして、縄文時代の住居跡71軒・掘立柱建物跡5棟・平安時代

の住居跡3軒、および500基近くの土坑と旧河道の存在などが確認されています。なお遺物につきまし

ては、多数の縄文土器片をはじめ、土偶・石鍛・石棒・打製石斧・磨製石斧・石匙・石錐および土師器

や須恵器などが確認されています。特に1997年度の第 7次発掘調査では、本遺跡の埋聾としては初めて

の、両耳壷の埋聾も確認されています。

本遺跡は県内でも有数な縄文時代の大規模な集落遺跡として注目を受け、出土した多数の遺物は、他地

域との交流や縄文時代の文化を考える上で貴重な成果を提供しております。

本遺跡の発掘調査は、 1997年の第 7次調査をもって全て終了したわけですが、近年特に関心の高い八

ヶ岳南麓の歴史を究明するー資料として、本遺跡報告書が多くの方々にご利用いただければ幸甚です。

末筆ながら、種々のご協力を賜った関係機関各位、並びに長年にわたり直接、調査と整理などに従事し

ていただいた多くの方々に厚く御礼申し上げます。

1998年3月

山梨県埋蔵文化財センター

所長大塚初重



例

1.本報告書は、 1989・1990・1991・1996・1997年度に、一般県道須玉・八ヶ岳公園線建設事業に伴

って発掘調査された、山梨県北巨摩郡大泉村に所在する甲ッ原遺跡の発掘調査報告書である。

2 .調査は、山梨県土木部から山梨県教育委員会が依頼され、山梨県埋蔵文化財センターが実施した。

3 .発掘調査および整理作業は、山梨県埋蔵文化財センターが行い、 1989年度(第 1次)は問機関の山

本茂樹・森原明贋が担当し、 1990・1991年度(第 2. 3次)は問機関の山本・今福利恵が担当した。

1996・1997年度(第 6. 7次)は同機関の山本・川手昌英が担当した。

4 .本報告書の執筆は、山本・今福・川手が行い、編集は山本が行った。また第 I章および第E章第6

節4凹石状石器については、川手が執筆した。また、第皿章 第6節 2・3は網倉邦生が行った。

5.写真撮影は、遺構を山本・森原・今福・川手が行った。遺物の写真撮影は山本・川手が行い、土器

の展開写真は小川忠博氏に依頼した。尚航空写真については、株式会社シン技術コンサル・株式会

社東京航業研究所に依頼した。

6.本書にかかる出土品・記録図面・写真などは、一括して山梨県埋蔵文化財センターに保管しである。

7.発掘調査および報告書作成にあたっては、関係諸機関・地元の多くの研究者の方々からご指導・ご

協力を賜った。厚く感謝申し上げる。

凡 例

1.図版の縮尺は、住居跡1/60・土坑1/40・土器実測図114 ・土器拓本113 ・石器113を基本としてい

るが、一部変更している箇所があり、図版に明記した。

2.土偶等の小遺物については111.5を基本とした。

3 .焼土部分についてはE=ヨのスクリントーンがかけてある。

4 .土器片で赤彩されている箇所にはE三ヨのスクリントーンがかけてある。

5.土坑番号については、 A-XXX.C-XXXはA区のXXX号土坑・ C区のXXX号土坑を意味

する。
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第 1節

第 I章発掘調査経過

調査に至る経緯と調査経過

甲ッ原遺跡は、山梨県北巨摩郡大泉村に所在し、八ヶ岳の南麓の緩やかに傾斜した尾根上に立地しており、

東に油川、西には甲川によって挟まれたやせ尾根上にある。

本遺跡は、昭和 46年度に遺跡分布調査が行われ、当時の記録によると、『東西150m、南北600mという規模

で、範囲も広く出土遺物も多いことから代表される遺跡である』、と記載されている。遺物としては、『石斧・

石皿・石棒Jが表採されている。

このような遺跡地に、一般県道須玉・八ヶ岳公園線建設事業計画が開始され、工事に先立って遺跡の範囲確

認のため、 1989年度には発掘調査と並行して、山林地帯ということもあって表面採集による分布調査が困難で

あるために、八ヶ岳東南麓ほか遺跡分布調査が実施され、この調査によって南北の遺跡の範囲が明らかにされ

るに至った。

発掘調査は、第 I次調査 (1989年)から第 7次調査 (1997年)までの 7ヶ年にわたって発掘調査が行われ、

第7次をもって甲ッ原遺跡の発掘調査は全て終了した。発掘調査年度は以下に記したとおりであり、また第 2

節でもふれているので省略させていただく。

調査地区は年度によってそれぞれ異なり、地区を飛び越えて調査が行われた年度もある。そのため報告書の

作成にあたり、まずA区の一部を1993年度に『甲ッ原遺跡 1jとして報告を行い、次にC区のほぼ全体として

1995年度に『甲ッ原遺跡lUの作成を行った。 B区の報告については、未調査区が一部であったことから『甲

ッ原遺跡皿』として1996年度に報告を行った。

今回の報告は、『甲ッ原遺跡Nj としてA区の全体および未調査区であった箇所について作成を行ったもので

ある。 A区は、南北にのびる道路部分の西側の縦半分が1991年度の調査区に設定されたこと、また集落の構成

上から全体が明らかにされた時点で報告することが望ましいであろうと考え、全て調査が終了した段階で報告

する運びとなった。

第 1次調査 1989年11月6日から12月12日 調査面積は、約1000ぱが対象であった。重機による排土作業の

(平成元年) 後、確認作業を行い、住居数9軒・土坑5基・配石遺構と思われる石組が確認された。その結果、

遺構密度及び冬季の関係で約500m2の調査で終了し、次年度のために埋め戻し作業を行った。

調査担当者 山本茂樹・森原明贋(最終報告『甲ッ原遺跡Nj 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書

第145集)

第 2次調査 1990年 5月14日から12月27日 県道建設のため調査範囲は南北に長く、調査の進行上便宜的に

(平成 2年) 北から B区 .A区と調査区を分割して行った。調査面積は、約3000m2を対象とし、昨年度の残

り (A区)約500m2の調査を行い、次にB区の設定の後、調査が行われた。発見された遺構は、

A区では縄文時代前期の住居跡3軒、中期の住居跡13軒、土坑110基、掘立柱建物跡4棟および

旧河道で、多くの縄文土器片のほか石鎌、打製石斧、磨製石斧、石匙、石皿、土偶などが見つか

っている。

B区では、縄文時代中期の住居跡4軒、平安時代の住居跡2軒、旧河道、溝状遺構、土坑など

が見つかり、縄文土器片のほか、土師器、須恵器や打製石斧、土偶などが発見された。

調査担当者 山本・今福利恵 (B区の報告『甲ッ原遺跡皿』 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書

第144集・最終報告『甲ッ原遺跡Nj 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第145集)

整理 1991年 1月7日から 3月29日まで

作業員・整理員 千野三男、千野松代、千野町子、千野あやめ、浅川たみ子、浅川三千代、浅川茂子、浅川



千代子、浅川八千子、浅川保代、藤森房子、藤森八千代、藤森里美、浅川もとじ、平

井あさえ、細田絹代、浅川久代、井富保仁、平嶋弘子、八巻久子、山口淑江、須賀富雄

秋山松義、秋山半蔵、守屋敏子、保坂実香子、三井種子、斉藤かずみ、進藤きくえ、相

吉よし江、藤森かねよ、三井光恵、藤森ます子、藤森秀子、藤森さち子、藤森さき子、

平重蔵、平真寿美、平美与枝、石原はつ子、大森仁美、中津敏雄、出月満寿江、梅林は

なの、長田可祝、出月遊亀子、長田和子、長田明美、宇野文子、望月和佳子、伊林佳子、

野中はるみ、若林初美、名取洋子、長田くみ子、山本潔、千野清江、宮坂晴幸、矢崎米

子、小林よ志子、土屋ふじ子、米山八重子、斉藤律子、保坂典子

岸崎浩実(国学院大学)

第 3次調査 1991年 5月20日から12月27日 調査面積は、 1800m2を対象とし、 A区の設定箇所より更に南へ

(平成 3年) 調査が行われる関係で、区切りのよい現道路で調査区をわけC区を設定した。また道路が緩やか

に東へ曲がっていくことも考慮した。今年度の調査は、 A ・B区及び今回新たに設定を行ったC

区である。 A区の調査区域南側と C区は確認面まで浅く、耕作による撹乱が著しい。

B区では、旧河道がほぼ北から南に傾斜をもってA区に及んでいる状態が認められた。 A区は、

昨年度の引き続き及び南側部分で、縄文時代前期前半の住居跡 l軒、前期後半の諸磯b式期 l軒、

中期12軒の計14軒の住居跡が確認された。また中期後半と思われる掘立柱建物跡 1棟及び土坑

約150基の調査を行った。

C区は、縄文時代中期の住居跡が8軒確認され、掘立柱建物跡 1棟が含まれている。土坑総数

170基で、耕作による撹乱が激しく、住居跡の壁や床面が認められないものも存在している。

調査担当者 山本・今福 (C区の報告『甲ッ原遺跡IIj 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第114集、

B区の報告『甲ッ原遺跡rn.l 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第144集

最終報告『甲ッ原遺跡N.I 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第145集)

整理1992年 1月 7日から 3月30日まで

作業員・整理員 千野三男、千野松代、千野町子、千野あやめ、浅川たみ子、浅川三千代、浅川茂子、浅川

千代子、浅川八千子、藤森房子、浅川もとじ、細田絹代、浅川久代、山口淑江、千野

仙造、千野富造、井富保仁、平嶋弘子、八巻久子、八巻知子、田中恒子、日向たまの、

小宮山きよ、藤森秀子、藤森さき子、藤森かねよ、藤森ます子、藤森さち子、藤森里美

斉藤かずみ、藤森八千代、進藤キクヱ、相吉よし江、宇野和子、出月満寿江、中込よし

ミ、出月遊亀子、長田和子、出月多津子、梅林はなの、長田可祝、相川一枝、平美与枝

宮坂晴幸、矢崎米子、秋山満州朗、高坂博子、秋山蕉治、小清水清隆、伊藤順子、長田

てる美

岸崎浩実、下平博行、黒石亜矢子、藤倉美登理、加藤憲子、水本和美(国学院大学)

第 4次調査 1992年 4月20日から10月30日 本年度は、調査面積1720m2を対象とし、 C区の調査を行った。

(平成 4年) 表土から確認面までは浅く、撹乱が著しい。なかには床面にまで達する撹乱が入り込み、炉が破

壊されている住居跡が数軒存在する。このような状況のなかで発見された住居跡は29軒で、縄

文時代前期後半の諸磯 c式期が6軒、中期初頭の住居跡2軒、中期中葉15軒、後半3軒、平安

時代の住居跡 1軒である。土坑は、約130基が調査された。

今回の調査では、県内でも発見例の少ない琉泊玉が検出され、更に縄文時代の遺跡、からの出土

は極めて珍しいものである。また248号土坑からは、特殊脚付鉢が出土し、脚部には 3ケ所に三

角形の透かしが施され、口縁部には漆と思われる赤彩が施されている。 175号土坑からは、坑底

-2-



より土偶の頭部が出土している。

調査担当者 山本・五味信吾 (C区の報告『甲ッ原遺跡IIj 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書

第114集)

整理1992年12月1日から1993年 l月29日まで

作業員・整理員 千野三男、千野松代、千野町子、千野あやめ、浅川たみ子、浅川三千代、浅川茂子、浅川

千代子、浅川八千子、浅川保代、藤森房子、井富保仁、平嶋弘子、八巻久子、小宮山きよ、

藤森八千代、藤森里美、細田絹代、浅川久代、山口淑江、浅川房子、三井種子、斉藤かず

み、進藤きくえ、相吉よし江、藤森かねよ、三井光恵、藤森ます子、藤森秀子、藤森さち

子、藤森さき子、浅川ちづ子、石原はつ子、長田てる美、長田久江、塩島冨美子、内藤安

雄、越石力、大村昭三、菱山喜美子、長谷川巌、飯寄貞子、出月遊亀子、長田可祝、出月

満寿江、中込よしミ

第5次調査 1993年 6月 l日から10月8日 本年度はA区の調査を行い、調査面積は1000m2で、ある。住居跡

(平成5年) は11軒で、その内訳は縄文時代前期後半の諸磯b式期 6軒、中期初頭 3軒、中期後半 2軒であ

る。また土坑は、 72基である。遺物として特筆すべきものには、彩文土器の破片出土である。

また炭化種子が出土し、 ドングリ・栗・クルミ等が見つかっている。

調査担当者山本・野代幸和(r申ッ原遺跡 Ij 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第96集)

整理1993年 5月6日から1994年3月25日まで

作業員・整理員 千野三男、千野松代、千野町子、千野あやめ、浅川たみ子、浅川三千代、浅川茂子、浅川

保代、平嶋弘子、山口淑江、浅川清、千野金子、石原はつ子、大森仁美、中i畢敏雄、平重

蔵、西名博恵、高坂博子、長田てる美、青柳清、宮坂晴幸、平美与枝、小林よ志子、中込

よしミ、志田由記子、長田可祝、出月遊亀子、出月満寿江、矢崎米子、越石力、中込星子、

久保田明義、伊藤順子、清水真弓、小菅春江、望月和佳子、有賀ひろ子、大西真紀、土屋

ふじ子、内藤安雄

1994年度は整理だけの期間:1994年4月4日から1995年3月24日まで、行った。整理は1989年度からの続きで、

(平成 6年) 水洗い・注記・接合・復元遺物の補強のための石膏・遺物実測を主体として行っ

た。

作業員・整理員 中津敏雄、石原はつ子、大森仁美、長田てる美、中込星子、斉藤律子、有賀ひろ子、加納

なおみ、渡辺優美子

第6次調査 1995年 9月20日から11月28日 本年度はC区の調査を行い、 2ケ所の調査面積は820ばである。

(平成 7年) 縄文時代前期後半の住居跡が4軒、中期前半から中葉が7軒で、拡張された住居および時期不明

2軒である。土坑は、 10基前後である。

調査担当者 山本・川手昌英(最終報告『甲ッ原遺跡Nj 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書

第145集)

整理 1995年 7月3日から1996年 1月31日まで

作業員・整理員 千野三男、千野松代、千野あやめ、浅川たみ子、浅川茂子、浅川保代、山中敏夫、戸島義

和、高市雅司、川崎東洋雄、猿田定雄、石原はつ子、大森仁美、中津敏雄

1996年度は整理だけの期間:1996年9月 1日から1997年3月24日まで

(平成 8年) 水洗い・注記・接合・復元および復元遺物の補強のための石膏・遺物実測を主体
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として行い、報告書の作成を行った。また、甲ッ原遺跡の最終報告書に向けた作業

も並行して行った。

作業員・整理員 中津敏雄、石原はつ子、大森仁美、小林まなみ、堀口恵子、越石力、出月遊亀子、出月ます

え、長田可祝、長田くみ子、中込よしミ、原田みゆき

第7次調査 1997年 5月19日から 8月28日 本年度の発掘調査対象面積は610m2で、第 l次から第 6次調査ま

(平成 9年) での未調査区域となっており調査区の対象地は畑および山林で、今回の調査を持って一般県道須

玉・八ヶ岳公園線建設事業における甲ッ原遺跡の発掘調査はすべて終了となった。

調査区南のC区については住居跡が6軒確認され、縄文時代中期初頭3軒・中期の井戸尻式期 l

軒・中期末 l軒、そして平安時代 l軒である。土坑は10数基確認され、時期はほとんどが縄文時

代である。

A区については、縄文時代の住居跡が4軒確認され、中期の井戸尻式期 2軒・後半曽利回式期 l

軒、中期と考えられる住居跡 l軒である。また、今まで、の調査で、見つかっていた旧河道も本調査区

で確認された。

B区については、時期不明の溝が北から南へのびていることが明らかにされた。

調査担当者 山本・川手(最終報告『甲ッ原遺跡N.I 山梨県埋蔵文化財センター調査報告書 第145集)

整理1997年 5月15日から1998年3月20日まで

作業員・整理員 千野三男、千野松代、千野あやめ、浅川たみ子、浅川茂子、浅川保代、山中敏夫、戸島義

和、高市雅司、猿固定雄、曽根原久司、平嶋純一、平嶋弘子、石原はつ子、大森仁美

内藤由紀子、雨宮一二三、林久美子、石原清子

調査員 網倉邦生、五味孝広

整理作業は、今回の調査で出土した遺物を中心に行い、水洗い・注記・接合・復元およ

び復元遺物の補強のための石膏・遺物実測を行い、『甲ッ原遺跡町』の最終報告書に向け

て第2・3次調査区と今回の第 7次調査区とをつなげた全体図の作成、個別の住居をつな

げた図面の作成等を行い、報告書作成にあたった。

第2節調査組織

調査組織

調査主体

調査機関

調査担当者

山梨県教育委員会

山梨県埋蔵文化財センター

第 1次調査 (1989) 山本茂樹、森原明鹿

第2次調査 (1990)

第 3次調査 (1991)

第4次調査 (1992)

第5次調査 (1993)

山本茂樹、今福利恵

山本茂樹、今福利恵

山本茂樹、五味信吾

山本茂樹、野代幸和

第6次調査 (1995) 山本茂樹、川手昌英

第7次調査 (1997) 山本茂樹、川手昌英

整理だけの期間 1994年度、 1996年度 山本茂樹・野代幸和、山本・川手昌英

作業員・整理員 第l節で記載しているので、ここでは省略。

協力機関 大泉村教育委員会
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第3節調査方法

一般県道須玉・八ヶ岳公園線建設に伴い、 1989年度から1997年度まで実施され、第 1次調査の継続事業とし

て設定された 5mX5mをl区画とするグリッド方式をそのままもちいた。 1989年度第 l次調査で、500m2にグリ

ッドを設定した関係から、第2次調査においてB区の設定を行わなければならず、南から北へ数字の 11.2.3・・・」

を付すことで、補った。また遺跡内における集落の存在からも、このような設定が望ましいものであると判断し

たことによるものである。 A区の集落は、グリッドの O設定から北では認められず南へ広がるものであること、

B区の集落は、 A区よりさらに離れた場所に存在していることである。このような理由により A.B区は、地

区分けされている。またグリッド番号は、南北方向に数字の 11.2.3・・・j、東西方向にアルファベットの

1 A.B.C... Jを付した。尚C区については、 A区の集落の密度が南へ下るにしたがい希薄となり、また東へ緩や

かにカーブを描く関係上、現在の道路で分断されているところを基本として地区分けを行い、新たにC区では

グリッドを設定し、 Aグリッドより東に位置するものについては IZ.Y.X...Jと逆方向に設定を行った。

一連の事業のなかで、調査が点々とされてきたこと、そして集落が数カ所にわたって存在していることが明

らかにされるとともに、道路ということでカーブを描くことから、結果としてこのような 3区画の設定がなさ

れている。

第6次調査は南のC区2ケ所で、調査面積は820ばであった。調査面積が狭いこともあって、確認面までの排

土作業は、手作業で行った。 2ケ所のうちのーか所は、 C区の脇を南北に走る現道を挟んだ西側部分の一区画

であり、現道から約 1m下がった場所である。この区域は、道路等によりかなり撹乱されていることが予想さ

れたが、発見された住居軒数は 8軒と狭い場所でありながらその数は多く、重複した住居が確認されている。

遺物もよく残されており、 45-A. 45-B号住居のように確認面から床面まで、浅かったにもかかわらず、遺物の出

土は豊富であったと同時に、炉の残存状態は極めて良好であった。

もうーか所は、第4次調査区域の道路を挟んだ北側隣なりで、別荘の敷地内と畑の一部である。この調査区

は確認面まで浅く、撹乱が著しい。発見された住居軒数は 4軒で、住居のほとんどは調査区外に存在している。

幸いにも50号住居はほぼ完掘する事ができ、覆土中からの遺物の出土は豊富であった。また本住居は、炉に土

器を埋設する埋聾炉で、その状態もよく残されている。

1997年度の第 7次調査区においては、面積的には610m2と少ないものの、 A.B.C区の 3箇所の未調査区域

の全てを調査する運びとなった。調査は、まず始めに畑である南側のC区を手作業によって排土作業を行い、

排土は調査区の東と西の地権者の了解を得て置場とした。

またC区の排土作業と並行して山林地区であったA区を重機により排土作業を行った。その際、今回の調査

区と 1991年度と 1992年度に実施した調査区の接する箇所を一部分遺構を掘り出しながら、遺構確認面まで掘り

下げた。重機による排土作業の段階で、切り株等は抜根せずそのまま残し、ジョレン等による遺構確認作業の

段階で遺構を壊すことのないように手作業によって除去することに努めた。排土は調査区の東と西の地権者の

了解を得て置場とした。

次にB区では、伐採作業の後重機による排土作業を行なった。 B区も山林地区であったが、道路の前後が調

査されていることから遺構の数は極めて少ないことが予想され、切り株等はそのまま残して排土作業を行った。

排土は、近くの地権者の了解を得て置場とした。

排土作業終了後、遺構確認作業およびグリッドの設定を行った。また遺構確認面までは非常に浅く、排土内

にも遺物が混入していることが十分予想されるため、時期を見計らって排土内の遺物収集も行った。
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第E章環境

第 1節地理的環境

甲ッ原遺跡は、甲府盆地からほぼ北西に位置する山梨県北巨摩郡大泉村字大林と和田に所在し(第 l図)、大

泉村は、八ヶ岳の南部の赤岳、権現岳、編笠山などの主峰群と、火山体斜面および火山麓扇状地、韮崎火山岩

屑流の地形から構成される八ヶ岳山麓と、八ヶ岳火山泥流によって形成されたところに位置している。

火山山麓は開析されて台地化しており、特に富士川、須玉川に沿っては急崖が続き、前者による崖はH 七里

ケ岩H と呼ばれてきた。八ヶ岳火山地では、山頂から放射状に水系が発達しているが、一方火山麓扇状地では

水系の発達は鈍くなる。特に火山扇状地の扇頂近くでは河川水は伏流することが多く、それらが再び湧泉する

ところが山麓に連なり、歴史時代以前から八ヶ岳山麓の集落の立地や土地利用に影響を与えてきた。

その中でも大泉村は、標高1000m付近に自然湧水帯を持ち、これらの湧水から流出する河川によって細長い

尾根上に多くの遺跡が存在する結果となり、甲ッ原遺跡、もまた例外ではなかったと考えられる。

このような環境にある本遺跡は、東に油川、西に甲川に挟まれ、南へ緩く傾斜した所に立地している。遺跡

の標高は、 800m前後で、ある。遺跡の周囲は、畑、山林となっており、一段低い西側では圃場整備事業によって

稲作が行われている。

第2節歴史的環境

大泉村も含めて周辺の八ヶ岳南麓では、縄文時代と平安時代、中世の遺跡が突出して多く知られ、弥生時代、

古墳時代の遺跡は極端に少なくなる。甲ッ原遺跡の周辺においても同様で、多くは縄文時代と平安時代、中世

の遺跡が知られている。

周辺の発掘調査では、甲ッ原遺跡の北西約 1kmの天神遺跡(第 l図N013)で縄文時代前期の諸磯期の住居跡

49軒、土坑400基以上の環状集落が調査されている。また西 1kmの寺所遺跡(第 1図N04)では諸磯期の住居跡

2軒が調査されているほか平安時代の住居跡が31軒検出されている。このほか前期の住居跡が確認されている

のは、原田遺跡(第 l図N02)がある。縄文時代中期では、北西約2.5kmの小坂遺跡(第 l図N026)があり、

標高は約950mの高所に五領ケ台期の集落跡が調査されている。また北西約500mに宮地第 2遺跡(第 I図N014)、

宮地第 3遺跡(第 l図N015)が調査されている。特に、甲ッ原遺跡の北に位置する古林第 4遺跡(第 l図

N016)の発掘調査が大泉村教育委員会で実施され、その際縄文時代中期中葉の住居跡からヒスイ製の笛が出土

したことで関係者を驚かせた。曽利期では、姥神遺跡(第 l図N019)や方城第 l遺跡(第 l図N022) などの

集落が調査され、特に甲ッ原遺跡の西約 1km~こは、昭和58年に国史跡に指定された縄文時代後晩期の配石遺構

を伴う金生遺跡(第 l図N05)が存在している。

平安時代の遺跡としては、先に記した寺所遺跡(第 l図N04)のほか、原田遺跡(第 l図N02)では 3軒、

城下遺跡(第 I図N07)では20軒、宮地第 2遺跡(第 l図N014)では 3軒の住居跡が確認されている。

中世の遺跡として代表されるものには、大泉村谷戸城跡(第 l図NOll)があり、国指定史跡にされている。

さらに甲ッ原遺跡の南端部に位置する箇所では、大泉村教育委員会によって東側に隣接する約1800rrfの調査で、

諸磯b、c期の住居跡 2軒と土坑約100基、平安時代の住居跡 l軒が調査され、中でも諸磯c期の住居跡は径 8m

を越える大形住居跡で、該期のものとしては異例で、注目される。

また近年では、大規模開発や宅地等に伴い本遺跡、の周辺において大泉村教育委員会 (1994 大泉村 10集)

によって発掘調査が実施され、甲ッ原遺跡の規模が明らかにされつつあり、集落の研究の上でも重要な遺跡と

なることと思われる。
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[大泉村] l.甲ツ原遺跡 2.原田遺跡 3.木ノ下・大坪遺跡 4.寺所遺跡 5.金生遺跡 6.豆生田第

3遺跡 7.城下遺跡 8.前林山十三塚 9.谷戸氏屋形跡 10.御所遺跡 11.谷戸遺跡 12.山崎第4遺跡

13.天神遺跡 14.宮地第 2遺跡 15.宮地第 3遺跡 16.古林第4遺跡 17. 中村第 2遺跡 18.中村遺跡

19.姥神遺跡、 20.東姥神遺跡 21.東原遺跡 22.方城第 l遺跡、 23.大和田第2遺跡 24.大和田第3遺

跡 25.大和田遺跡 26.小坂遺跡 l高根町 127.石堂B遺跡 28.石堂A遺跡 29.野添遺跡 30.山

の神遺跡 31.西原遺跡 [長坂町 132.深草遺跡 33.小和田遺跡 34.別当十三遺跡 35.別当遺跡

第 1図遺跡位置図及び周辺の遺跡図 (1/25000)
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第 2図 甲ツ原遺跡地区図友び周辺の地形図

-8-



ぇ。

戸。

制

ω
図

判

~:i 

トふ

た'

えム2

~:i 

プ
光
州
週
剛
阿

プ
心
0
0

Cコ

ー ゾ: →|← →|← 

E 

~寸|←
0 
・ーー『ーー

~ーノー
寸|ト →|ト

-~ c . .一
ー"'-ノー ， 

寸|←B 

~ 
A A 

ーへ~一

2号搬立柱

円白

'
11

・m明

に)1

。ョ

L ，L 



ト

。qg -t 
。 5 10m 

第 4図 (左)A区第 5次調査区・ (右)B区第 7次調査区

-11-

十

ト

4:74i「

日爪



B区3全体図

B区2全体図

o 5m 
L一一」

C B A B区1全体図

第 5図 B区第 2次・ 3次調査区 (1/500)

-12-



+ g!lse母 3警司 + 

十 + I~ A +~ぷ剛，，，.+

+ +ソ+.80D十て立盟十

+ 

+ 

+ 

+ 

〈第3次調査区〉
A'B'C-!-6グリッド

A-38・39・40 B -38・39 + 
5-53・54 T-50・51・52・53

U-49・50・51・52 V-50 
X-41・42・43 Y -38-43 
Z -38-42 グリッド

〈第4次調査区〉
A. B-15-34 C-33・34 0-34 
w . X -44-46 Y -44 グリッド

A. 7 48 
+ n +ー+

〈第6次調査区〉
A.B・C-9 -14 
A -45-48 B -43-47 
C -42-48 B -46-48 

第 6図 C区全体図

-13-

+ + + 
47 

+ + + 
48 

v+ U + T +S 
49 

+ 

50 

+ 
51 

十 + 十

52 

+ ード + 

十 十

@ 

+ + 

+ + 

o 5 10 15m 
i一一一----l一一ー一一一J←←一一一」

グリッド

〈第7次調査区〉
A.B'C-7-9 

+ 
53 

十

54 

+ 

グリッド



第 1節

1号住居跡

調査年度

位 置

平面形

規 模

周 溝

炉

柱 穴

埋 聾

時 期

備 考

7号住居跡

調査年度

位 置

平面形

規 模

周 溝

炉

キ主 7ょ~

埋 聾

時 期

備 考

第田章遺構と遺物

住居跡

(第 7図)

1989年度(第 1次調査)

C.D-6.7グリッド

円形を呈するものと思われる。

炉を中心として5.70mX5.50mを言十測する。

存在しない。

地床炉で、長軸は80cm、短軸も80cmで円形に近い。深さは 4cmである。

ローム面は、よく焼かれている。

本数は10本か。深さは33cmから70cmを計測する。

存在しない。

諸磯b式期。

7号住居より新しい。立ち上がりは、すり鉢状を呈する。

(第 7図)

1989年度(第 l次調査)

C.D-6.7グリッド

ほほ円形を呈するものと思われる。

1号住居と重複関係にある。長軸は6.85m、短軸5.5mを測る。深さは西側で、40cm、他の箇所につ

いては30cmで、ある。

存在しない。

地床炉と思われる。

深さは10cmから90cmを言十測する。

存在しない。

諸磯b式期。

立ち上がりはすり鉢状を呈し、東壁と北壁はしっかりとしている。

遺物説明(第 8図)

lは、有孔土器である。胴部の最大径は49.2cmを計測する。想定される穴の個数は18ケと考えられ、 5.5cmか

ら6.0cm間隔で穴が穿たれている。器高は、 llcmである。口縁部は、ほほ垂直に立ち上がり、緩やかな傾斜を持

って張出部に続く。口縁部の径は、 32.7cmを計測する。張出部は大きく突出するが、なだらかに下降していく。

胴部は膨らみを持ち、段を有する。 2は、 lと同様の土器である。胴部の最大径は20.7cmを計測する。口縁部

は緩やかに立ち上がり、 lのように角がなく丸みを帯びる。口縁部の径は、 13cmを計測する。口縁部から張出

部までは、緩やかに傾斜し大きく突出し下降する。胴部は丸みを帯ぴ膨らみを持たせている。底部は、ほぽ平

坦につくられる。

拓本遺物(第 9図)

3は、口縁部の破片である。口縁部は波状を呈し、波頂部には平行沈線文が菱形状に施される。口縁部と胴

部を区画する箇所では「く jの字状に内寄させられ、胴部には横位に平行沈線文が施される。また、沈純文と

沈線文の聞は無文帯が巡らされる。 4は、波状を呈する口縁部の破片である。口縁部は小さく「く jの字状に

-14-
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l号住居土層説明

1 褐色土

2 :暗褐色土

3 :褐色土

4 :暗褐色土(1 :から 4までは 7号住居)

1 :褐色土

II :暗褐色土

皿:暗褐色土 (IIよりしまり有り:

Eよりやや明るい)

!V:暗褐色土(焼土粒子を含む:

皿日音より暗し、)

V:褐色土

VI : a音褐色土

四:褐色土

，]] :褐色土

医:日音褐色土(焼土粒子を含む)

X:暗褐色士

3m 

第 7図 1・7号住居跡(1/60) 
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2 

。

第 8図 1・7号住居跡出土遺物実測図 (1/4)
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20 
cm 



。

第 9図 1・7号住居跡出土遺物拓本 (1/3)

10 
cm 

内寄させられ、口縁部には平行沈線文で充填させられ、その後縄文が施される。胴部には 3段の平行沈線文が

施され、沈線聞には縄文が施文される。 3段目以下には、斜行する平行沈線文が施され、縄文が施文される。

5. 6は、「く」の字状に内奇する口縁部の破片である。口縁部には、平行沈線文が施され、胴部にも平行沈線

文が施される。胴部は、緩やかに外反するように曲線を描く。また 6は、口縁部から胴上半部まで平行沈線文

が施され、以下無文帯が形成される。 7は、口縁部が緩やかに外反するものである。口縁部には 2段に平行沈

線文が施され、以下沈線文による曲線が描かれる。 8から13までは、粘土紐の貼り付けに刻みを有するもので、

また 8から11までは、波状を呈する口縁部の破片である。 8は波頂部に癌状の貼り付けがなされ、直下には粘

土紐による渦巻文が施される。 9.11.12は、器面に縄文が施文されるものである。特に、 9.12は、貼り付けの後

縄文が施されるものである。 13は、口縁部が内奇するが非常に弱く、わずかに傾斜するだけである。 14は、胴

部の破片である。「く」の字状を呈する胴部には、縄文が施され平行沈線文が横位にヲ|かれる。

以上、これらは諸磯b式期に属するものである。

2号住居跡

調査年度

位置

平面形

(第10図)

1989年度(第 1次調査)

B . C-5.6グリッド

多角形を呈するものと思われる。

規 模 炉を中心としてほぼ南北で 7mを有し、一辺の長さは2.30~3.50mを測る。入口部は、炉および

-17-
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焼土から南側と考えられ、入口部の辺は1.80mを計測し、他の辺に比べ短い。主軸方向は南北に

ある。

周 溝 一部旧河道により破壊されている他は、存在する。深さは、 6~30cmを計測する。

それぞれの一辺は、直線的であるためコーナ一部が形成される。

炉 石囲炉住居中央より北側に設置され、 3枚の大型の長方形を呈する石で構成される。焼土は炉

内から南へ長く広がりをもち、厚い堆積状態を示す。床面は焼成を受け、主軸は南北方向にあ

る。

柱 穴 北東側コーナ一部では 2本認められる他は、各コーナ一部に l本づっ設置される。また

10.11.12.13は、コーナ一部に接してつくられており、各コーナ一部より深さを有することから、

住居の主柱穴とも考えられる。深さは、 20cmから52cmを計測する。 20cmから30cmのものは支

柱穴と考えられる。

存在しない。

曽利 I式期。

聾

期

考

埋

時

備
住居北側床面の柱穴(ピット-1)からミニチュア土器が出土。石囲炉から入口部に向かつて長

く焼土が認められる。また単独埋聾の上に本住居は存在する。

遺物説明 (第10図)

lは、本住居跡のピット lから出土したものである。器高は6.5cmを計測し、口縁部径8cmを有する小型の深

鉢形土器である。口縁部は 4単位の波状を呈し、頭部には横位に 3本の沈線が巡らされる。胴部には縦位の沈

線文で充填され、刻みをもった隆帯によって区画される。

3号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

穴

翠

期

考

柱

埋

時

備

(第11図)

1989年度(第 l次調査)

A . B-4.5グリッド

不整円形と思われる。

炉を中心とした径は、推定6.70mを測る。旧河道によって住居の約2/3が破壊される。

住居の西側で確認される。

石囲炉で、板状の石が4枚で構成される。長軸を南北にとり1.15m、短軸は東西方向で1.20mで

ある。掘り込みの深さは、約50cmで、ある。

8本存在する。

存在しない。

炉の規模および形態から、曽利回式期に属するものと思われる。

床面は、東に傾斜する。旧河道によって住居跡の半分以上壊される。

(第12図)

1989年度(第 1次調査)

C-8.9グリッド

楕円形を呈するものと思われる。

炉を中心として長軸は3.30m、短軸は3.10mを計測する。立ち上がりはあまり明確ではなく、南

西隅は木の根による撹乱が著しい。

周 溝 存在しない。

炉 住居のほぼ中央に設置される。この時期は、石囲炉が通常であるが、石は存在していない。

4号住居跡

調査年度

位 置

平面形

規 模
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6号住居土居説明

l 表土 2 暗褐色土 3 黒褐色土 4 黄褐色土 5・黄褐色土(炭化物少量混入

) 6 胤褐色土(ロームプロック混入) 7・黒色土(炭化物・焼土粒子混入) 8:黒

褐色土(ロームプロック多量混入・炭化物・焼土粒子混入) 9 表土に近い(潰乱)

1 0 :晴褐色土(2より明るしゅ
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。 3m 

第12図 4・6号住居跡(1/60)・出土遺物実測図 (1/4)友び拓本 (1/3)



柱 穴 3本で、深さは23cmから50cmを測る。東のものは50cm、南は40cmと深い。

埋 聾 存在しない。

時 期 曽利E式期。

備 考 床面までは浅いが、床直とまではいかない位置で遺物の出土が認められる。

東西方向に長軸を有する。床面は、軟弱である。

遺物説明 (第12図)

lは、口縁部から頚部まで現存する。口径は14cm、現存する器高は 9cmをそれぞれ計測する。口縁部は、キ

ヤリパー状を呈し、緩やかに内毒する。また口縁部には、無文帯が形成される。頚部には、 3条の波状の隆帯

が貼りつけられ、それぞれ横走する隆帯で区画される。

2は、胴部の破片である。胴部には、地文として縄文が施され、縦位に平行沈線文が施される。

6号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

(第12図)

1989年度(第 l次調査)

A-3.4グリッド

円形を呈するものと思われる。

長軸・短軸は、不明である。確認面から床面までの深さは、 2cmから9cmである。

北側が深く、南は浅い。溝の深さは、 45cmを計測する。

不明である。

柱 穴 2本認められる。

埋 聾 調査区内では存在しない。

時期中期?

備 考 住居の約2/3が調査区外のため、不明部分が多い。

5号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

穴

聾

期

考

柱

埋

時

備

8号住居跡

調査年度

位 置

平面形

規模

(第13図)

1989年度(第 l次調査)

A . B -7.8グリッド

隅丸方形を呈するものと思われる。

確認面がほぼ床面であったため、東西方向で約4.90mを測る。

北東部分については、確認されなかった。深さは、 4cmから8cmを計測する。

地床炉と考えられ、長軸は北東から南西で60cm、短軸は45cmを計測する。焼土は 3ケ所に存在

する。炉石および掘り込みは存在しない。

周溝上に存在するもののほか、床面にも存在する。主柱穴については、不明である。

存在しない。

不明で、ある。

床面は、所々よく踏み固められている。旧河道によって壊される。

(第13・14図)

1989年度(第 1次調査)

A.B・C-6.7グリッド

不明である。

4.20m前後と思われる。
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周 溝 存在しない。

炉 東西に長軸をもっ石囲炉で、やや方形を呈する。炉石は板状で、南北の石は東西に比べて厚く丸

みを有する。

柱穴

埋聾

時期

備考

9号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

穴

聾

期

考

柱

埋

時

備

主柱穴は、 4本と思われる。

存在する。口縁部を欠損し、正位で埋められている。また、掘り込みの上面には、石皿が伏せら

れたような状態で確認される(蓋として使われたものか)。器高43cm、径39cm、掘り込みの深

さは53cmを計測し、西側の確認面は東より高い。形態は不整円形を呈する。埋斐は、坑底より

やや上に位置する。

井戸尻式期。

本住居の確認面がほぼ床面であったため、壁は確認されない。

(第13・14図)

1989年度(第 1次調査)

A. B-6.7グリッド

不明である。

5.00m前後と思われる。

存在しない。

方形を呈する石囲炉で、長軸は97cm、短軸は96cm、掘り込みの深さは40cmをそれぞれ計測する。

8号住居の炉より大型の礁を使用している。南側の炉石は三角形の断面を有し、他の 3枚とは異

なり低い。この事から入口部は、南に位置するものと思われる。また北西コーナ一部にコの字状

の施設が付随している。用途は不明で、あるが、群馬県「矢瀬遺跡jで類例が認められる。

旧河道によって住居が壊されている関係で、東の主柱穴は不明である。

存在しない。

曽利回式期。

主軸は、南北方向にある。炉の規模から、かなり大型の住居と考えられる。

遺物説明 (第15図)

Iは、 5号住居跡の出土遺物である。口縁部から胴部まで残存しており、現存する器高は16cmを計測する。

口縁部径は19cmである。口縁部には、隆帯によって rWJ字状に貼りつけられ、口唇部は小突起が形成される。

頚部には、龍目状に貼り付けが施され、口縁部の隆帯の直下には眼鏡状の突起が付せられる。胴部には縦位に

沈糠文が施され、端部には渦巻文で施文される。井戸尻式期に属するものである。

2から 8までは、 9号住居跡の出土遺物である。 2は、口縁部カ冶ら胴下半部まで残存しており、現存する器

高は17.5cmを計測する。口縁部径は、 20cmを計測し、最大幅は23cmで、ある。ベルト状に盛り上がった口縁部に

は、渦巻文や rSJ字状文が施される。胴部には綾杉状文が施され、蛇行懸垂文と rSJ字状文が縦位に巡ら

されている。 3は、ベルト状に盛り上がった口縁部には渦巻文が施され、文様が剥がれている箇所も存在する。

胴部には斜行する沈線文が施され、楕円形状の沈線文によって区画される。 4は、口縁部の破片で、口唇部は

無文帯が形成される。以下、縄文が施される。 5は、胴部に沈線文が充填される。 7は、胴部は「く jの字状

に内奇し、胴上半部には沈線文による rSJ字状文が施され、横位の沈線文によって区画される。 8は、蛇行

する隆帯と縦位による沈線文によって文様が構成される。 9は、頚部に隆帯が横位に貼り付けがなされ、その

後刻みが施される。直下には縦位による沈線文で充填される。

2， 3， 8は、曽利E式期に属するものである。他は、井戸尻式期に属する。
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10号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

。
第15図 5・9号住居跡出土遺物実測図 (1/4)及び拓本 (1/3)

(第16図)

1990年度(第2次調査)

A . B -9.10グリッド

ほぼ円形と思われる。

炉を中心として、北東から南西に長軸を持つ。長軸は7.06m、短軸は6.20mである。

存在しない。

住居のほぼ中央に位置する。長軸は東西にとるが土坑によって壊されてはいるものの、現存で

120cm、短軸は約75cmである。長期間使用されたものと思われ、よく焼かれている。

柱 穴 主柱穴は、 6本と考えられる。

埋 聾 存在しない。

時 期 井戸尻式期終末から曽利 I式期。

備 考 床面は軟弱であり凹凸が認められ、1.2号掘立柱建物跡に壊される。
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第18図 10号住居跡出土遺物実測図 (1/4)
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第19図 10号住居跡出土遺物実測図 (1/4)浸び拓本 (1/3)

遺物説明 (第17・18・19図)

ほとんどが覆土中より出土したもので、井戸尻式土器と曽利 I式土器が混在している。

1は土偶の頭部で、半分以上欠損している。全体は推定で30cmを越えるものと思われ、かなりの大形である。

頭部は三角形に近く、中空につくられている。後頭部と右後頭部、耳の部分に貫通孔がみられる。山梨県ーの

沢西遺跡に同様の類例がみられるが、顔面把手の可能性もある。

井戸尻式土器は、 2~8 にみられるように屈折する器形のものや渦巻き、三叉文などを組み合わせたもの、

動物意匠を持つものなどがみられる。

2の土器の口縁部の文様は、 iUJ字形の隆帯と渦巻きを組み合わせたもので、 7の胴部上半のモチーフに類

似する。

4の口縁部には、丸みを帯びた三角形の連続押圧文が縦位に充填される。

7は、 iUJ字形のモチーフを組み合わせた文様で、 11，14の曽利式土器に連続していくものである。上半部は、

渦巻文と三叉文によって表現され、下半部は箆状工具による沈線で充填される。下端は、横位の隆線で区画さ

れ、いまだ井戸尻式土器の色彩が強い。

11の土器の iUJ字形のモチーフは、幅広の隆帯の上に沈線を 2本ひいて 3本のようにみせている。

14は、 iUJ字形のモチーフが中央で縦の隆線とつながり、内部に三叉文がみられ、古い様相を示している。

16も同じ系統の土器と思われる。

曽利式土器は条線が目立ち、 9，12，14の条線は箆状工具によるものである。

10は屈折底となるもので、幅広の隆帯による懸垂文と半載竹管状工具による条線がみられる。

16の土器も半載竹管状工具によるものである。

11は横位に半載竹管状工具の背面を使って沈線を巡らせ、連続爪形文と交互刺突によって文様が構成されて

いる。いずれも井戸尻式終末から曽利 I式の古い段階に比定される。
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12号住居炉の土層説明

1 暗褐色土(ローム粒子少量・焼土粒子少量・炭化物多量) 2:暗褐色土(1よりや

や明るい・炭化物少量) 3:暗褐色土(1と類似・ローム粒子多量・焼土粒子少量)

4 :褐色士(焼士粒子・炭化物・ローム粒子多) 5 褐色土(ローム粒子少量) 6: 
黄褐色土(軟質ローム)

12号住居跡 (1/60)・炉 (1/20)友ぴ出土遺物実測図 (1/4)第20図

11号住居跡(第 3図)

1990年度(第 2次調査)
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A.B-8.9グリッド

楕円形と思われる。

不明である。

度

置

形

模

年査

面

調

位

平

規



周 溝

炉

柱 1¥、-

埋 聾

時 期

備 考

12号住居跡

調査年度

位 置

平面形

規 模

周 溝

炉

柱 '̂ 司、
埋 聾

時 期

備 考

認められない。

不明である。

不明である。

存在しない。

諸磯b式期と思われる。

10号住居と重複し、また掘立柱建物跡とも重複する。

(第20図)

1990年度(第 2次調査)

B . C-9グリッド

円形を呈するものと思われる。

主軸を南北にとり、炉を中心として3.88m、東西3.60mを計測する。

北側で半周する。地山が北から南へ傾斜を持っているためか、北側部分でしか認められない。

石囲炉で、 8ケの礁で構成される。ほほ円形に近い。住居の中央から北側の奥壁よりに構築され

る。炉内中央部近くで完形の小型鉢が出土する。炉の状態は良好である。

住居の北西は、掘建柱建物跡によって壊され存在しないが、主柱穴は、 4本と思われる。

存在しない。

曽利皿式期。

床面はほぼ平坦で、炉の周辺および南側ではよく踏みしめられている。炉の位置より、入口部は

南側と考えられ、住居の東壁近くで半欠けの石皿が床直で出土している。

遺物説明 (第20.21図)

実測図 1は、炉の内部からほぼ完形で出土した土器である。器面全体に綾杉状文で充填させ、縦位に l条の

沈線文で区画される。口径は14cm、器高11.4cmである。

拓本 lは、口縁部に楕円形文および rSJ字状文が施される。胴部には、綾杉状文と蛇行沈線文を l単位と

して縦位に施された沈線文によって区画される。また、 4，5， 6， 7も同様な施文方法である。 2は、胴部

の破片で縦位による沈線文で充填され、刻みを持った隆帯によって区画される。 3は、地文を縄文として、胴

上半部に弧状の沈線文が施される。

2を除いた 1から 7までは、曽利E式期に属する。

13号住居跡

調査年度

位 置

平面形

規 模

周 溝

炉

柱
'̂ 

埋 聾

時 期

備 考

(第22図)

1990年度(第2次調査)

B . C -10グリッド

円形を呈すると思われる。

重複が著しく、南北方向で確認されている規模は、 5.55mである。

認められない。

住居中央より北側の奥壁寄りに、石囲炉が設置される。ほほ方形を呈し、西側は 6ケの礁で、他

は 1~2 ケの礁で構成される。南の礁は、平坦面を上に向け、他は斜位である。

主柱穴は、 6 本である。深さは42~60cmである。

存在しない。

曽利E式期。

床面はほぼ平坦である。 15号住居の覆土を踏み固めて床面がつくられる。また炉より旧い22号

土坑が存在する。
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12号住居跡出土遺物拓本 (1/3)第21図

(第22図)

1990年度(第 2次調査)

15号住居跡

調査年度

位置 B . C -10グリッド

方形を呈するものと思われる。

3.80m前後と思われる。

存在しない

住居の中央より西側に地床炉が設置される。

主柱穴は 5 本である。深さは、 43~46cmを計測する。

平面形

規模

周溝

炉

柱穴

存在しない。

諸磯b式期。

聾

期

考

埋

時

備

(第22図)

1990年度(第2次調査)

18号住居跡

調査年度

位置 B . C -10.11グリッド

楕円形を呈するものと思われる。

長軸6.80m、短軸6.25mを計測する。

存在しない。

住居の中央より西寄り lこ地床炉が設置される。

平面形

規模

周溝

炉

-33-
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13号住居炉の土層説明
1・暗褐色土(ローム粒子および焼土粒子少量)
2 :時褐色土(1よりやや明るい・ローム粒子・焼土粒子少量)
3 :暗褐色土 (1よりやや明るい・ローム粒子・焼土粒子少量)
4 暗褐色土(ローム粒子少量ー焼士粒子多量)
5 :暗褐色土
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18-1 暗掲色土(ローム粒子少量 炭化物少量・部分的に褐
色土をプロック4主に含む)

18-2 褐色土(ローム粒子多量・焼土粒子若干・炭化物若干
.1暗褐色土をプロック状に含む)

18-3・暗褐色土(ローム粒子多量焼土粒子若干)
18-4 黄褐色土(ローム粒子多量・ロームブロック混入)
18-5 :暗黄褐色土(ローム粒子多量 ロームプロック混入)
18-6・5と類似
18-7 :暗黄褐色土(ロームを基本とし、褐色土混じり ロ

ム粒子多量)
18-8 :暗褐色土(ローム粒子少量)
18-9 :暗黄褐色土(ロームと褐色土の混合・ローム粒子多量)
18-10 :黄褐色土(ロームを基本とし、やや暗〈褐色土が混ざ

る)
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柱 穴 多数存在する。

時 期 諸磯b式期。

備 考 床面はほぼ平坦で、、中央は比較的しまりがよい。

遺物説明(第23・24図)

1から 6までは、 13号住居跡出土遺物である。

1， 2， 3は口縁部に渦巻文が施されるもので、楕円区画内には縄文が施文される。 4の口縁部は、「く jの

字状に緩やかに外反させられる。 5，6の器面には縄文が施され、 5は縦位と rUJ字状の幅広の沈線文で区

画される。 6は、縄文が施された後、隆帯によって区画される。

第24図は、 18号住居出土遺物である。

lは、口径約26cmで、現存する器高は 9cmを計測する。口唇部は波状を呈し、波頂部直下には癌状の貼り付

けがなされる。口縁部には平行する貼り付けと刻みが施され、直下には渦巻き状に貼り付けがなされ、下端に

は平行する 8本の貼り付けと刻みが施される。 2から 5までは、波状口縁を有するものである。 6および7は、

地文を縄文として器面に施される。 8，9， 10，11は、沈線文と波頂部に貼り付けがなされるものである。 12は、

口縁部に沿って平行沈線文が施されるものである。 13は、有孔土器である。

これら 1~19の土器は、諸磯 b 式期に属するものである。

17号住居跡

調査年度

位 置

平面形

規 模

周 溝

炉

埋 斐

柱 穴

時 期

備 考

(第25図)

1990年度(第2次調査)

D -9.10グリッド

円形を呈するものと思われる。

長軸は、 5.42mを計測する。

存在しない。

焼土は、住居の南側で確認されるが、形態は不明である。

存在しない。

主柱穴は、 4本と思われる。

井戸尻式期と思われる。

本住居跡より新しい埋蓋(曽利 I式期)が存在する。この埋聾は、本住居跡の覆土中で認められ

る。

遺物説明 (第26・27図)

本住居跡に伴うと思われる遺物は lで、復元が可能であった。器高は23cmを計測し、口径は18cmである。口

縁部文様帯は無文帯を形成し、頚部には横走する隆帯が巡らされ、直下には蛇行する隆帯が施される。また胴

上半部から底部にかけて、縄文が施される。

2は、 17号住居跡の調査中に覆土中より出土した土器である。正位に置かれた土器で、埋費ではないかと判

断した。口縁部から胴上半部までを欠損するが、表土から重機による排土作業のため破壊した可能性がある。

埋聾の両端には、根による撹乱が入札このため土器は破片となっている。胴上半部には隆帯による rUJ字

状の貼り付けがなされ、刻みが施される。胴部中位には隆帯が横走し、クランク状に垂下させられ区画帯をな

す。区画内には、縦位の平行沈線文で充填させられる。胴下半部から底部までは、無文である。この土器は曽

利I式期に属するものである。

第27図は、拓本遺物である。本住居跡から出土したもので、諸磯b式期から曽利式期まで出土している。本

住居跡より新しい 3号埋聾の存在から時期的には中期中葉の住居跡と考えられ、1. 6. 9から井戸尻式期に

属する住居跡と考えられる。
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17号住居より新しい 3号埋斐
1 :黒褐色土 2 :暗褐色土 3 :暗褐色土(ローム粒子混入) 4:暗褐色土 (2より暗い)
5 :暗褐色土(ローム粒子およびローム小プロック混入) 6:暗黄褐色土埋費内部の土層
7 :黒褐色土(暗褐色土の粒子混入・ 1より明るい) 8:暗褐色土 9 :黒褐色土 (8よりやや暗い)
10:暗褐色土(9より暗い)
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第25図 17号住居跡 (1/60)友び17号住居跡より新しい 3号埋薯 (1/20)



轡2
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第26図 17号住居跡出土遺物実測図 (1/4)及び3号埋聾 (1/4)

M 

第27図 17号住居跡出土遺物拓本 (1/3)
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14号住居跡(第 3図)

調査年度 1990年度(第2次調査)

位 置 C・D-10グリッド

不明である。

不明である。

認められない。

不明である。

不明である。

不明である。

不明で、ある。

遺構の重複が著しく、また風倒木痕により撹乱されていることから不明な部分が多いが、住居跡

の存在が考えられるものである。

平面形

規 模

周 溝

炉

柱 穴

埋 聾

時 期

備 考

19号住居跡

調査年度

位置

平面形

規 模

周溝

(第28・29図)

1990年度(第2次調査)

C ・D-9グリッド

円形を呈するものと思われる。

新旧ともに、 5.00m前後と思われる。

全周する。

炉 石囲炉と思われ、炉石が残存する。

埋 聾 存在する。本埋聾は、調査の段階では土坑と考えられ掘り下げたところ、土坑中位から坑底にか

けて口縁部を欠損する奮が出土し、本住居の出土地点から埋査として調査を行った。また、埋設

されている掘り方の一部は、礁をともなう新しい土坑によって破壊される。

主柱穴は 5本確認されるが、撹乱(風倒木痕)によって不明な部分も存在する。

曽利 I式期。

重複する住居が存在する。本住居跡は、旧い住居跡を壊してつくられるが、拡張された住居であ

穴

期

考

柱

時

備

るとは考えがたい。風倒木によって、住居の南部分は壊される。

遺物説明 (第30・31図)

第30図の lは、口縁部の一部と底部を欠損する。現存する器高は20.8cm、口径は14.6cmをそれぞれ計測する。

口縁部は無文帯をなし、キャリバー状を呈することなく直立しながら開く。頚部には横位に 2条の沈線文が引

かれる。以下胴部から底部までは、縦位の沈線文で充填される。 2は、口縁部に把手が付され、 rSJ字状の沈

線文が施される。頭部には 2条の平行沈線文と連弧文が施文される。

本住居跡から出土した遺物は、諸磯b 式期から曽利 II~m式期まで出土している。

第31図の lは、本住居跡で発見された埋聾である。口縁部から胴部中位にかけて欠損し、縄文を地文として

器面全体に施される。そののち半裁竹管状工具によって 3本の沈線文で器面を区画させる。底部には、網代状

の圧痕が明瞭に認められる。

20号住居跡

調査年度

位置

平面形

(第32図)

1990年度(第2次調査)

c・D-10.11グリッド

円形ないし楕円形を呈するものと思われる。
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19号住居土層説明
1 :暗褐色土(黒褐色土粒子混入) 2:暗褐色土
3 :暗褐色土(褐色土粒子・ロームプロック混入)
4 :暗褐色土 (3よりやや暗い)
5 :暗褐色土(ローム粒子混入・ 2より明るい)
6 :暗褐色土(ローム粒子多量混入)
7 :褐色土 8 :暗褐色土(黒褐色土粒子ローム粒子混入)
9 :暗褐色土(ローム小プロックおよびローム粒子混入)
10:黒掲色土(焼土粒子混入・ローム小プロック混入)
11 :黒褐色土 11・:暗黄褐色土(ロームプロック混入)

19号住居風倒木痕土層説明
①:ロームプロック ①， 'ロームプロック ②:黒褐色土
③:褐色土 ④:暗黄褐色土(褐色土粒子混入)
④ー:日音褐色土(ローム小プロック浪人)
④" ，暗褐色土(ロームプロック等を含まない)
⑤:暗褐色土(焼土粒子・炭化物・ローム小プロック混入)
⑤:暗褐色土(④より暗い)

19号埋賓の土層説明
1 暗褐色土(ローム粒子多量・焼土・炭化物若干混入)
2 :暗褐色土(ローム粒子多量混入)
3 :暗褐色土(ローム粒子多量・ lよりやや多い)
4 :暗褐色土(ローム粒子少量・炭化物若干)
5 :暗褐色土(ローム粒子少量・ 4よりやや暗い)
6 :黄褐色土(ロームと褐色土の混合)

1m 

第28図 19号住居跡 (1/60)友び埋聾 (1/20)
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第30図 19号住居跡出土遺物実測図 (1/4)友び拓本 (1/3)

規 模 現存で8.76mを計測し、炉を中心とした

規模は、 8.50mで、ある。

周 溝 奥壁側と入口部と思われる南側に認めら

れる。

炉 住居の中央部より奥壁側へ長方形の石囲

炉が設置される。西側の炉石の lケは、

掘立柱建物跡によって抜き取られたもの

と思われる。

柱 穴 主柱穴は 5 本で、南側に16~17cmのピ

ットが2本対となっている。これは入口

部を構成する柱と考えられる。

埋 歪 存在しない。

時 期 石囲炉の形態から曽利 I式期と考えられ

る。

備 考 本住居跡の炉は、住居の規模と比較する

とかなり小さく感じられる。

土層説明 1 .表土 2:黒褐色土(暗褐色土粒子混入)

3 :暗褐色土 4 暗褐色土(3より明るい) 5 :暗褐

色土 (4より明るい) 6 :暗茶褐色土 7:暗褐色士(黒
第31図 19号住居跡埋薯実測図 (1/4)

褐色土粒子混入) 8 :暗褐色士(5より明るい) 9 :暗褐色土(褐色土粒子混入) 10:暗褐色土(ロームブロ

ック混入)11:褐色土 12 :褐色土 (11より明るい)13:暗褐色土(ローム小ブロック・炭化物少量混入)14:暗

褐色土(しまりなし)15:暗褐色土 (14に類似)
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第34図 21号住居跡 (1/60)
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炉の土層説明 1 :暗褐色土(ローム粒子少量・焼土粒子少量・炭化物若干) 2 :褐色土(ローム粒子少

量・焼土粒子少量) 3 :暗褐色土(ローム粒子少量・炭化物若干) 4 :暗褐色土(ローム粒子少量・小砂利少

量)

遺物説明(第32・33図)

ほとんどの遺物は、諸磯b式期 (17-25) と曽利 E式期である。若干ではあるが曽利 I式期 (4，8， 9) 

も存在している。 10は、底部付近のもので、井戸尻式期~曽利 I式期に属するものと思われる。

21号住居跡 (第34図)

調査年度 1990年度(第2次調査)

位 置 D-8.9グリッド

平面形 不明である。

規 模 5.00m前後と思われる。

周 溝 存在しない。

炉 不明である。

柱 1¥ 唱 多数存在する。
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第35図 21号住居跡出土遺物拓本 (1/3)

存在しない。

不明である。

住居跡としたが、住居の形態・柱穴の配置および出土遺物からでは、帰属する時期は不明であり、

住居以外の遺構の可能性もある。

遺物説明 (第35図)

lから 5までは諸磯 b式期で、1.2.3の口縁部は「く jの字状に内奇させ地文を縄文で施される。また 5は、

羽状に縄文が施され、その後半裁竹管状工具による平行沈線文が横位に施文される。 6の口唇部はやや肥厚さ

せ、内面は緩やかに凹まさせる。外面には連続する角押文で横位と斜位に施される。 7は井戸尻式期に属する

もので、 8から12までは、曽利式期である。

23号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

柱穴

埋費

時期

備考

(第36図)

1990年度(第 2次調査)

A-7グリッド

旧河道に壊され、住居の約半分以上は調査区外に存在する。

不明で、ある。

存在しない。

不明で、ある。

旧河道の壁で認められている穴は、本住居に伴う柱穴と思われる。

存在しない。

不明である。

24号住居と旧河道によって壊される。石皿が出土している。
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第36図 23・24号住居跡 (1/60)

遺物説明 (第37図)

lから 7までは諸磯b式期で、縄文を地文とするものである。 3と5は粘土紐の貼り付けののち、縄文が施

されるものである。

24号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

(第36図)

1990年度(第 2次調査)

A-6.7グリッド

円形を呈するものと思われる。

推定で、 6.30m前後と思われる。
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~~:~べど竺簿一寺月誌まま I l' 
定葬送費更さク/
、ー-叱盃壁、Jマ 。

周溝

炉

住居の北側で認められるが、全周するものかどうかは不明である。

調査区外に存在するものと思われる。

住居の西側で多数認められる。

調査区内では存在しない。

中期中葉と考えられる。

P 

ι三二ミミ;ε

柱穴

埋聾

時期

備考 23号住居跡の上に存在する。また周溝が2本存在することから、 2軒の重複が考えられる。

遺物説明 (第38図)

1は縄文を地文とし、横位の平行沈線文で区画される。 2は口縁部の把手の部分で、円形の貫通孔が認めら

れ三叉文で区画される。口唇部には、交互の刻みが施される。 lは諸磯b式期で、 2は藤内から井戸尻式期に

属するものである。

25号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

(第39図)

1991年度(第3次調査)

B . C -14.15グリッド

円形を呈するものと思われる。

推定で、 4.50m前後と思われる。

一部北壁側で認められる。

石囲炉で、石棒が炉石として使用される。炉石は 4ケで構成され、方形を呈する。
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第39図 25号住居跡(1/60)及び炉(1/20) 

25住
l 表土 2ー黒褐色土 3一階褐色土(黒褐色土粒子混入)

4 -11音褐色土 (3より明るい) 5一時褐色土(褐色土粒子混入、

時褐色土粒子混入) 6 暗褐色土(5より明るい、褐色土粒子

多量混入) 7ー暗褐色土(6より明るい、ローム粒子混入)

8一暗褐色土(ローム小プロック混入、黒褐色土粒子少量混入)

9一階褐色土(暗褐色土粒子混入、 8より 11音い) 10ー黒褐色土

(ローム小ブロック混入) 11ー黒褐色土 (10より暗い)

12ー黒褐色土(ローム粒子・ローム小7'ロック混入)

13-11音褐色土(黒褐色土粒子・ローム小ブロック混入、しまりなし)

25住炉
1 -8音褐色土(ローム粒子多量・炭化物粒子少量、焼土粒子少量)

2ー黒褐色土(ローム粒子多量) 3ー暗褐色土

E 
回・ F2 

I~ 

-50-



。
20 
cm 

第40図 25号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

ロ

9 
..ーす/._-'.:f:l:i

(} -~_i'lt: .. :_1"~'~ 
1ワロ.;~・て.持17

，I}ìt・:~υ}:ム:(，;.，~i
SSM-1バ和三五
常主的ウシl~(;~:~.~
:バ:f..~~子.....;...._...日 qj'

が~舟~~;るもfU;存 ‘ 

占みと'{~-:~:"?:'J.~t~ν

第41図 25号住居跡出土遺物拓本 (1/3)

-51一

J足元よネ
<O'， I-..I.i_-.--.... -，" 

~;.むしl~保
持経診討作J
， '二、 !V~~";þ..(''''''~
て:ト:~~. '~~~~~{~!~.，l (:<~~ 

fぷC:ヲノ託行方'
!よ七i~~:.t.ι ; 

待府警
ぜ戸、'>'.J，' 、「

正n;-;、!;(し.. -~ .i :"~'.~' 

バポぎだ:;-j‘3
‘~t~~/;;.~~~.~:~~: 

!" _.~.fIi-' 。



穴

聾

期

考

柱

埋

時

備

6本ないし 7本と思われる。

存在しない。

井戸尻式期。

旧河道によって壊される。炉石の状態から、入口部は東側に設置されたものと思われる。

遺物説明 (第40・41図)

lは口縁部から胴上半部までの破片である。現存する器高は25cmで、推定の口径は40cmを計測する。口唇部

は「く Jの字状に折れ曲げられ内奇する。口縁部は沈線文で充填され、交互刻みによる半隆帯で区画される。

頚部は膨らみをもたせ無文帯を形成する。胴上半部には横位に隆帯が貼りつけられるとともに垂下させられる。

隆帯には、刻みが施される。また円形の半隆起帯の延長線には、口縁部の文様を区画する半隆帯が存在する。

3， 7， 8， 9は、縦位の沈線文で充填されるもので、 3，9は、半隆起帯によって文様を区画する。また、

7， 8， 9は、垂下する隆帯に刻みが施される。 9は底部付近のもので、屈折底を呈する。 10，12， 13， 14は、

縄文を地文とするものである。 11を除いた全てのものは、井戸尻式期に属する。

26号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

柱 穴

埋聾

時期

備考

(第42図)

1991年度(第 3次調査)

A . B -26.27グリッド

円形を呈するものと思われるが、疑問を要する。

推定で、 6.60m前後と思われる。

存在しない。

石囲炉である。

主柱穴は、 6本と思われる。

存在しない。

出土遺物からでは、時期を決定することはできないが、炉の形態より中期中葉と考えられる。

炉の位置は北壁側に設置され、入口部は南側に存在するものと思われ、柱穴は南北に延びる 6本

柱と考えられる。柱穴の位置から、本住居跡は長方形を呈する可能性も考えられる。

床面まで非常に浅いため、出土遺物も少ない。

遺物説明 (第42図)

1， 2 は諸磯 b 式期で、 3 から 6 は曽利 II~ Ill式期に属するものと思われる。 4 は口縁部の破片で、櫛歯状

の工具による沈線文が施され、その後棒状工具による蛇行沈娘文が施文される。 6は幅広の沈線文で胴部に施

されるもので、縦位に施された後に斜方向に施文される。 7は垂下する隆帯の脇に幅広の沈線文が施され、そ

の後「ハ」の字状文が施文される。 8は底部の破片で、底には網代状の圧痕が残される。

27号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

(第43・44図)

1991年度(第3次調査)

A . B -25.26グリッド

円形を呈する。

4.90m~5.51mを計測する。

全周する。

石囲炉で方形を呈し、西側の炉石は他の炉石と比較して小さいが、設置された炉石の状況から本

来の姿のままであると考えられる。
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同 26住炉
1ー暗褐色土(ローム粒子少量含む)
2ー暗褐色土(ローム粒子少量、 1と類似)
3ー褐色土(ローム粒子多量)
4ー黒褐色土(ローム粒子少量、焼土粒子多量)
5ー暗褐色土(ローム粒子少量、焼土粒子少量)
6一明賞褐色土(焼土粒子少量)

同

793.40m 

、2 d 

6 

門
川
げ
げ

ω
どク

第42図 26号住居跡 (1/60)・炉 (1/20)友び出土遺物拓本 (1/3)
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第43図 27・28・29・36号住居跡位置図 (1/80)友び断面図 (1/80)

柱 穴 4本であるが、入口部と考えられる南の周溝内部に小穴が存在し、床面より 45cmの深さを計測

する。

蓋

期

考

埋

時

備

存在しない。

曽利皿式期。

本住居跡の炉の南西側に、地床炉が存在する。またこの地床炉は、炉と入口部を結ぶ線上から西

にずれて認められる。 l軒の住居に石囲炉と地床炉の 2基の炉が存在する住居は、 A区では 2号

住居跡と28号・ 35号住居跡で発見されている。

遺物説明 (第44・45図)

lは口縁部から胴下半部まで現存する。現存する器高は17.5cm、口径22.7cmをそれぞれ計測する。口唇部に

は横位に浅く幅の広い沈線が巡らされる。垂下する隆線は、「コ」の字状に綾杉状文を区画する。 2は口縁部の

破片で、半円状の隆帯が横位に施され、端部は渦巻き状に丸められ、小突起が形成される。 3は口縁部から胴

下半部まで現存し、細く浅い綾杉状文が施され、蛇行沈線文によって左右に区画される。 6は口縁部に渦巻文
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27住
lー黒褐色土
2ー暗褐色土(褐色土粒子多量混入)
3ー暗褐色土(2より暗い)
4一褐色土(暗褐色土粒子多量混入)
5-暗褐色土 (3より明るく 4より暗い)
6一階褐色土(ローム小プロック混入)
7-褐色土(ローム粧子多量混入)
8ーローム(掘りすぎか)

」

第44図 27号住居跡 (1/60) ・炉 (1/20)忍び出土遺物実測図 (1/4)

-55-



どミミ
， V.詮~，;.s保革~，"\~R.

fマヨ銀扇管理軍

.恐竜鵠~fV
A
F

に

す
f光
熱
断
、

、、ミミ

C入訳

元
副
詞
パ
r
A
J
?

一

M
V
G
-
b
f戸
ゾ
〉
な
う

ψ

ヘ
-
二
人
々
よ
ど
F¥λ
示。ム

J

4
N
叶

MU
・γ'円
、

交

い

Y
J
J
r川
y
i
h
h

i
d
-
F
・
1

ふ
L
T
e
'
v
h
J
4

〆
〆
立
、
、
、

'
h
h
W
H
、

ch肉ソ
三
川
町
A

，
f
j片
Y
ω
1
i叫
べ
、
日

-v

hr

，J
Z
ィ
b
hべι
1
寸
川

J
町

、

パ

同

一

'

d

・.，‘
r
u
e
t
‘
丸
一
三

d
J

h
r
A
U
N
V
h
A
T
4・
f
J
J
F
叫
ん
‘
川
、
L
-
M
f
d

ベ
日
夕
刊
川
口
¥
u
u
u
t
-
J
'
J
L
J
a
d
J
リ、マイ

.
5
J
、

1
J
h
.・
汽
ぃ
.

p

e

，f
T
，ド
aふ
憎

む

A
V

込〆、、守、

民、白、

h
f
w
-

、

yt---ρ
れ
-
u

ア

-v・

ち

y
:
ぇ
刷
、

I

C

ι

立
花

'
e
J
今

川

、

・9a
J
d
'

‘L
r
r
kー
，

J

h

J

、
~

A

f

J

・A
・
-
叫

r
z
L
)一3
.
1
1

J
e
-
-
a
u
h
-
-
c
ι
・〆
J
H
t
h
7
1
1
f
t
f
f
L

7
・

J
1
1
2
2
J
1
L
1
'
i

酬明、，

r
J
ば

匂

~
e
t
J
M
F
k
d
d
e
z
k
e
u
u
v

一日

f
-
ぜ
r
l十
九
百
字
γ
珍品
1
k
h

‘

h
a
k
f
1
1
7
L・h・4
、、一広・

2
秘

1
t
-
A

R
U
U制

2
3
A
P
T
-事
M
U
V
J
E
-
-
唱
唖
4
A
¥べてが札'

E
:
u
t
F宮
崎

日

j
i
i
v
L
Y
〈
毎
治
芯
FehhF1rL百，

寸4

とここご二J

会ミ子

℃フ

:r-ーーー___ t、 E 
叫-、、-、 F・~ 0 se 

_/('， /h燃料H

〆〆r弐芯必Lよ正:?rイマ"ζj之J;ご、¥号潟 f'主:乙己1苧や》医?獄?仇弘
5点於1で‘?引Fヤヤ守守判将刈;~ベ守怜:?む:??な
;ド.:.~\快i完iら、~~~:f.~~.. ~.，\~:~札、;ょが~:~~~抄f
\~."，-，_:，~' .:~:\'\\~、;、、ー ';.S~'. ~>::;.... -~.~ ~、
F 、刈、♂~~誌rド、 Lρ'，J;:rρρ、、げ.，..‘ t 、、、.，

!や:z:~~~セ米~;::.:必忠jに:μ;:日μ:日ヅfヂ:.:九九7γ1雪宗¢ヲ安予?P Z 

ftぬ"ぶぶ.，人{人誌;対}泌泌~~~~l涼:《芯J主戸犬￡仁穴、"、ぬ.一.臼与い i 

¥ぷちはし川、 J 

主3泊
(ぞ
F

)

特
黒
雲
捌
け
官
軍
謡
曲
組
耐
叩
h
N

53 

図
的
寸
憾



が施され、直下には平行沈親文が縦位に施される。地文は、棒状工具による刺突文である。 7は把手の脇に

rSJ字状の沈線文が両脇に施される。把手の頂部には、渦巻文が巡らされ、胴上半部には平行沈線文が垂下さ

せられる。 9と13は同一個体であるが、接合されない。口縁部は無文帯を形成し、胴上半部には逆 rUJ字状

の沈線文で区画され、区画内には「ハ」の字状文が施される。 16は r8 Jの字状に把手が付され、器面全体に

RLの縄文が地文として施される。以上の土器は曽利回式期及び曽利皿から町式期に属するものと思われる。

28号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

柱穴

埋斐

時期

備考

(第46.47図)

1991年度(第 3次調査)

B -25グリッド

円形を呈する。

4.93m~5.31mを言十測する。

存在しない。

石囲炉で、長方形を呈する。また炉は、住居のほぼ中央に設置される。

6本である。

存在しない。

曽利 I式期。

炉の形状から、入口部は南に存在するものと思われる。また炉と入口部の線上から西に地床炉が

存在する。炉の北東に156号土坑が存在し、貼り床が認められなかったことから、住居より新し

いか、または住居に伴う土坑とも考えられる。

遺物説明 (第48図)

lは口縁部に付けられた癌状の隆帯に、渦巻き状の沈線文が施され、胴上半部には縦位の沈線文と垂下する

隆帯に刻みが施されるものである。 2は把手の部分である。 3は、条椋を地文として渦巻文・蛇行文が貼り付

けられる。

29号住居跡 (第49図)

調査年度 1991年度(第 3次調査)

位 置 B -25.26グリッド

平面形 ほぼ円形を呈する。

規 模 4.50mX4.10mを計測する。

周 溝 住居の東から南にかけて存在する。

炉 地床炉である。

柱 穴 多数存在する。

埋 蓋 存在しない。

時 期 諸磯b式期。

備 考 27. 28号住居と重複する。

遺物説明 (第49・50・51図)

1は胴上半部から底部付近まで現存し、縄文を地文として器面に施される。また、本遺物は横位の平行沈線

文を主体とするもので、胴部中位には渦巻き状に沈線文が施される。 2は27号住居跡の出土遺物と思われる。

胴部中位には綾杉状の沈線文が施され、垂下する沈線文によって区画される。 3は胴下半部から底部までのも

ので、縄文を地文とする。遺物のほとんどのものは、縄文を地文とするものである。 4は波状口縁を呈するも
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第47図 28号住居跡炉 (1/20) 

A-28号住居炉
lー暗褐色土(炭化物少量・ローム粒子少量混入)
2ー暗褐色土(1より暗い・ローム小プロックおよび

焼土小プロック混入)
3一階褐色土(1に近い)
4一階褐色土(ローム小プロックおよび焼土小粒子・

焼土小プロァク混入)
5-褐色土(暗褐色土粒子混入・カーボン少量)

28号住居
1 -暗褐色土
2 -H音褐色土(1より暗い)
3一階褐色土 (2より暗い)
4 -0音褐色土(暗褐色土粒子混入)
5ー褐色土
6一階褐色土(どの層よりも一番暗い・炭化物混入)
7ー暗褐色土(褐色土粒子および焼土粒子混入)
8一階掲色土(しまりあり・ローム小プロック混入)
9 -0音黄褐色土(壁の崩壊土?)
10一時褐色土(非常に暗い)
11ー暗褐色土(褐色土粒子混入)
12一時褐色土(褐色土粒子多量に混入)
13 暗褐色土(褐色土粒子およびロームプロック混入)
14ー暗糞褐色土(壁の崩境土?) 
15一階褐色土(ロームプロック混入・しまり強Lリ
16ー暗褐色土(ローム小プロック混入・しまり弱い)
17一階褐色土 (Pil内の覆土としては一番暗い)
18-0音黄褐色土。 1m 

3 。 10 
cm 

第48図 28号住居跡出土遺物拓本 (1/3)

ので、波頂部には縦位に平行沈線文が5条引かれる。また、口唇部は「く」字状に屈折させられ、以下平行沈

糠文で地文の縄文を区画させる。 5は胴部中位に木の葉状に沈線文が施される。 6は口縁部が波状を呈するも

ので、緩やかに内琴させられる。波頂部には木の葉状に沈線文が施され、 10，11も同ーの手法で施される。 7

は口縁部に渦巻き状の沈線文が施文される。 9は地文を縄文とするもので、現存する破片には沈線文は施され

ていない。 12から24までは、横位に平行沈線文が施され、区画帯が形成される。

30号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

(第52図)

1991年度(第 3次調査)

A-22グリッド

円形を呈するものと思われる。

炉を中心とした長軸は、 4.20mを計測する。

ほぼ全周するものと思われる。

石囲炉であるが、壊される。
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第49図 29号住居跡 (1/60)及び出土遺物実測図 (1/4)

第50図 29号住居跡出土遺物拓本 (1/3)

-60-

29号f主
4 -0昔褐色土(褐色土粒子混入)
5 -0音褐色土
6一時褐色土(どの層よりも一番暗い・炭化物混入)
7 暗褐色土(褐色土粒子および焼土粒子混入)
8 -0音褐色土(しまりあり・ローム小プロック混入)



10 11 

第51図 29号住居跡出土遺物拓本(1/3) 

柱 穴 主柱穴は、 3本が確認される。

埋 蓋 炉の長軸方向に存在する。

時 期 埋斐の存在より曽利V式期に属する。

備 考 旧い住居跡と重複する。

遺物説明 (第52・53図)

ロ

。

13 

10 
cm 

1は、本住居に埋設された埋聾である。口唇部の一部と底部を欠損させるもので、口唇部は無文帯が形成さ

れる。横走する隆帯から垂下させられた隆帯は、器面を 8区画に分割し、その後区画内には「ハ」の字状文で

充填させられる。 2は胴部中位から下半部にかけて半隆起帯による区画がなされ、区画内には縄文が施される。

3はジョッキ形の器形で胴部に把手が付けられ、器面には縄文が充填される。また楕円形状の沈線文で胴部は

区画される。胴下半部の屈折された箇所から底部にかけては文様は施されない。 4から10までは、曽利式期に

属するものである。

30号住居 (SPEー SPw.SPN-SPS)土層説明

1-黒褐色土 2一暗褐色土(褐色土粒子混入) 3-暗褐色土(2より暗い) 4一暗褐色土(炭化物少
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cm 

。

ローム6-褐色土(ローム粒子、

30号住居跡出土遺物実測図 (1/4)及び拓本 (1/3)

5-褐色土(ローム粒子多量混入)

第53図

量混入、 2より暗く 3より明るい)

ブロック混入)

30号住居炉土層説明

1-暗褐色士(ローム粒子多量:炭化物少量:焼土若干混入) 2-暗褐色土(ローム粒子多量:焼土若干

混入) 3一暗褐色土(ローム粒子多量:焼土多量:部分的にローム混入:1， 2より明るい)

30号住居埋聾

l一暗褐色土(ロームブロック少量:炭化物少量:しまり強い) 2-暗褐色土(ローム粒子混入)

暗褐色土(2より暗い:しまり強い) 4-暗褐色土(3よりローム粒子多量) 5一暗褐色土(ローム粒子

混入:4より明るい)

q
J
 

-63-

(第54・55図)

1991年度(第 3次調査)

31号住居跡

調査年度
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31住 F
1-暗褐色土(ローム粒子世世}
2ー暗褐色土(ローム粒子若干‘炭化物粒子若干.

焼土若干.1、3、4より暗い}
3 暗褐色土(ローム栓子多量.炭化物粒子若干、 lよりやや暗い)
4-褐色土{ローム桂子多量.プロ γク少量、焼土若 F.3より明るい)
5-e音質制色土(ローム土混ざる) 6-暗褐色土(ローム粒子少量)
7 略褐色土(ローム位子少ii1:.炭化物粒子若干)

1 

'N 、ど><:::__

'S 

31住炉 (1/20)

2 

第55図 31・50号住居跡炉 (1/20)、(1/30)・出土遺物実測図 (1/4)友ぴ拓本 (1/3)

-65ー

50住炉 (1/30)
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位 置

平面形

規 模

周 溝

炉

柱 穴

埋 蓋

時 実』

備 考

50号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

l 

第56図 50号住居跡埋聾実測図 (1/4)

仏 経企.舎「ふド.IJ

1i 階ね~!/
frr/~主 、 Jh許ムヲ缶詰d;..'~1t:;滋 1rr1 4

第57図 50号住居跡出土遺物拓本 (1/3)

B-20グリッド

円形を呈するものと思われる。

長軸は、 6.50mを計測する。

ほぼ全周するものと思われる。

石囲炉で、一部炉石が認められない。

柱穴は多数確認されていることから、複数軒の存在が考えられる。

存在しない。

井戸尻式期(炉の形態から)と考えられる。

炉石の下に、掘立柱建物跡の柱穴 (165土)が、また住居の南東の157土は掘立柱建物跡の柱穴

が存在する。また柱穴は多数存在し、周溝の存在とも考え合わせると、重複した住居と考えられ

る。本住居と重複する 50号住居跡が存在するとともに、 1~3 の遺物は31号住居跡の覆土中に

存在しているものである。年度の調査区の関係で、重複する住居を確認することはできなかっ

た。

(第54.55図)

1997年度(第 7次調査)

A-20グリッド

円形を呈するものと思われる。

現存で、5.10mを計測する。

同心円状に二重に巡らされていることから、拡張された住居と考えられる。

石囲炉であるが、一部壊される。また、石囲炉のすぐ脇の入口部方向に、地床炉が存在する。こ

の地床炉は長期間にわたって使用されたものと思われ、焼土は厚く堆積している。

柱 穴 主柱穴は、旧周溝上に存在しているものと思われる。
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蓋

期

考

埋

時

備

本住居の入口部に埋設される。

曽利E式期

本住居の東側半分は、調査区外に存在する。また、埋聾が埋設された箇所のすぐ脇で、石棒が頭

を南に向けて床直で検出される。埋斐の形態は両耳査で、本遺跡で発見されたものは、この土器

1点だけであり、甲ッ原遺跡周辺およびこの地区での出土は、珍しいものである。

遺物説明 (第55図)

31号住居の出土遺物である。1. 2の口縁部には、半円状の区画する隆帯が巡らされ、渦巻文で連結される。

区画内には縦位に沈線文が施される。胴部には、浅く荒い沈線文で充填され、口縁部の渦巻文から蛇行沈線文

が垂下する。 3は地文を縄文として器面に施され、平行沈線文と蛇行沈線文が施文される。胴上半部には、半

円状の隆帯が巡らされるものと思われ、曽利回式期に属するものである。 4は胴部中位に沈線文によって十字

状に区画され、交差する箇所には渦巻文が配される。また区画内には綾杉文が施され、蛇行沈線文で更に左右

に分けられる。 5から 8までは、井戸尻式期に属するもので、 8は無頚査で、口縁部は無文帯を形成しやや肥

厚する。 RLの縄文を地文として器面に施され、 iUJ字状の沈線は縄文を区画する。区画外の器面は、擦り消

される。これらの遺物の中には、 50号住居と重複している関係で混ざっているものが多数認められる。

遺物説明 (第56・57図)

lは50号住居の埋歪である。口縁部は無文で直立し、段をもたせて胴部と結合させる。胴部には縄文を地文

として器面に施される。その後指頭による渦巻文が両耳の聞に施され、小渦巻きと大渦巻きが交互に配列され

る。また本土器の口縁部は約半分残存し、球形をなす胴部は胴下半部から底部までを欠損する。 2，3は炉か

ら出土した土器片で、綾杉状文が器面に施される。

32号住居跡 (第58図)

調査年度 1991年(第3次調査)

位 置 B・C-18・19グリッド

ほほ円形を呈する。

4.40m ~ 4.50mを言十i則する。

存在しない。

埋聾炉である。

壁際に沿って認められるが、主柱穴は不明である。

存在しない。

炉体土器より五領ケ台式期。

住居の西側では土坑との重複が著しく、壁が明確でない。土坑は住居より新しいものである。

平面形

規 模

周 溝

炉

柱 'Ji、『、・

埋 費

時 期

備 考

遺物説明 (第59図)

lは炉体土器である。口縁部及び胴部中位から底部までを欠損する。頭部と思われる箇所には、横位に半裁

竹管状工具による平行沈線文が施され、その後に縦位にも施される。 2は胴部中位から底部まで現存する。こ

の時期の特徴として、底部は平たく内面中央では盛り上がりをみせる。胴部から底部まで縦位に沈線文が施さ

れ、中央の沈線聞には交互刺突によってジグザグ文が形成される。 3の胴部には弱い縄文が施され、口唇部は

平坦で、推定される口径は15cm、器高は約21.5cmを計測する。

33号住居跡 (第60・61図)

調査年度 1991年(第3次調査)
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32住
lー暗褐色土(ローム粒子少量、焼土少量、褐色土斑状に入る)

2 -p音褐色土(ローム粒子少量、褐色土斑状に入る、 lより明るい)

3ー褐色土(ローム粒子多量、しまりやや弱い)
4ー暗褐色土(ローム粒子少量、しまりやや弱い)

5ー暗掲色土(ローム粒子少量、 5-10少量)
6ー暗褐色土(ローム粒子少量、 10若干)

7 暗褐色土(ローム粒子少量、 10若干)

8ー暗褐色土(ローム粒子少量、 7より明るい)

9ー褐色土(ロームプロック多く含む)

3m 。
Boa-寸
血
ト

32号住居跡 (1/60)友ぴ埋塞炉 (1120) 第58図

2 

1 20 
cm 

。
炉体土器

32号住居跡出土遺物実測図 (1/4)
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位 置

平面形

規 模

周 溝

炉

柱 1¥、

埋 費

時 期

備 考

B . C -21.22グリッド

多角形を呈する。

炉を中心としてほぼ南北に主軸をとり、 9.10mを計測する。

全周し、深さは10cmから12cm、幅は20cmから40cmで、壁の高さは、ほぽ30cmである。

2度にわたって構築される。炉石は、抜き取られている。

本住居の内側にもう l本の溝および柱穴が確認され、それぞれの壁のコーナーに設けられてい

る。

炉の長軸の南端に存在する。

曽利皿式期。

本調査区において、最大規模の住居跡である。調査当時、 2軒の住居跡を想定していたが、結果

として l軒の住居跡であることが判明した。また、本住居跡は貼り床されており、溝が同心円状

に広がっていることから、拡張住居と考えられる。

土層説明(住居) 1一黒褐色土 2-暗褐色土 3一暗褐色土 (2よりやや暗い) 4一暗褐色土 (3より

暗い) 5ー褐色土 6-暗褐色土 (4より暗い) 7-褐色土 8-黒褐色土 9-褐色土 10一暗褐色土

11-暗褐色土 12一褐色土 13-暗褐色土 14-暗褐色土

(炉) 1一暗褐色土(ローム粒子少量混入) 2一暗褐色土(ローム粒子多量混入) 3一暗褐色土(2よ

り暗い) 4一暗褐色土(焼土若干:1， 2よりやや暗い) 5-暗褐色土(ローム粒子若干 :4より暗い)

6一褐色土(ローム粒子多量、焼土多量混入) 7-暗褐色土(ローム粒子少量、炭化物若干) 8ー暗褐色

土(炭化物、焼土若干) 9一褐色土(炭化物少量:焼土多量)10-暗褐色土(ローム粒子多量:焼土若干)

(埋聾内土層) 1一暗褐色土(ローム粒子少量) 2一暗褐色土(炭化物若干:3より明るい) 3ー暗褐色土

(ローム粒子、ロームブロック若干) 4-褐色土(ローム粒子多量:しまり弱い) 5-暗褐色土 (4に類似)

6-暗褐色土(ローム粒子若干:5に類似) 7ー褐色土(ローム粒子若干)

(埋聾外土層) 1一暗黄褐色土(ローム土多量に含む) 2-暗褐色土(ローム粒子少量:炭化物若干) 3ー

褐色土(ローム粒子多量混入) 4-褐色土(ローム粒子若干) 5一黄褐色土(ローム土を多量に含む)

6一暗褐色土(しまり強い)

遺物説明 (第62・63・64図)

lは埋聾で、住居跡の南側の周溝にかかる部分より検出され、住居跡の入り口部分に埋設されたものである。

掘り方は住居の周溝に半分ほどかかり、土器は正位に埋設されていた。土器の底部は粘土帯で欠損し、口縁部

も一部欠損している。口径は32cmを計測する。土器の口縁部には連続する渦巻文が7単位で配され、二本一組

の隆線で表現している。また渦巻きの聞は、棒状工具によって縦位の沈線で充填され、半円形に区画される。

桐部はLRの単節縄文で縦位に回転施文している。外面の下半部は二次焼成を受け、また上半部から口縁部に

かけて煤が付着し、煮炊きに使用された痕跡が明瞭に残されている。曽利回式期に比定される。 2は口縁部が

一部残存し、底部を欠損する。推定される口径は14cmで、残存する器高は15cmを計測する。口縁部はベルト状

に隆帯が巡らされ、楕円形状の凹みで文様が構成される。頚部は無文帯で、胴部には斜行する沈線文と渦巻き

状の rSJ字状文が施される。 3は底部と口縁部の突起部を欠損するもので、突起部には円形の貫通孔が認め

られる。口縁部は半円形状の隆線が巡らされ、円形状の沈線文で連結される。口径は13.5cm、器高は15cmを計

測する。胴部の文様は突起部直下から 2条の沈線が垂下し、斜行する沈線文を左右に区画する。 4の胴部には、

条線と蛇行沈線文で構成される。口径は39cm、器高は39cmである。底部には、網代痕が残される。第63図の32

の底部には、木葉痕が明瞭に残される。 11，29は、曽利 I式期に属するものと思われる。

34号住居跡 (第65図)

調査年度 1991年(第 3次調査)
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第61図 33号住居跡炉(1/40)友び埋聾 (1/20)
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第62図 33号住居跡捜饗(1/4)及び出土遺物実測図 (1/4)
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第63図 33号住居跡出土遺物実測図 (1/4)
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34住炉

l 暗褐色1:(ローム粒下多皿、焼土少量)
2ー暗賞制也 1:(ローム l多世に混ざる)
3 階褐色 1:(ローム l多皿、 5，レ畳、 1よりやや明るい)
4 暗褐色 1:(ローム粒子若干、焼土若干、 1より明るい)
5-暗褐色 1:(ローム位 Y-，}'吐、炭化物粒子少世、 4より明るい)
6 暗黄尚色 1:(ロームー1:~E~kl 二 i怯ざる、床面の土と思われる)
7ー暗褐色 1..(ロ ム粒子少IL!， 3、4より明るい)

斗
唱
凶
・
唱
。
ョ

34住

@ 

B B A A 

3m 。
34号住居跡(1/60)及び炉(1/20) 第65図

B -23グリッド

長方形と思われる。

東西に長軸を有し、炉を中心として長軸は4.52m、短軸3.94mを計測する。

存在しない。

住居の中央からやや西方向に不整円形につくられた地床炉である。焼土は、部分的に残存してい

位置

平面形

規模

周溝

炉

る。

主柱穴は、 4本と思われ、各コーナー近くに設置される。

存在しない。

前期初頭。

確認面から床面までの高さは、 12cmから15cmを測る。

穴

蓋

期

考

柱

埋

時

備

遺物説明 (第66図)

前期初頭に位置付けられる一群で、東海系の薄手土器(第66図 1~15) 

た土器(同図16~30) が混在している。

薄手土器は、口縁部と胴部の間に段をつくり、刻みを施している。この刻みは箆状工具(l， 2) や多蔵竹

管状工具による連続押圧によるもの (3~ 6)や指によってつまみだしているもの(7)がみられる。また口

唇部に箆状工具によって刻みが施されるもの(1， 2) もある。口縁帯には半裁竹管状工具によって縦位、斜

位あるいは矢羽状の細線が施される。胴部も同様に斜位、斜格子、矢羽状の細糠がみられる。この細線は全体

的に乱れて雑な感を受け、またひじように浅く施されている。器壁は 3~ 4 mmtまどで、全体に指頭圧痕が顕著

である。

繊維を含む土器は、多く無節の斜縄文が目立つ。無節の斜縄文は条の幅約 4mmほどのもの (16~26) が多く、

中には幅約 1mmtまどのもの (29) もある。回転方向は横位である。また少数ながら二段の縄 (30) や結節縄文

などが存在する。その他箆状工具による斜格子の条線が施されるもの (33) や貝殻条痕によるもの (34)

と、繊維を多く含む縄文の施文され

-74-
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cm 第66図 34号住居跡出土遺物拓本 (1/3)

がみられる。器形において、口縁部が直立するものと外反するものがみられる他、口縁部直下に隆線が巡るも

のがある。底部は明確で、ないが丸底あるいは丸底に近い形になると思われる。内面調整は雑で指頭圧痕が残る

ことカ宝ある。

これらの他、僅かではあるが、東海系の薄手土器に類似するものがみられる (35.36)。薄手土器に比べやや厚

いが、半裁竹管状工具による細線が施されている。

以上これらの土器は、木島式土器の咽段階あるいは清水ノ上 I式に相当する時期である。

35号住居跡

調査年度

位 置

(第67図)

1991年(第3次調査)

B . C-24グリッド
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35住 Pit4
1ー暗褐色土(ローム粒子少量、プロック若干、炭化物粒子若干)
2 褐色土(ロームプロック多量含む) 3ー晴褐色土(ローム粒子少量)
4-暗褐色土(ローム粒子少量、 3より暗い) 5ー暗褐色土(ロームプロック少量)
6ー暗褐色土(ローム粒子少量、 7よりやや暗い) 7一時褐色土(ローム粒子少最)
8ー褐色土(ローム土混ざる) 9ー暗貨褐色土(ロームプロヅク多量)
10一白灰白褐色粘質土(背赤スコリア粒子 l以下含む) 11ー淡褐色土(ローム土混じりしまり弱い)
35住
I 暗褐色土(ローム粒子少量) 2一時褐色土(ローム粒子少量、焼土若干、炭化物粒子若干)
3ー暗褐色土(ローム粒子少量、 2より暗い) 4ー暗褐色土(ローム粒子中量、焼土少量)
5-暗褐色土(ローム粒子少量) 6ー褐色土(ローム綾子少量) 7 褐色土(ローム土多量)
8-暗褐色土(ローム粒子少量) 9ー暗褐色土(ローム粒子少量、 8よりやや暗い)
10ー暗褐色土(ローム粒子少量) 11ー褐色土(ローム土混ざる)
12ー黒褐色土(ローム粒子少量) 13-暗褐色土(ローム粒子若干)
35住炉
l一階褐色土(ローム粒子多盤、炭化物粒子若干、焼土若干)
2-暗褐色土(ローム粒子少量、炭化物粒子若干、焼土少量、 lより明るい)
3ー暗褐色土(ロームプロック若干、焼土ローム少量、骨粉少量含む)
4-褐色土(ローム粒子少量、焼土若干、やや暗い)
5 暗褐色土(ローム粒子少量、焼土少量) 6ー暗褐色土(ローム粒子少量)
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(1/20) 

円形を呈する。

5.40m X 5.00mを言十測する。

住居の北から東・南で認められ、ほほ半周する。

石囲炉で、炉石は全て残存する。炉は、住居の中央より奥壁側に設置される。また、炉に接して

地床炉が存在し、炉の長軸と入口部を結ぶ線上で認められる。

主柱穴は、 5本である。
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35号住居跡 (1/60)・炉 (1/20)友ぴピット 4第67図

平面形

規模

周溝

炉
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第68図 35号住居跡出土遺物実測図 (1/4)友び拓本 (1/3)

存在しない。

曽利E式期。

36号住居および40号住居と重複する。

聾

期

考

埋

時

備

遺物説明 (第68図)

1. 2. 5は、縄文を地文として器面に施されるもので、 lは結節のS字縄文が胴部に施される。

2の底部には、木葉痕が明瞭に残される。 8は、器面に条線が縦位に施され、粘土紐の貼り付けがなされる。

(第69図)

1991年(第3次調査)

B . C -24.25グリッド

円形を呈するものと思われる。

5.10mX4.80mを言十測する。

北から東にかけて認められる。

36号住居跡

調査年度

位置

平 面形

規模

周溝
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第69図 36号住居跡 (1/60)・炉 (1/20)及び埋聾 (1/20)
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第70図 36号住居跡出土遺物実測図 (1/4)友び拓本 (1/3)

炉 石囲炉と思われ、炉石は lケのみ存在する。住居の中央より奥壁側に設置される。入口部は、炉

穴

斐

期

考

柱

埋

時

備

の位置から、南側に存在するものと思われる。

主柱穴は、 5本である。

住居の南側壁際に存在する。

曽利回式期。

炉と埋聾を結ぶ線上には、深さ17cmの小穴が認められる。

遺物説明 (第70図)

lは埋聾で、正位に埋設されたもので、口縁部と底部を欠損させるものである。器面には結節S字縄文が施

される。 2は口縁部の破片で、 1と同様の施文がなされる。 3. 4は器面に施された条線に、粘土紐が貼り付

けされたものである。

37号住居跡

調査年度

位置

平面形

規 模

(第71図)

1991年(第3次調査)

C -20.21グリッド

不明である。

住居のほとんどは調査区外に存在し、 33号住居跡に壊されている関係上不明である。

周 溝 認められない。

炉 認められない。

柱 1¥、- 壁際で認められ、 33号住居内に存在する柱穴が考えられる。

埋 斐 認められない。

時 期 曽利E式期。

備 考

遺物説明 (第72図)

lは胴下半部から底部を欠損するもので、口縁部は緩やかに外反し、無文帯を形成する。胴部には、縄文が

施される。 2は口縁部を欠損し、胴部には 2条の隆帯が沈糠文を左右に区画させる。

4. 5. 6は同一個体である。頚部には、 iUJ字状の隆帯と横走する波状の隆帯が貼り付けられる。
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第72図 37号住居跡出土遺物実測図 (1/4)友び拓本 (113) 
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39号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

(第73図)

1991年度(第3次調査)

C -22.23グリッド

円形を呈するものと思われる。

長軸は4.90mを計測する。

周 溝 存在しない。

炉 住居の中央より北側で焼土が認められるものの、形態は不明である。

柱 穴 主柱穴が4本現状で確認される。

聾

期

考

埋

時

備

存在しない。

井戸尻式期

33号、 40号住居と重複する。

遺物説明 (第74・75図)

Iは無頚査と思われ、口縁部は内琴させられる。推定される内径は、 20cmを計測する。器面全体に沈線丈に

よる装飾が施され、円形文・渦巻文・平行沈線文・三叉文で充填される。 2は、口縁部の突起部に隆帯によっ

て施されたものである。第75図の 3，5， 6， 7は同一個体のものと思われるが、接合はされない。 3は口縁

部に眼鏡状の把手が付され、口唇部には連続する刺突が施される。また口縁部には楕円形状を呈する文様が付

され、キャタピラ文が施される。 5は、 3の下部に位置するものと思われ、頚部には隆帯が巡らされ、交互の

刻みが施される。 4の器面には、縄文を地文として施される。 lから 12までは、井戸尻式期に属するものであ

る。

40号住居跡 (第76図)

調査年度 1991年度(第3次調査)

C -23.24グリッド

円形を呈するものと思われるが、多角形の住居の可能性もある。

現存で6.06mを計測する。

ほぼ全周するものと思われる。

炉は、調査区外に存在しているものと思われる。

主柱穴は 3本が確認され、住居中央から南東の壁際に 2本の柱穴が認められ、主柱穴のほぼ脇に

存在していることから、入口部を想定することができる。

存在しない。

井戸尻式期

本住居の主軸は、北西から南東方向にあるものと考えられる。また住居の形態は、南の壁と東の

壁および南東の壁の状況から、周溝が直線的であることにより、多角形を呈する住居の可能性が

ある。多角形を呈する住居の特徴として、各コーナーにあたる箇所に主柱穴が存在することであ

位 置

平面形

規 模

周 溝

炉

柱 穴

埋 護

時 期

備 考

る。

遺物説明 (第76図)

1， 2は、沈線文によって文様が施されるものである。 lは棒状の工具によって口縁部に横走する沈線と半

円形状の沈線が施される。 2は半載竹管状工具によって、半円形状に施される。

[41号住居跡から49号住居跡までは、『甲ッ原遺跡 I.J(1994)で報告されている。調査年度は1993年度(第

5次調査)で、その位置はA ・B・C-27から38およびC-25・26・27グリッドである(第4図参照)。】
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39住 Section
l 精褐色土(ローム粒子少量、炭化物粒子少li[、 2よりやや暗い)
2 暗褐色土(ローム粒子若干、焼土粒子、やや明るい部分が斑状に混入)
3一時黄褐色土(ローム粒子少量)
Aー黒褐色土(ローム粒子少量、 2-3若干、炭化物粒子少量)
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39号住居跡 (1/60)第73図
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39号住居跡出土遺物実測図 (1/4)
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第75図 39号住居跡出土遺物拓本 (1/3)
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第76図 40号住居跡 (1/60)友び出土遺物拓本 (1/3)
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52号住居跡

調査年度

位 置

平面形

規模

周 溝

炉

柱穴

埋聾

時 期

備考

第77図 52号住居跡 (1/60)友び炉 (1/30)

(第77図)

1997年度(第7次調査)

B -15.16グリッド

円形と思われる。

推定で5.00mと思われる。

部分的に認められる。

石囲炉で平坦面が上に向けられ、炉石に石皿が使用される。

柱穴は多数認められるが、主柱穴は不明である。

存在しない。

井戸尻式期

旧河道によって、炉・床および壁は削られる。

遺物説明 (第78図)

"<・

‘巳・

ーベ三一_9-く;:;m

1は2対の中空の把手が付けられるもので、 3箇所は剥がれ落ちている。かろうじて l箇所に、把手の一部

-84-



I f 1 

¥ / / 

5 

第78図 52号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

が残存する。口縁部には渦巻文を配し、頚部は無文帯を形成する。

2の口縁部には、半隆起させられた IWJ字状の文様が施され、直下から刻みが施文された隆帯が垂下させ

られ、縦位に施された条線を左右に分かつO

3は、地文を縄文として器面に施される。

4. 5は縦位に施す条隷を地文として器面に施されるもので、 4は口縁部に小突起が付けられる。この小突

-85ー



l 黒色土 2 灰褐色土 3ー焼土 4ー灰褐色土
5 灰褐色土 6 灰褐色土 7一明茶褐色土

.c 

.."" 

.'" 

q
J
3
M
-凶
(
}
ヨ
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4・5
N 

g) 

言

路島町
53号住居跡 (1/60)・出土遺物実測図 (1/4)友び拓本 (1/3)

起は、 l対のものである。 5は口縁部に半円形状に沈根文が引かれ、小突起が付けられたと思われる箇所から

隆帯が垂下させられる。小突起部は欠損し、 l対のものであるか l単位のものであるのかは不明である。

6は胴部下半部のみ現存し、底部は屈折底を呈するものである。条線を地文とし、半隆起の渦巻文が施され

るものである。

第79図

(第79図)

1997年度(第 7次調査)

A-16グリッド

不明である。住居の範囲は、柱穴が巡らされた付近と考えられる。

約半分は、調査区外に存在する。
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53号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模
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A
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正

5 
第80図 54号住居跡 (1/60)友び出土遺物拓本 (1/3) 6 

周 溝 一部認められる。

炉 石囲炉で、炉は壊される。また本炉の脇の南側に地床炉が存在する。

穴

費

期

考

柱

埋

時

備

主柱穴は不明である。

存在しない。

井戸尻式期

本住居より新しい土坑 (303)が存在し、時期は曽利 I式期である。住居の北側の壁寄りに袋状土

坑が存在し、本住居に伴うものと考えられる。

遺物説明 (第79図)

1は胴部中位から底部までを欠損するもので、口縁部は緩やかに湾曲し文様は施されない。頚部には刻みを

持った隆帯が巡らされる。以下胴部には、縦位の条線で充填される。

2から 6までは、拓本遺物である。

54号住居跡

調査年度

位置

平面形

規 模

周 溝

炉

柱 穴

埋 聾

時 期

備 考

(第80図)

1997年度(第 7次調査)

C-16グリッド

不明であるが、円形を呈するものと思われる。

推定で3.30mと思われる。

存在しない。

炉石は認められず、焼土の存在から地床炉と思われる。

7本から 8本と思われる。

本住居に伴うものではないが、本住居を壊して認められる。

不明

埋斐は、井戸尻式期の末頃であることから、本住居は埋聾より旧い時期のものと考えられる。

遺物説明 (第80図)

Iから 3は条痕文系土器で、胎土に繊維を含むものである。 4. 5は諸磯b式期で、 6は井戸尻式期に属す

るものである。
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〈第3次調査区〉
A.B.C-1-6グリッド
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U-49・50・51・52 V -50 
X-41・42・43 Y-38-43 
Z -38-42 グリッド

〈第4次調査区〉

^ 7 48 + n + _ + 
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〈第 7次調査区〉
A.B・Cー 7-9 グリッド

A. B-15-34 C-33・34 0-34 
W. X -44-46 Y-44 グリッド C -42-48 B -46-48 グリッド

第81図 C区全体図(1/600) 

-88-



l一階茶褐色土 2ー黒褐色土
3一茶褐色土 4ー暗黄褐色土
5 暗黄褐色土(ロームプロック混入)

6一階褐色土
7一階黄褐色土(黒褐色土粒子およびローム

プロック多量混入)

の概要第 6次調査 (1996年度)

s 

'11 

780.60m トレンチ1

制
問
・
-

ト

レ

ン

チ

2

2ケ所の調査を行っ

た。

調査面積は、 820ぱと狭い範囲でありながら、縄

文時代の住居が12軒発見された。

特に、第82図の調査区ではC区の道路を挟んだ西

側の狭い場所でありながら、しかも現道によって削

平や畑の耕作等により、撹乱されていたにもかかわ

らず、遺物の出土は極めて豊富であった。

住居の残存状況は必ずしも良好とは言えないまで

も、縄文時代前期の諸磯期の住居は、 A区・ C区を

とわず確認面から床面まで深いことが幸いし、炉跡

が残存していた。しかし遺物の出土は、撹乱を受け

ていたためにその量は少ない。

また、中期の住居も確認されたが、残存状態は良

好とは言えない。

調査区の西側は、圃場整備事業によって田が広が

り、水路が引かれた際に遺構が削られた状況を示し

ている。それは、住居が半分削られていたりしてい

たことによるものである。また、調査区の北側では

埋没谷が認められている。 45号住居の出土遺物は、

撹乱等を受けながら、しかも壁の確認がほとんどで

きなかったにもかかわらず、出土遺物は豊富であっ

本調査はC区の一部分で、

--1._4/Z 
'iや

た。

もうー箇所では、 50号住居が調査区外に広がって

おり、この住居の残存状況は良好であった。住居の

壁も高く、出土遺物は非常に豊富であった。遺物の

件ほとんどのものは、外から投げ捨てられたものと考

えられ、覆土中のものが大勢をしめている。
C区

-89-
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40号住居跡

調査年度

位 置

平面形

規 模

周 i葺

炉

キ主 穴

埋 聾

時 期

備 考

(第83図)

1996年度(第 6次調査)

B . C -44グリッド

楕円形を呈するものと思われる。

長軸は3.98mを計測する。

部分的に存在する。

埋蓋炉で、住居の中央より北側に設置される。

壁に沿って柱穴が認められる。西側は、柱穴によって住居の範囲がおおよそではあるが認めるこ

とカfできる。

存在しない。

猪沢式期から新道式期。

現道より一段低い位置に存在し、耕作等によりかなり撹乱を受けていることと思われるが、この

ように住居跡が発見されたのは幸いである。残存状態は良好であるとは言いがたい。

遺物説明 (第84・85図)

1は炉体土器で、胴部中位から底部までを欠損する。口唇部には 4単位の小突起が付され、垂下する隆帯は

刻みを持って頚部を形成する。角押文によって区画された頚部には、ペン先状工具による連続押圧文が施され

る。頚部以下胴上半部には、隆帯によるクランク状の貼り付けがなされる。

2は口唇部をやや肥厚させる口縁部の破片で、口縁部は、緩やかに内写する。また口唇部には、小突起が付

される。

3は復元が可能な深鉢土器で、口唇部には 4単位の小突起が付される。また突起の直下から垂下する隆帯に

は刻みが施され、頚部を形成する。隆帯によって区画された中には、ペン先状工具による縦位の連続押圧文で

充填される。

4は口縁部から胴上半部までの破片で、口唇部には渦巻き状の突起が付される。また口縁部以下は、隆帯に

よる区画文で構成される。区画された中には、角押丈によるジグザグ文が施される。

5は底部付近の破片で、胴下半部には、縦位の沈線文が施される。

8は、 pi t 4の出土遺物である。 10，11は、 5と同一個体で接合されない。 17は胴上半部の破片で、縄文

が施されたのち、横位に沈線文が施され区画する。区画は、 iXJ字状に平行沈線文が施され、中央から縦位に

沈線文が施される。 19は浅鉢の口縁部で、角押文とジグザグ文で構成される。

41号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

柱穴

埋聾

時期

備考

(第83図)

1996年度(第 6次調査)

B-44グリッド

楕円形を呈するものと思われる。

推定で、 3.60m前後と思われる。

存在しない。

地床炉である。また炉は、現道路および溝によって壊される。

壁に沿って小穴が巡らされている。

存在しない。

諸磯式期と思われる。

諸磯式期の住居跡であったことにより、深い撹乱を受けながらも住居跡が確認され、また地床炉

も残存していた。
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炉40号住居跡

.~・

炉の土層説明
lー暗茶褐色土(焼土粒子少量:ローム粒子混入)
2ー暗褐色土(焼土粒子少量混入)
3-暗褐色土(焼土粒子:焼土プロック混入)
4-ロームプロック

40・41・43号住居跡 (1/60)友び40号住居埋聾炉 (1/20)
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1 A 
炉体土器

6 

第84図 40号住居跡出土遺物実測図 (1/4) 

可苧U曜劇
句古一乙~~寺r ηロ ¥7. 13 

19 

第85図 40号住居跡出土遺物拓本 (1/3)
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43号住居跡

調査年度

位 置

平面形

規 模

周 溝

炉

柱 穴

埋 蓋

時 期

備 考

第86図 43号住居跡出土遺物拓本 (1/3)

(第83図)

1996年度(第 6次調査)

A . B -44.45グリッド

楕円形を呈するものと思われる。

推定で、 3.50m前後と思われる。

存在しない。

地床炉である。また炉は、溝によって壊される。

壁に沿って認められる。

存在しない。

諸磯b式期

C区では、第 3. 4次調査でこの時期の住居跡は認められなかったが、今回の調査によってこの

時期の住居跡が存在していたことが明らかとなった。

遺物説明 (第86図)

1から 3は、口唇部にボタン状の貼り付けが施されるもので、どの遺物も縄文を地文とするものである。遺

物のほとんどのものは平行沈線文を伴うもので、中には 2のように斜行するものも存在する。また、 10のよう

な沈線文によって区画された中に、円形の刺突文が横位に施される遺物も存在する。
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1-耕作土

2ー暗茶褐色土
3ー黒茶褐色土
4ー暗茶褐色土

(ローム小プロック混入)
5ー暗褐色土

(ローム小プロック混入)
6ー黒茶褐色土

(ローム小プロック多量混入)
7一階茶褐色土
8-茶黒褐色土

(ローム小プロック多量混入)
9ー黒褐色土

(焼土粒子多量混入)

A' 

B 

第87図 42・44・46号住居跡(1/60) 
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42号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

溝

穴

蓋

期

考

炉

周

柱

埋

時

備

越を}31月
以員dJU

6 。Jf
第88図 42号住居跡出土遺物実測図 (1/4)友び拓本(1/3) 

ほぼ円形を呈するものと思われる。

残存している箇所で、 6.10mを計測する。また内

側に周溝が存在していることから、拡張住居と考

えられる。

新旧ともに認められる。

確認されない。

多数認められる。

存在しない。

井戸尻式期。

本住居跡の西側は、圃場整備された田が広がり、住居のすぐ脇には水路が掘られているため掘削

(第87図)

1996年度(第6次調査)

A -45.46グリッド

ほほ円形を呈するものと思われる。
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(第87図)

1996年度(第 6次調査)

A . B -45.46グリッド

されている。

第89図 46号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

遺物説明 (第88図)

藤内式期から井戸尻式期まで遺物は出土しており、第89図の46号住居跡出土遺物は、本住居跡と重複関係に

あり、 42号住居跡の覆土の遺物と考えられる。この土器から、本住居跡の時期を決めたわけであるが、周溝の

存在から本住居跡より旧い住居跡の存在が想定されるとともに、周辺に藤内式期の住居が構築されていたこと

が考えられる。特に 5は、藤内式期でも旧い段階に位置づけされるものと思われる。

44号住居跡

調査年度

位置

平面形



規 模 炉を中心として、 3.50mを計測する。

周 i葺 存在しない。

炉 ほぼ住居の中央に設置される。

柱 穴 3本が確認されている。

埋 蓋 存在しない。

時 期 諸磯式期と思われる。

備 考

46号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

柱穴

埋蓋

時期

備考

遺物説明

(第87図)

1996年度(第 6次調査)

A . B -46.47グリッド

楕円形を呈するものと思われる。

推定で、 5.50m前後と思われる。

存在しない。

地床炉である。

壁に沿って多数存在する。

存在しない。

諸磯c式期。

322土に壊される。地床炉より旧い落ち込みが存在する。柱穴は二重に巡らされているように感

じられ、 l軒なのかそれとも 2軒(拡張)なのかは不明である。

(第89・90図)

1は口縁部と胴下半部を欠損するもので、頚部には横位に隆帯が巡らされ、以下膨らみを持ちながら内傾す

るものである。半円状に区画された区画内には縦位の沈線文で充填される。また、半円状に区画された隆帯の

聞には、三叉文風に隆帯が貼り付けされる。この土器は、 42号住居の遺物と考えられる。

2から16までは、諸磯 c式期に属するもので、 17から21までは、諸磯b式期に属するものである。そのうち

5はpi t 3、8はpi t 1からの出土遺物で、 20は本住居の炉と重複する土坑からの出土である。 23，24， 

25は井戸尻式期に属するものと思われ、 42号住居の遺物と考えられる。 26から30までの遺物は、 45号住居の出

土遺物で、重複している関係上入り込んだものと考えられる。

45-A号住居跡(第91・92図)

調査年度 1996年度(第 6次調査)

位 置 A-47グリッド

平面形 確認面から床面まで非常に浅いため、形態は不明である。

規 模 推定で、 3.10m前後と思われる。

周 溝 存在しない。

炉 石囲炉で、ほほ方形を呈する。 4枚の平坦な石で構築され、ほほ住居の中央に設置される。また

炉石の南西には床面が焼けており、旧い住居跡が存在しているものと思われる。炉の上に第94

図1の土器が、炉の直上から検出されている。

主柱穴は、 4本と思われる。穴

聾

期

柱

埋

時
存在しない。

新道式期。
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第92図 45-A・B号住居跡炉(1/20)及びピット13(1/20) 

備 考 柱穴の本数および床面の焼土から、旧い住居跡の存在が考えられる。本住居跡の炉の形態は、こ

の時期としては非常に珍しく、整った石囲炉である。住居の確認時に、本住居のほうが新しいこ

とが判明している。また撹乱が激しかったわりには、遺物の遺存状態はかなり良好であった。

遺物説明 (第93・94・95・96図)

lは底部を欠損し、口縁部から胴下半部の約半分が現存する。第 l文様帯の口唇部には無文帯が形成され、

直下の第 2文様帯には楕円形状の区画文が施される。楕円形と楕円形の聞には円形状の隆帯で区画がなされ、

区画内の脇にはキャタピラ文が巡らされる。第 3文様帯には長方形の区画帯が横位に施され、縦位の隆帯によ

って区画される。第 4文様帯は楕円状区画帝が展開する。第 2文様帯から第 4文様帯まで文様構成を同様に行

い、第 5文様帯では、一部開く楕円形状の区画が施され、クランク状を呈しながら垂下させられる。区画内の

中央にはペン先状工具によるジグザグ文が施される。

2の第 1文様帯は隆帯による楕円形状区画が口縁部で形成され、直下の第 2文様帯と第 3文様帯は同様な手

法によって構成される。第 4文様帯は、隆帯を菱形状に貼り付けがなされ、以下無文帯を形成する。第 2文様

帯から第4文様帯まで区画内の中央には、ベン先状工具による連続刺突がジグザグ状に施丈される。

3は浅鉢である。残存する部分は、口縁部の約半分である。口縁部の外面には、現存する長方形の区画帯が

-99-
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第93図 45-A・B号住居跡遺物出土状況

横位に 6区画が展開し、推定される区画は10区画と考えられる。また隆帯の脇と区画の中央には、ベン先状工

具による刺突文がジグザグに施される。区画帯直下には、指頭圧痕が明瞭に残される。

4は口縁部に渦巻き状の小突起が3ケ所に付されるとともに、大突起が lケ所耳状把手の直ぐ上に付けられ

るものである。第 l文様帯である口縁部文様帯は、半円状の区画とタマネギ状の区画が施される。区囲内には

三叉文が区画の中央に施文される。第 2文様帯は細く括れた頚部にあり、三角形区画が2段に施され、網目状

を呈する。第 3文様帯は、渦巻文、長方形区画と三角形区画文が施される。 5は4を900 ずらした図で、渦巻

文が施文された上部の口唇部には、渦巻き状の小突起が、長方形区画の上部にある口唇部にはおお突起がそれ

ぞれ付されている。第 4文様帯は三角形状を呈する区画で、横位に展開する。ペン先状工具による連続刺突文

は、第2文様帯の一部(耳状把手を挟んだ菱形状区画内)と第3・4文様帯の区画内に施される。

45ー B号住居跡 (第91・92図)

調査年度 1996年度(第 6次調査)

位 置 A -46.47グリッド

-100-
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平面形

規 模

周 溝

炉

柱 穴

埋 聾

時 期

備 考

円形ないし長方形と考えられる。本住居跡は、周溝を有しきれいに巡る住居と、長軸を東西に有

する長方形の住居と重複する。

周溝が巡る住居は、推定で3.60m前後で、また長方形の住居は、推定4.30mと思われる。

ほほ全周する。長方形の住居は、部分的に認められる。

石囲炉で、ほぼ五角形を呈する。また炉は、ほぼ住居の中央に設置される。

主柱穴は、 4本と思われる。

存在しない。

新道式期

壁が確認された住居は長方形を呈する住居で、東壁の高い部分のみだけである。現在の道路より

一段低い箇所であるにもかかわらず、また壁が確認されなかったものの出土遺物は多量であった。

この時期も諸磯期と同様、住居はかなり深く掘り込まれていたものと思われる。

遺物説明 (第93・94・95・96図)

6は、第93図のように炉の周辺の出土遺物である。胴下半部から底部を欠損するもので、口縁部には渦巻き

状の小突起が付される。第 l文様帯は崩れた楕円形状区画が横帯し、区画内にはペン先状工具による刺突が隆

帯に沿って施文される。第 2文様帯は楕円形区画文が、第 3文様帯は長方形を呈する区画が施される。直下は、

空白の多い区画帯が展開し、更に直下にはクランク状を呈する隆帯が施文される。それぞれが区画される隆帯

の脇には、ペン先状工具による刺突が施文される。

7の口唇部には、隆帯によって眼鏡状の把手を形成する。直下には第 l文様帯として、半円形状区画と三角

形状区画が交互に横帯させられ、三角形状区画の聞には、短い隆帯が刻みをもって貼り付けされる。第 2文様

帯は、逆「のj字状に隆帯が貼り付けられる。各隆帯の脇には角押文が連続させられ、さらにその脇にはベン

先状工具による連続刺突が施される。

8は口縁部を欠損するもので、文様構成は 7に類似するが、逆「のJ字状文の直下には楕円形区画文が横帯

させられ、ベン先状工具による区画は施されない。

9の口唇部は、 iUJ字状に途切れており、直下の第 1文様帯には眼鏡状の小突起が付される。また区画され

る箇所にも小突起が付される。第 2文様帯は、横位に角押文と刺突文が連続させられる。第 3文様帯は縦割り

区画と逆 iUJ字状文が施され、各隆帯の脇には角押文とベン先状工具による刺突が施文される。

10は小型の鉢で、口縁部のほとんどが欠損する。口縁部の括れ部には渦巻き状の把手が付され、対応する箇

所は欠損する。第 1文様帯の括れ部には横位に刺突文が施され、上部のものは半裁竹管状工具によるもので、

下部のものは半裁竹管状工具を縦にして施文を行っている。残存している箇所では、途切れることなく巡らさ

れている。また胴部中位には、第 l文様帯と同様な手法で文様が施されるとともに、直ぐ脇には空白を持つ楕

円形状区画が、次に刺突が施された楕円形状区画が巡らされる。対をなし欠損する把手の箇所には、縦位に連

続する半裁竹管状工具による刺突が施され、横位に展開する区画帯を分かつ。

11は底部を欠損するもので、縄文を地文とするものである。口唇部には 1ケ所、動物を形作ったと思われる

突起が付される。目を表する円形の貼り付けがなされ、口を思わせる沈線が施される。頭と思われる箇所から

第 1文様帯を形成する円形の文様帯に把手が付された痕跡が認められる。第 2文様帯は、円形文が3ケ並び次

に空白部、次に 2ケの円形文、次に空白部と並び、突起の対面には 3ケの円形文と続く、更に空白部が構成さ

れ、再度 3ケの円形文が続き、空白部、そして 3ケの円形文と並び、把手が付されたと思われる箇所まで交互

に施文される。第 2文様帯は、上下交互に三角形状の扶りが施される。また突起が施された箇所の第 1文様帯

下部から縦位に沈線文が4条ヲ|かれ、横走する沈線文を分断させる。

12の文様構成は 9と類似するものの、頚部には縄文が施されるものである。

13は45-A号住居の遺物である。底部付近の遺物で、隆帯の脇には刺突文が施される。
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A 16 
15 

第96図 45-A・B号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

14は胴部中位に、逆「の」字状に隆帯の脇に刺突が施されるもので、 7，8に類似する。

15は45-B号住居の遺物で、胴部に膨らみをもち頚部で括れ、口縁部が開く器形を呈するものである。口縁部

文様帯は、隆帯による波状の貼り付けと脇に刺突文が施されるものである。第 2文様帯は頚部にあり、楕円形

区画がなされ、区画内には連続するジグザグの角押文が施される。

18はpi t 13の出土遺物である。深い pi tの方が新しく、遺物は新しく掘られた段階で壊されたものと思

われる。本遺物は浅鉢の口縁部で、渦巻き状の突起が口唇部に付される。文様構成は、ペン先状工具による連

続刺突文が横位に施される。
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第 6次調査区(1/60) 第97図

(第98図)

1996年度(第 6次調査)

47号住居跡

調査年度

A-14グリッド

不明である。

不明である。

部分的に存在する。

不明である。

周溝上に並ぶものが該当する。

置

平面形

規模

周溝

炉

柱穴

位

存在しない。

不明で、ある。

48号住居跡と重複し、本住居跡の方が旧い。

聾

期

考

埋

時

備

(第98図)

1996年度(第6次調査)

48号住居跡

調査年度

A -13.14グリッド

楕円形を呈するものと思われる。

住居跡の半分以上が調査区外のため、不明である。

置

平面形

規模

位

途切れ途切れであるが、存在する。

石囲炉であり、壊される。

周溝のやや内側に存在するものと思われる。

認められない。

炉および出土遺物から中期中葉と思われる。
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A 786.60m 

lー耕作土 2 日音茶褐色土 3ー黒褐色土

4ー暗褐色土(褐色土粒子混入)

5ー暗褐色土(4より H音い)

6一階褐色土(ローム小プロァク:炭化物混入)

A 

第98図 47・48号住居跡 (1/60)及び炉 (1/20) 

-!J 

1 
13 

5 

第99図 48号住居跡出土遺物実測図 (1/4)及び拓本 (1/3)
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49・50号住居跡 (1/60)友び埋聾炉 (1120) 

遺物説明 (第99図)

lは口縁部の破片で、「く j字状に折れ曲がった口縁部で、頚部には横位に沈線文が引かれた痕跡が認められ

る。藤内式期に属するものと思われる。 2は緩やかに内脅するもので底部を欠損するものである。 3は口縁部

には、半円形状の隆帯が巡らされるものである。 5. 6. 7は楕円形区画文が施され、区画内にはキャタピラ

文・ジグザグ文が施される。 8はp i t 1の出土遺物で、交互の刻みが施された隆帯によって区画がなされ、

区画内にはキャタピラ文・ジグザグ文が施される。 14は曽利E式期、 11・15は諸磯c式期に属するものである。

49号住居跡 (第100図)

調査年度 1996年度(第 6次調査)

位 置 A -11.12グリッド

平面形

規模

-107ー

第100図

本住居跡は調査区外に広がり、また撹乱されていることから不明である。

不明である。



ES: 
何時

第101図 49号住居跡出土遺物実測図 (1/4)及び拓本 (1/3)

仏

第102図 49号住居跡出土遺物実測図 (1/4)

周 溝 一部存在する。

炉

柱穴

埋 費

時期

備考

認められない。

1本認められる。

認められない。

井戸尻式期

炉は、調査区外に存在しているものと思われる。

遺物説明 (第101・102図)

2， 3， 11，13は井戸尻式期に属するものと思われる。 2は底部付近の遺物で、「く」字状に折れ曲がった直上

には、楕円区画が横帯させられる。また区画内には、縦位に沈線文で充填させられる。 3は縄文を地文として

器面全体に施文される。口縁部は、キャリパー状に内奇させられる。 11，13は幅広の隆帯によって縦位の沈線文

を区画する。 9は藤内式期に属するものと思われる。
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50号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

柱穴

埋蓋

時期

(第100図)

1996年度(第 6次調査)

A . Z -10.11グリッド

ほぼ円形を呈するものと思われる。

炉を中心として、 3.50mを計測する。

存在しない。

埋聾炉で、ある。

南壁側で多数認められる。

存在しない。

新道式期

備 考 ほぼ住居跡の半分は、調査区外に存在する。本住居跡から出土した土器は、おおむね投げ捨てに

よる廃棄である。土器片は重ねられ、周辺の遺物と接合される。

遺物説明 (第103・104図)

lは炉体土器で、胴下半部から底部までを欠損させる。口唇部には小突起が4単位に付され、突起部の一部

は第 1文様帯に垂下して一体となる。第 l文様帯は口縁部で構成され、変形した楕円状区画が施される。区画

内にはベン先状工具による刺突文が施される。第 2文様帯は空白部を形成し、第 3文様帯は楕円形状区画文が

横帯させられるが、逆 rUJ字状の隆帯によって分断され、さらに胴部の文様帯も左右に分ける。文様の構成

は、横帯する区画を分断する縦区画の文様の割り込みで、 45-B号住居遺物の 9と類似する。

2は底部を欠損するもので、口縁部は無文帯を形成し、第 2文様帯は短い隆帯と耳状の把手が貼り付けられ

区画帯を形成し、区画内にはペン先状工具によって充填される。第 3文様帯は、横走する隆帯と短い隆帯で区

画され、区画内は第 2文様帯と同様な手法で充填される。第4文様帯は、斜行する隆帯で区画され、隆帯に沿

ってペン先状工具による刺突が施文される。第 5文様帯は、縦位の隆帯で区画される。

3の口縁部文様帯は、隆帯による楕円形区画が施され、区画内の中央には 3ケの円形文が彫りだされ、周囲

には刺突文で固まれる。また直下には隆帯による三角区画や菱形状の区画が形成される。頚部には幅の狭い無

文帯が形成され、第3文様帯は胴上半部の最上段に隆帯の貼り付けがなされ、そののち指頭による押圧が施さ

れる。第 4文様帯の胴部中位には、ペン先状工具によるジグザグ文が施される。第 5文様帯は胴下半部に形成

され、隆帯による三角区画文が横位に展開される。

4は胴部中位から底部までを欠損するもので、口唇部には無文帯が形成され、直下には第 2文様帯として縦

位の隆帯によって長方形の区画帯が横位に巡らされ、区画内にはベン先状工具によるジグザグ文が施される区

画帯と空白の区画帯が交互に並列される。第 3文様帯は、第 2文様帯と同様な手法で構成され、区画を半分ず

らした位置で形成される。以下無文帯で構成される。

5は胴上半部から底部までを欠損するもので、第 l文様帯は楕円形状の区画がなされ、区画が接する箇所は

口唇部にせり上がり、渦巻き状の小突起が4単位に形成される。また楕円形状の区画内には角押文が施される。

頚部までの空間にはベン先状工具によって充填される。第 2文様帯は頚部に形成され、楕円区画が横位に巡ら

される。区画内には、連続する角押文で充填される。第3文様帯は頚部直下に施され、隆帯による区画がなさ

れ角押文で充填される。

7の口唇部は無文帯で構成され、第 2文様帯は隆帯による半円形状区画・台形状の区画がなされ、刻みが施

される。また区画内にはベン先状工具による刺突文で充填される。第 2文様帯と第 3文様帯を分かつ箇所に耳

状の把手が付される。第 3文様帯は隆帯による楕円形区画文が横位に展開され、区画内にはペン先状工具によ

る連続施文が施される。第 4文様帯は空白部を形成するが、ほぼ中央にベン先状工具によるジグザグ文が施さ

れる。第 5文様帯は第 3文様帯と同様な手法で展開され、更に第 6文様帯は隆帯によって区画文が形成される。

-109 



第103図 50号住居跡出土遺物実測図 (1/4)
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第6次調査区
第105図第7次調査区 (1/100)

8は大型の深鉢で、第 l文様帯は半円形状の区画が施され、隆帯の脇には角押文がその脇にはベン先状工具

によってさらに区画される。頚部の直上には、耳状の把手が付される。第 2文様帯は、半円形状区画と長方形

の区画で構成され、文様構成は第 I文様帯と同様である。以下第 3文様帯は楕円形状の区画がなされるが、途

切れた箇所から隆帯がクランク状を呈し垂下させられる。

9は口縁部を欠損させるもので、平行沈線文を地文とするものである。

10から17までは、以上の遺物とほぼ同一時期のものと考えられる。

第105図は、第 7次調査区の全体図である。 A.B・C-1から 6グリッドまでは第 3次調査区で、 A.B・

C-9グリッドの調査区の約半分から南は第 6次調査区である。第 7次調査区は1997年度に実施され、約137m2

が対象となり、本調査においてC区は全て終了した。

本調査区は畑であったこと、そして遺構確認面まで非常に浅いことから遺構の上面は撹乱を受けている。ま

た壁の立ち上がりが認められない浅い住居も存在している。特に56号住居跡のように、遺構確認を行っている

際に焼土が確認された遺構もあり、 54号住居跡の調査を行った時にはじめて住居跡と認定された住居跡である。

また第 3次調査区と第 6次調査区との聞であることから、遺構の密度はかなり薄いものと考えられたわけで

-112-



あるが、結果的に 6軒の住居跡が発見されることとなった。

このように狭く撹乱を受けた調査区内ではあったが、遺物出土の量も多くその成果は大きいものであった。

51号住居跡

調査年度

位置

平面形

規模

周溝

炉

柱穴

埋蓋

時期

備考

(第106図)

1997年度(第 7次調査)

A.B-7グリッド

円形を呈するものと思われる。

3.46m X 3.32m前後と思われる。

存在しない。

埋聾炉で、土器が埋設していた掘り込みは非常に深いものである。

小型の柱穴が巡らされる。

存在しない。

五領ケ台式期

確認作業の際、土坑よりもやや大きめで不定型の落ち込みが認められた。結果的には、この落ち

込み部分は炉跡であった。

遺物説明 (第106図)

lは、炉体土器と考えられるもので、底部は、 o-pの断面図より斜めになった位置で出土し、また土層図

より、撹乱を受けた可能性が考えられる。口縁部及び胴部は、炉の周辺に散乱し接合される。埋設された土器

の口縁部は、隆帯による iSJ字状の貼り付けがなされ、半裁竹管状工具による連続の刺突が施される。その

後、沈線文で充填される。頚部には、交E刺突によってジグザグ文が形成される。以下平行沈線文が、横位と

縦位に施文される。

2は住居内からの出土遺物で、 lと同様な手法で沈線文が施されるが、口縁部の文様帯は空白部が形成され

るとともに、 1と類似した口縁部の形態で丸みをもって内奇させられる。

3は浅鉢の口縁部の破片である。口唇部には刻みが施され、波状を呈する波頂部の直下の外面は、平行沈線

文が横位と縦位に施文される。内面は、波頂部に渦巻き状に連続する角押文が施される。以下、底部まで無文

帯が形成される。

4は3と同一個体と考えられるが、接合されない。 3と同様な手法で文様が構成される。内面には、交互刺

突によってジグザグ状の文様が施される。

5は胴部中位から底部まで現存し、平行沈線文が縦位に施される。

52号住居跡

調査年度

位 置

平面形

規 模

周 i審

竃

キ主 7ι'c 

埋 霊

時 期

備 考

(第107図)

1997年度(第 7次調査)

B-7・8グリッド

方形を呈する。

3.80m x 3.40mを計測する。

全周する。

石組みされた竃であるが、その大部分は破壊される。

3本確認される。

存在しない

平安時代

壁際には、床面から浮いた状態で焼土ブロック・炭化物が認められた。竃の燃焼部を構築る礁は、
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長手の離を縦に 4か所配置される。天井部を構成していたものと思われる礁は、竃から住居の中

央にまで、広がっており、ほほ床面に接するような状況で確認されたことにより、住居の放棄時に

竃を破壊したものと考えられる。遺物は非常に少なく、竃周辺で出土している。床面は、竃の炊

口部から住居の中央にかけてよく踏みしめられている。第107図の右の図は貼り床された面の掘

り下げを行った際、確認された遺構である。本住居に伴うものと、それよりも旧いものと混在し

ている可能性がある。

遺物説明 (第107図)

lは底部付近がヘラ削りされ、底部には糸切り痕が認められる。内面には、暗文が施される。

2は口縁部と体部を分かつ箇所に、浅い沈糠が3条に巡らされる。内面には、暗文が施される。

lと2は、土師器である。

3は須恵器の杯で、底部には回転糸切り痕が明瞭に認められる。

(第108図)

1997年度(第 7次調査)

Z.A-8グリッド

楕円形を呈するものと思われる。

4.42m前後と思われる。

存在しない。

石囲炉で、炉は壊されている。また本炉の南側の脇には、地床炉が存在する。

数本確認される。

存在しない

井戸尻式期

炉の直上で、底部を欠損する深鉢(第108図 1)が出土している。

土層説明 1 -耕作土 2一茶褐色土 3一暗褐色土(ローム粒子混入) 4一暗褐色土(ローム小ブロッ

ク混入) 5 -黒褐色土 6一暗褐色土 7-暗褐色土(6よりやや暗い:炭化物少量混入) 8-暗褐色土

( 6よりやや暗い) 9一暗褐色土(8より暗い:炭化物混入) 10-暗褐色土(褐色土粒子混入) 11-暗茶褐色土

(ロームブロック混入) 12-暗黄褐色土 13-暗茶褐色土 14-暗褐色土 15-暗褐色土(ローム小ブロック混入:炭化

物混入)

53号住居跡

調査年度

位 置

平面形

規 模

周 溝

炉

柱 穴

埋 蓋

時 期

備 考

遺物説明 (第108図)

1は炉の直上出土のものである。口縁部は丸く内奇させ、 2本の隆帯は垂下させられる。頚部には幅広の隆

帯が巡らされ、刻みが施され波状を呈する。胴部には、縦位の平行沈線文が施される。また口縁部から垂下さ

せられた隆帯は、胴部で rUJ字状に曲げられ刻みが施される。

2は頚部で「く」の字状に屈曲され、口縁部には渦巻き状の隆帯で構成される。

3は口縁部の破片で、口縁部は無文帯が形成され、頚部には隆帯が巡らされ刻みが施される。

跡儲

時

置

所

号

査

面

倒

調

位

平

(第109・110図)

1997年度(第 7次調査)

A-8グリッド

円形を呈する。

規 模 4.38m x 4.20mを計測する。
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周 溝 存在しない。

炉 埋聾炉で、口縁部を欠損する土器が埋設される。

柱 /炉t 柱穴は認められるものの、主柱穴の存在は不明である。

埋 聾 存在しない

時 期 五領ケ台式期

備 考 壁際に小穴が巡らされる。また壁の上面はすり鉢状を呈し、小穴が認められる。床面は、炉の周

55号住居跡

調査年度

位 置

平面形

規模

周溝

炉

穴

斐

期

考

柱

埋

時

備

辺ではよく踏みしめられる。また55号住居と重複し、土層断面から本住居のほうが新しい。

(第109・110図)

1997年度(第 7次調査)

A-8. 9グリッド

円形ないし楕円形を呈するものと思われる。

6m前後と思われる。

ほぽ半周する。

埋蓋炉で、底部を欠損する土器が埋設される。また本炉の他に焼土跡が2ケ所存在し、そのうち

のーか所は、深い柱穴によって一部壊される。

多数認められ、深い柱穴も存在する。

存在しない。

五領ケ台式期

床面は、炉から東側にかけてよく踏みしめられている。このことから入口部は東側に存在してい

るものと思われる。本住居の遺物の出土は極めて豊富で、覆土中のものがほとんどである。柱穴

の本数より、建て替え・重複等が考えられるが不明である。

遺物説明 (第110・111・112・113図)

lは54号住居の炉体土器で、口縁部を欠損する。胴部の器面には、文様は施されない。

2は55号住居の炉体土器で、胴部中位から底部まで欠損する。口縁部は無文帯が形成され、直下には交互刺

突によるジグザグ文が形成され、貼り付け文によって区画される。胴上半部の屈折部には、縦位の沈線文で充

填され、頚部には網状に沈線文が施される。

3はほぼ床直出土の遺物で、器面全体に縄文を地文として施される。口縁部は緩やかに外反させ内面の口唇

部は「く」の字状を呈する。小突起が形成された口縁部直下には、刻みが施された円形の貼り付けがなされる。

頚部には、交互刺突が施された隆帯が貼り付けされる。胴部には、沈線文によって 4段の文様が形成されると

ともに、縦割りの区画が渦巻文をともなって構成される。

第111図の 4は口縁部を「くJの字状に屈折させ、逆 rUJ字状の貼り付けがなされる。直下には器面を沈線

文で充填させ、以下無文帯が形成される。頚部には、爪型文が施される。胴部上半部には網状に沈線文が施さ

れ、 4条の沈線文が引かれた下部には、縄文を地文として器面に施文される。

5， 6， 7は口縁部の破片で、 7は縄文を地文として器面に施されている。 6は4の口縁部の文様構成と類

似する。また 5は、 9の浅鉢の文様構成と類似し、約半分が現存する。

第112図の10から第113図の31までは55号住居出土遺物で、 32から38までは54号住居出土遺物である。また39

から41は56号住居出土遺物で、 42は52号住居(平安時代)の出土遺物である。

39は炉からの出土遺物で、縄文を地文として沈線文によって区画される。

。。
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55住炉

VJ7mm 
55住炉
1ー暗褐色土(焼土粒子、焼土プロァク混入)
2ー暗茶褐色土(炭化物混入)
3 暗褐色土(焼土粒子混入)
4-褐色土(暗褐色土粒子混入)
5ー褐色土(焼土プロック、炭化物少量混入)

."" ・ロ。

54住炉
1 -B音褐色土
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3ー11音褐色土(ロームブロック混入) 4-11音茶褐色土
5 -11音茶褐色土 6ー暗褐色土(ロームプロック混入)

7ー褐色土 8ー筒色土¥。
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第110図 54・55・56号住居炉(1/30)・55号住居遺物出土分布図(1/40)友び出土遺物実測図 (1/4)
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4本確認される。

存在しない。

炉から出土した遺物より、中期末から後期初頭と思われる。

確認作業の段階で焼土跡が発見され、柱穴の存在から住居跡とした。本住居の炉は、耕作等によ

り撹乱されたものかどうか不明である。また焼土の周辺では、掘り込みは確認されない。

54号住居の覆土上面で貼り床が認められる。

穴

費

期

考

柱

埋

時

備

第114図 C-323土坑出土遺物実測図 (1/4) 

ぜ騒察幹行
官四蝉欄醐岬竺~ / I 

壊さh点選乙f2
C一辺3土

'ー

C. Z-46G 

C. A. B-45G 

第115図 C区土坑浸びグリッド出土遺物拓本 (1/3)

第115図および第116図は、第 6次調査区で発見された土坑出土

遺物およびグリッドからの出土遺物である。

1 

C. A-IOG-2土

必

第116図 C区Z-48G-l土遺物実測図 (1/4)
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第2節埋萎

1989年(第 l次調査)から1997年(第 7次調査)までの間で、発見された単独埋聾の総数は、わずか4基で

ある。また、 A ・B.C区の調査区の 3区画で発見された単独埋斐は、全てA区に存在するものである。

単独埋棄が存在する集落での位置としては、住居跡群が密集する場所で土坑群が形成される場所より外に位

置しているものと思われる。

本遺跡のA区での集落の構成は、環状を呈する集落と考えられ、土坑群が集中する中央部とその土坑群を取

り巻くかのように住居跡群が広がり、各時期を通して重複する。

そして、中央の土坑群とそれを取り巻く住居跡群との聞には、掘立柱建物跡が巡らされている。掘立柱建物

跡から、 A区の集落のおおよその範囲がつかむことが可能である。特にA区の集落は、北辺につくられた住居

跡群を境として、密集していた住居跡はここで途切れる形となる。この北側の住居跡群と重複する形で1. 2 

号埋蓋が存在し、北に位置する17号住居の覆土中より出土した 3号埋翠が位置し、集落の北西側に位置する54

号住居と重複する形で4号埋聾が位置している。

埋設された埋蓋の時期としては、井戸尻式期末から曽利 I式期のもので、集落の南側では、住居跡が密集す

るものの井戸尻式期に属する住居跡の軒数は少なく、そのために井戸尻式期の単独埋奮が認められないのであ

ろうか。

また、 C区で構成された井戸尻式期の集落では、調査区内においては単独埋聾の存在は見当たらず、埋聾の

本来の意味を十分検討することと同時に、集落内に埋設された場所、埋聾に使用された土器の規模や文様等の

検討も必要となってくるのであろう。

単独の埋棄を埋葬用と考えた場合、 A.C区の集落の規模からしてもっと多くの埋聾が発見されてもよいの

ではないだろうか。

総数わずか 4基が発見されただけの単独埋聾であるが、とりわけこの 3基の埋設された土器の規模はかなり

大形のもので、住居の覆土中より出土した土器片或いは完形に近い土器と比較すると日常的に使用されたもの

とは考えがたく、その目的に合わせて土器が作成されたものであることは疑いようのないものである(山本)。

797.8m 

o 30ロn
Lームー__l一一」

第117図 1号埋聾 (1/20)

1号埋聾 (第117・118・119図)

第 l次調査で発見され、 B-6グリッドに位置する。形態は楕円形

を呈し、長軸78cm、短軸60cm、深さ95cmをそれぞれ計測する。

発見された土器は、二個体が入れ子状に出土し、いずれも逆位で出

土した。同時に埋設したものではなく、わずかな時間差をもって再度

埋設している。追葬するがごとく、まず古い埋蓋を掘り出して、新し

く埋設する土器を設置し、その後取り出した古い埋斐をもとと同じに

なるようもとに戻している。意図的に追加埋設しているのである。

土器はいずれも大形である。 lは埋聾を最初に構築したときに埋設

されたもので、高さ約80cm、重量は約26kgとなる。 2はlを取り除い

た後埋設されたもので、高さ約60cm、重量15.5kgをはかる。

いずれも同じ文様構成をとるもので、胴部のモチーフはU字形のモ

チーフを組み合わせ、そのなかを半裁竹管状工具による平行沈線文で

充填している。四単位を基本とするが、 1の胴部の文様は五単位とな

り口縁部の構成とずれる。

いずれも底部は穿孔されている。曽利 I式土器の古い段階に位置づ

けられ、型式的に時間差はみられない。
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第118図 1号埋聾実測図 (1/4)

-126一



第119図 1号埋聾実測図 (1/4)
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第120図 2号埋聾(1/20) 

2号埋聾(第120・121図)

第 l次調査で発見され、 B-7グリッドに位置する。形態は楕円形

を呈し、長軸60cm、短軸55cm、深さ65cmをそれぞれ計測する。発見さ

れた土器は正位に埋設され、石皿が伏せられた状態で発見された。石

皿は、あたかもフタがされたような状況を呈し、土坑が掘られた上面

で確認された。また石皿は、掘り方の中心部ではなく端によった位置

で、中心部に向かつて傾斜している。この状況は、埋聾のなかに腐食

物等が入れられていた可能性を示すもので、腐食したことにより上面

の土が中へ落ち込んだことを意味するものと考えられる。

土器は胴部上半を欠損するもので、現存する胴部の文様は四単位に

区画され、 U字形のモチーフが組み合わせられ、隙聞を櫛歯状工具に

よる条線で充填されている。

底部は l号埋聾の 2点のように穿孔されておらず、口縁部を欠損す

るタイプである。重量は約11.5kgで、曽利 I式土器の古い段階に位置づ

けされる。石皿は輝石安山岩製で、偏平な自然石を利用しており側面

部が一部欠損している。石皿の最大長は39cmで、幅は37cm、厚さは

12.5cmをそれぞれ計測し、ほほ円形状に作成される。皿部は長方形を

呈し、浅く凹まれた皿部はU字状をなす。また手前から奥までほぼ平

fJ 
l
i
i
¥
¥
 

第121図 2号埋聾 (1/4)友び石皿 (1/8)

坦につくられる。深さは2.3cmである。重量は、約25kgである(今福)。
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第122図 4号埋聾 (1/4)

4号埋霊 (第122図)

54号住居と重複し、本埋蓋のほうが新しい。 C-16グリッドで柱穴と考えられる遺構が確認されたことから、

このグリッドを拡張するはこびとなった。結果的に拡張したことによって54号住居が発見されるとともに、 3

号埋聾も確認された。しかし、現表土から掘り下げを行ったために、埋蓋の出土状況図の作成が不可能となっ

てしまった。多量の土器片が掘り込みの内外から出土し、掘り方のみの図面作成となってしまった。また本埋

蓋と重複する形で土坑が存在し、礁の出土状況から本埋聾は土坑によって壊されたものと思われる。

掘り方の長軸は、重複する他の遺構によって壊されているため計測することはできないが、短軸については

55cmを計測し深さは37cmで、形態は楕円形を呈するものと思われる。

土器は底部を欠損するもので、胴部および口縁部もかなり欠損している。現存する口縁部の正面図には、二

条の平行沈線文が頚部まで引かれ、本図の左の一部口縁部が残存している箇所では沈線は施されず、このー箇

所のみ沈線文が認められる。胴部は条線で器面全体に縦位に施され、二条の刻みをもった隆帯で四区画される。

正面図の左図は、同一個体であるが接合されず、文様構成および土器の色調から本土器の後面に施された文様

と思われる。ほとんど復元させたもので、図の中央部分と底部付近の一部が残存する。隆帯に施された刻みは、

正面の隆帯と共通するもので、左右側面の二条の隆帯に施された刻みは斜行する形状のものである。色調は、

赤みを帯びた灰褐色である。
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第3節掘立柱建物跡
掘立柱建物跡は、環状を呈する住居跡群の内側に建てられており、住居跡の形成される方向に長軸を有する。

l号掘立柱建物跡(第123図)は、東西方向に長軸をもち 4x 2本の柱で構成され、北側で10.10m、南側で

9.92mをそれぞれ計測する。短軸は 2本の柱穴で構成され、東側で、2.90m、西側で、2.70mを計測する。炉および床

面は、確認されない。面積は、 28.0ばである。

2号掘立柱建物跡(第123図)は、東西方向に長軸をもち 2x 2本の柱穴が確認され、北側で、2.96m、南側で

3.00mをそれぞれ計測する。短軸は東側で.2.60m、西側で、2.44mを計測する。炉および床面は、確認されない。本

建物跡は、 10号住居跡を破壊して建てられている。面積は、 7.50ばである。

3号掘立柱建物跡(第123図)は、東西方向に長軸をもち 4X2本の柱穴で構成され、長軸は北側で7.26m、

南側では調査区外に延びているため不明である。短軸は西側で、2.08mを計測する。炉および床面は、確認されな

い。面積は、 15.10ぱで、ある。

4号掘立柱建物跡(第124図)は、東西方向に長軸をもち 3x 2本の柱穴が確認され、長軸は北側で6.90m、

南側で7.10mをそれぞれ計測する。短軸は東側で2.66m、西側で.2.22mを計測する。炉および床面は、確認されな

い。本建物跡は、 20号住居跡の炉の一部を破壊して建てられている。面積は、 17.10ばである。

5号掘立柱建物跡(第124図)は、ほぼ南北に長軸をもち 4X2本の柱穴が確認され、長軸は西側で、12.10mを

計測する。短軸は北側で2.64mを計測する。

南側の柱穴については、他の柱穴と比較した場合規模が小さいため北へのびる可能性がある。炉および床面

は、確認されない。面積は、 31.90ばである。

1. 2. 3. 4号掘立柱建物跡の長軸の向きは、集落が構成されている北側の向きと平行に建てられ、 5号

掘立柱建物跡の長軸の向きは、集落の南側の向きと平行する。また、集落に直行する掘立柱建物跡は、確認さ

れてはいない。

l号掘立柱建物跡は、曽利町式期の12号住居跡を破壊して建てられていることから曽利W式期ないしそれ以

降建てられたものと思われる。

2号掘立柱建物跡は、井戸尻式期の終末から曽利 I式期に相当する10号住居跡を破壊して建てられている。

形態は、調査区内で確認されたところでは 2X2本であるが、全体的にみると 4x 2本の建物跡の可能性が高

いと思われる。また 1号掘立柱建物跡との新旧関係は、明らかではない。

3号掘立柱建物跡は、住居群の内帯に存在し、密集する土坑群と重複して建てられている。時期的には、不

明である。

4号掘立柱建物跡は、曽利 I式期と思われる20号住居跡を破壊して建てられている。本建物跡も調査区外に

延びるものと考えられ、 4X2本の柱穴構成をとるものと思われる。

5号掘立柱建物跡は、井戸尻式期の住居跡と思われる31号住居の炉石の下に柱穴が存在する。また、南の 4

本目の柱穴については、規模がやや小さく深さも他の柱穴に比べ浅く、本建物跡に伴うものであるのか疑問の

余地があり、北側へ延びる可能性を含んでいる(山本)。

-130-



EP2 
EP3 

1号掘立柱建物跡

EP4 

EPl 
797.00 m 

2号掘立柱建物跡

EPl 

EP2 
796.60m 

EP2 

m
 

n
U
 

l'no 

p
r
m
 

F
」引'ハ EP3 

EP4 
796.70m EP4 

EP5.g 。。

EP5 

EP6 。 。一.

3号掘立柱建物跡
EP5 
796.30m 

EP6 
796.lOm EP6 

2 3 m
 -

4
 

第123図 1・2・3号掘立柱建物跡
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第124図 4・5号掘立柱建物跡
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796.6m 

第125図 A-7土坑(1/20) 

第4節土坑

第 l次調査から第 7次調査までの土坑の総数は669基で、そのうち

A区では306基・ B区では10基・ C区では353基まで番号を付した。

また土坑の発見数が多いため全てを図化することは不可能であるた

め、紙数が許すかぎり図版化し、残りの土坑については表にまとめ

た。

A-7号土坑 (第125・126・127図)

諸磯b式期の住居跡に掘り込まれており、土層の観察によっても明

確なプランの検出は困難であったが、住居跡の床面を掘り込んで、おり、

ここで、長径100cm、短径95cm、確認面からの深さ50cmほどの円形を

呈する。土器が二個体完形で出土し、それぞれ曽利式土器と井戸尻式

土器といったように時期が異なるものである。曽利式土器は横位に置

かれた状態で、正位におかれた井戸尻式土器と底部で接し、押された

ように割れていた。このため両者は共存していると判断した。

また井戸尻式土器は、曽利式土器と接する部分で外圧によって1/3

ほどが内部に押し込まれる

ように割れていた。それぞ

れ土器の内部の土は周囲の

土と同じで、流れ込んだも

のである。

出土土器で 2の曽利式土

器は、中空の四単位の大把

手を持つもので、内一つが

突出して大きくイノシシと

思われるモチーフがのる。

これらの把手は井戸尻式期

に見られるもので、曽利式

期には見られないものであ

る。胴部は横位に粘土紐を

波状に貼付したものがみら

れ、その下にU字形の懸垂

文が二単位に配される。こ

のモチーフの聞は半裁竹管

状工具による縦位の沈線で

充填される。完形で、重量

は6.54kg、曽利 I式の新段

階である。

第126図 A-7土坑出土遺物実測図 (114)

1の井戸尻式土器は、胴

部上半を欠損する。文様は

二本の縦位の隆線によって

四単位に区画される。また
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第127図 A-7土坑出土遺物実測図 (1/4) 
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幅広の隆帯によって上下二段に区画され、文

様モチーフは上下で鏡像反転となる。井戸尻

式土器の終末期に比定される。土器の重量は、

8kgを量る(今福)。

A-203号土坑 (第128図)

本土坑は、 A区C-20グリッドに存在する。

長軸72cm、短軸64cm、深さ23cmを計測し、

ほほ円形を呈するものである。口縁部を欠損

するほかは、底部まで残存する。器面には縦

位による条線で充填され、その後頚部および

胴部に細い粘土紐が貼り付けされる。曽利回

式期に属するものと思われる。

A-156号土坑 (第128図)

本土坑は、 A区B-25グリッドの28号住居

と重複する。土坑の形態は不整円形を呈する。

第129図 A-3土坑出土遺物実測図 (1/4) 規模は長径66cm、短径55cm、深さ40cmをそ

れぞれ計測する。坑底は、凹凸が認められ中央が窪む。立ち上がりは、垂直に近い。土坑の東壁よりの中位か

ら土器が出土し、口縁部を斜めにして置かれている。

出土土器は、水煙形土器と呼ばれるもので、把手の一部と底部を約半分ほど欠損するが、ほほ完形である。

口縁部には中空のドーム型把手を二つ相対する位置につけられる。この把手の一つは欠損しているがそれぞれ

モチーフが異なり、半裁竹管状工具による平行沈糠と隆線によって表現される。頚部には眼鏡状の把手が四単

位みられ、内二つは中空把手に連続し、他は口縁部に向かつて橋状把手となる。これらの把手は、隆線による

U字形のモチーフで連結される。胴部は半裁竹管状工具によって縦位の集合沈線が施されるが、中空把手の下

と把手間においては横位に施されている。

この手法は、長野県南部に分布する唐草丈土器に多く見られる文様である。外面は暗褐色を呈するが、胴部

下半以下は淡赤褐色をなす。また内面の底部付近にはお焦げが付着し、煮炊きに使用されていたことが窺える。

本土器の重量は、 2.15kgで、ある。帰属する時期は、曽利 I式期の古い段階に位置づけられる(今福)。

A-3号土坑 (第129図)

本土坑は、 A区B-7グリッドに位置し、 号住居に存在する。長軸は70cm、短軸は62cm、深さは50cmを計

測し、袋状を呈する土坑から出土した。口縁部を一部欠損するとともに、胴下半部から底部までを欠損するが、

一部ではあるが、底部まで接合された。口縁部は「く」の字状に屈折させられ、左右に環状の把手が付けられ

る。左の把手の口縁部には渦巻文と三叉文が施される。右側の把手の口縁部には、さらに把手が付けられた痕

跡が認められる。
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NQ 長取1I 短軸 長/短 深さ 時 期 機 土器片 その他 甲ッ原遺跡A区土坑表 (単位cm)

36 90 50 1.8 曽利N? 諸磯b? B-I0G 

37 115 65 1.77 26 曽利 I A-11G NQ 長軸 短軸 長/短 深さ 時 期 磯 土器片 その他

38 92 82 1.12 48 諸磯b B-11G 78 60 1.3 95 B-6G l号埋聾

39 90 72 1.25 54 諸磯b 。B. C-11G 2 60 55 1.09 65 B-7G 2号埋聾

40 105 90 1.17 56 諸磯b C-I0G 3 70 62 1.13 50 井戸尻 。B-7G 袋状

41 65 60 1.08 93 3号掘立柱 A-11G 4 96 78 1.23 68 B-7G 

42 90 85 1.06 28 A・11G 5 102 95 1.07 70 B-8G 

43 61 52 1.17 曽利 I 。A-12G 6 90 80 1.13 53 。 B-7G 

44 105 90 1.17 32 曽利 I A-l1. 12 G 7 100 95 1.05 50 井戸尻終末 石倣 C -10. 11G 20住内

45 70 45 1.56 26 A-12G 8 140 85 1.65 B -10G 

46 123 83 1.48 36 曽利 I 。。A-12G 9 118 90 1.31 60 2号掘立柱 石鍬 。A-I0G 

47 80 78 1.03 55 曽手Ij1 54と接合 A. B -12G 10 145 130 1.12 23 2号掘立柱 石錐 土偶

48 130 100 1.3 58 諸磯b A-11G 11 90 70 1.29 75 1号掘立柱 B-9G 

49 70 60 1.17 55 曽手IJm? A-11G 12 115 96 1.2 42 。 B-9G 

50 85 49 1.73 65 曽利 I 。B -11. 12G 13 83 72 1.15 30 。。B-9G 

51 62 55 1.13 45 中期 A-11G 14 132 80 1.65 35 。。
52 105 83 1.27 33 曽利 I 。A-11G 15B 55 40 1.38 磨製石斧 A-9G 5住内

53 70 60 1.17 96 諸磯b 3号掘立柱 A-11G 15A 100 70 1.43 A-9G 5住内

54 95 70 1.36 17 曽利 I 47と接合 。B -12G 16 112 100 1.12 諸磯b 。 B-9G 11住内

55 60 57 1.05 26 B-12G 17 318 240 1.33 89 石匙・石鍛 。 B-I0G 

56 70 63 1.11 102 諸磯b3号掘立柱 。B -11. 12G 18 

57 120 50 2.4 18 曽利V B-11G 19 200 130 1.54 28 D -10G 17住内

58 75 45 曽利W 。D -l1G 20住内 20 83 80 1.04 29 4号掘立柱 C-I0G 

59 82 58 1.41 井戸尻 D-12G 21 170 122 1.39 52 諸磯b 。。C-I0G 13住内

60 48 45 1.07 50 B-12G 22 150 127 1.18 50 諸磯b石匙 。。B-I0G 13住内

61 54 50 1.08 75 。。D-11G 20住内 23 112 110 1.02 35 石皿 C -l1G 20住内

62 103 85 1.21 15 諸磯b D -l1G 20住内 24 90 90 井戸尻 。。D -l1G 20住内

63 145 58 2.5 55 A -11. 12G 25 106 95 1.12 21 。 D-I0G 20住内

64 75 70 1.07 94 3号掘立柱 A-12G 26 120 100 1.2 51 諸磯b 石鍛 。。C -10G 18住内

65 125 45 2.78 16 C-12G 27 80 75 1.07 36 。 A-I0G 

66 123 82 1.5 25 B-12G 28 130 70 1.86 33 曽利N-V A-11G 

67 70 98 4号掘立柱 D-11G 20住内 29 180 93 1.94 19 諸磯b 井戸尻 A-I0G 

68 75 45 1.67 10 C. D-12G 30 150 40 3.75 曽利V 石鍛 A -10. 11G 

69 90 65 1.38 85 3号掘立柱 B-12G 31 184 75 2.45 90 曽利V 。。A -10. 11G 

70 60 46 1.3 24 B-12G 32 160 125 1.28 67 曽利W A-I0G 

71 65 45 1.44 46 B-12G 33 88 65 1.35 95 諸磯b 3号掘立柱 A-11G 

72 145 90 1.61 25 C-11G 34 70 65 1.08 45 諸磯b A-11G 

日3 105 73 L_!.44 44 C-12G 35 115 90 1.28 19 曽手Ij1 ? A-I0G 

ー

l
H
A
H
H
ー

ー



No 長軸 短軸 長/短 深さ 時 期 機 土器片 その他 No 長軸 短軸 長/短 深さ 時 期 磯 土器片 その他

112 曽利皿 B.C -13G 74 70 40 1.75 25 C-12G 
113 B -12.13G 75 70 45 1.56 50 C-12G 
114 53 48 1.1 31 曽利E 。。B-13G 76 145 140 1.04 23 A-12G 
115 125 80 1.56 27 諸磯b B-13G 77 B-11G 
116 115 100 1.15 16 石皿 。 A-13G 78 35 29 1.21 A-12G 
117 116 102 1.14 井戸尻 。A -12.13G 79 110 110 l 35 A-12G 
118 98 87 1.13 23 井戸尻 。A-12G 80 41 40 1.03 20 C-12G 
119 63 54 1.17 53 B-13G 81 70 45 1.56 60 C-12G 
120 78 16 石棒 A-13G 82 125 100 1.25 。 A -10. 11G 
121 58 53 1.09 66 83 100 55 1.82 20 B-11G 
122 C-13G 84 60 55 1.09 A-11G 
123 68 65 1.05 15 曽利W 。。 85 90 80 1.13 26 磨石 0凹 B-12G 
124 45 35 1.29 25 。 C-13G 86 140 110 1.27 43 。。B-12G 
125 72 70 1.03 50 井戸尻 。A-12G袋状 87 83 80 1.04 82 4号掘立柱 D-10G 
126 61 56 1.09 46 88 50 34 1.47 10 4号掘立柱 D -10G 20住内
127 C-13G 89 90 75 1.2 10 D-11G 20住内
128 井戸尻 A-13G 90 90 82 1.1 65 A-6G 24住内
129 井戸尻一曽利 I B-13G 91 100 55 1.82 37 C-10G 
130 B-13G D-12G 92 55 43 1.28 22 
131 45 40 1.13 27 井戸尻 A-12G 93 80 70 1.14 16 C -llG 20住内
132 101 60 1.68 15 井戸尻 94 53 49 1.08 26 C-12G 
133 64 60 1.07 14 磨製石斧・石皿 。 95 74 63 1.17 21 D-10G 20住内
134 150 95 1.58 17 。。 96 130 100 1.3 37 。 B. C -12G 
135 44 40 1.1 19 井戸尻 。 97 75 50 1.5 83 C-12G 
136 B-14G 98 80 74 1.08 32 曽利 I 。。C-12G 
137 B一14G25住内 99 220 35 曽利 I 石鍛 。C-12G 
138 石鍛 B-13G 100 93 78 1.19 22 A-9G 
139 101 100 70 1.43 85 。 C -12. 13G 
140 68 63 1.08 20 諸磯b 。。B.C -26G 102 120 85 1.41 20 B-11G 
141 95 95 20 諸磯b C-26G 103 60 23 2.61 19 D-12G 
142 122 85 1.44 30 。C -25.26G 104 100 90 1.11 25 0凹 。C-12G 
143 150 142 1.06 63 諸磯b 。A -26G 26住内 105 80 75 1.07 2号掘立柱 A-10G 
144 175 115 1.52 30 A -26.27G 106 
145 160 55 2.91 30 Z.A -26G 107 85 80 1.06 40 石斧 A-7G 河の中
146 160 80 2 21 諸磯b A -26G 26住内 108 75 60 1.25 32 B-llG 
147 曽利II? 109 C -12.13G 
148 68 45 1.51 16 曽利II? B -26.27G 26住内 110 
149 154 84 1.83 32 B-27G 111 110 90 1.22 20 曽利E C-13G 
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No 長軸 短軸 長/短 i奈さ 時 期 l深 土器片 その他 No 長軸 短軸 長/短 深さ 時 !羽 機 土器片 その他

188 86 82 1.05 56 井戸尻曽利E 。。 150 40 35 1.14 B-26G 

189 80 55 1.45 27 C-19G 151 A -26G 26住内

190 60 56 1.07 22 C-19G 152 80 45 1.78 中期 A -27G 26住内

191 100 70 1.43 33 曽利回 35住内 153 146 66 。。A-25G 

192 75 70 1.07 48 5号掘立柱 石匙 C-20G 154 110 25 諸磯b 。。A-25G 

193 90 65 1.38 B-19G 155 90 70 1.29 12 。 B -25G 28住内

194 85 55 1.55 32 156 65 55 1.18 42 曽利 I 。28住内

195 100 95.5 1.05 27 C-19G 157 96 94 1.02 28 5号掘立柱井戸尻 。A.B -20G 31住内

196 93 82 1.13 36 曽利皿 200と接合 。 B.C -20G 158 75 70 1.71 21 曽手Ij田 凹石 A-25G 

197 90 90 57 5号掘立柱 B.C -20G 31住内 159 50 50 A-25G 

198 63 52 1.21 18 諸磯b 石皿 C-20G 160 138 130 1.06 55 B-20.21G 31住内

199 98 86 1.14 18 。 C-20G 161 170 150 1.13 曽利

200 100 50 2 石斧 C-20.21G 162 110 87 1.26 30 諸磯b A-25G 

201 85 54 1.57 B.C -20G 163 167 107 1.56 19 A-25G 

202 中期? 164 85 83 1.02 30 曽利 1?石皿片 。。A -25G 36住内

203 72 64 1.13 23 曽手IjII 。C-20G 165 90 65 1.38 90 5号掘立柱中期 B -20G 31住内

204 曽利W 166 102 95 1.07 50 井戸尻 。 B -19G 31住内

205 110 100 1.1 75 曽手IjID A-24G 167 142 130 1.09 20 。 B -19.20G 31住内

206 110 70 1.57 46 諸磯b 168 130 110 1.18 30 B -20G 31住内

207 140 104 1.35 諸磯b 。 B -22G 34住内 169 104 85 1.22 48 B -20G 31住内

208 新道? 170 90 30 3 B -20G 31住内

209 123 15 曽利皿-N 。。A-24G 171 175 110 1.59 50 曽干IjID 。 B.C -19G 32住内

210 91 84 1.08 10 。 B-24G 172 95 95 11 曽利H C -18.l9G 32住内

211 105 93 25 諸磯b A-23G 173 80 68 1.18 58 井戸尻 C -18G 

212 102 85 1.2 30 。 A-23G 174 100 65 1.54 15 井戸尻 C -18G 32住内

213 70 55 32 A -22.23G 175 60 50 1.2 29 曽利回 C -19G 32住内

214 176 90 75 1.2 25 C -19G 32住内

215 177 95 77 1.27 86 C-19G 

216 92 74 1.24 12 新道? 。 A.B -21G 178 90 51 中期 C -18G 32住内

217 81 66 1.23 66 曽利E A-23G 179 145 64 曽利E C-19G 

218 85 10 。 A.B-21G 180 150 16 C-19G 

219 105 90 1.17 20 B-21G 181 65 50 1.3 11 中期 C-20G 

220 182 70 67 1.04 56 C -18G 32住内

221 87 87 l 20 。 B-21G 183 100 88 1.14 55 C -18G 32住内

222 102 90 1.13 70 5号掘立柱曽利E 。B -21G 184 60 50 1.2 23 中期 B.C -19G 

223 140 115 1.22 25 諸磯b イブツ A-23G 185 75 65 1.15 5号掘立柱曽手IJII-ID C-19G 

224 75 58 1.29 5 曽利回 イブツ A -23.24G 186 87 80 1.09 41 C-19G 

225 145 68 2.13 13 井戸尻 B -21G 187 84 75 1.12 38 曽利 B-19G 
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品
仏

No 

330 
331 
332 
333 
334 
335 
336 
337 
338 
339 
340 
341 
342 
343 
344 
345 
346 
347 
348 
349 
350 
351 
352 
353 

長軌

64 

73 
160 
92 

86 
102 

70 

51 
50 
52 
115 

115 

78 
110 
120 
130 
82 

短軸 長/短

62 1.03 
64 
70 1.04 
95 1.68 
50 1.84 
80 
60 
80 1.08 
63 1.62 
92 
48 1.46 
45 

36 1.39 
45 1.16 
90 1.28 

72 1.08 
96 1.15 
77 1.56 
110 1.18 
73 1.12 

深さ 時 期 磯 土器片 その他

12 A -l1G pit-l 
14 A -l1G pit-2 
40 A-12G pit-l 
24 B-11Gーl土
22 B-11G pit-l 
23 B -12G-l土
20 B -12G-2土
29 B-12G-3土
21 B-12G-4土
21 B -12G-5土
44 B-12G-6土
16 B -12G-7土
27 B-12G-8土
22 B-12G-9土
22 B-12G-10土
31 B -12G-11土
24 C -10G-l土
23 C-11G-1土
12 C-11G-2土
45 五領ケ台 。C -8G-1土
36 石皿 C-8G-2土
20 A-7G-2土
20 A-7G-3土

諸磯 A-7G-l土

No 長軸短軸長/短深さ 時 期 磯 土器片 その他

226 120 105 1.14 20 0凹 B-21G 
227から284までは「甲ッ原遺跡1Jに記載済、ここでは省略する。

285 58 45 1.29 43 。
286 82 73 1.12 13 石皿

287 96 93 1.03 50 。
288 124 120 1.03 52 。。
289 90 75 1.2 33 。
290 
291 97 93 1.04 38 曽利回 。
292 44 40 1.1 30 。
293 77 65 1.18 13 井戸尻 。。
294 113 68 1.66 23 。。
295 303 170 1.78 30 曽利皿 。。
296 90 82 1.1 58 
297 48 32 曽利

298 46 36 1.28 25 。
299 67 53 1.26 12 。
300 72 57 1.26 31 曽利V 。。
301 83 40 2.08 25 井戸尻 。
302 67 51 1.31 16 井戸尻 。

C区土坑表 (単位cm)

No 長軸 短執 長/短 深さ 時 期 磯 土器片 その他

315 86 80 1.08 24 諸磯c 。
316 50 50 31 。
317 80 80 52 。
318 91 83 1.1 42 。
319 110 95 1.16 50 。
320 56 35 1.6 59 。
321 40 30 。。
322 138 110 1.25 54 。
323 167 144 1.16 48 五領ケ台 。
324 新道 Z-48G-l土

325 120 115 1.04 15 。 46住内土坑

326 
327 45 35 1.29 50 A-9G-l土

328 75 16 A-I0G-l土

329 75 15 A-I0G-2土



第5節土製品・石製品等

土 偶頭:1 (C -45住) ・両耳と後頭部に貫通孔・黒褐色・頚に竹串状の孔・新道式期:2 (C-48 

住) ・顔面に赤彩・両耳と後頭部に貫通孔・全体的に褐色、顔面は黒褐色:3 (C-40住)

C-45住の頭頂部の文様と類似・頚部に空洞有り・赤褐色・新道式期?: 4 (A-14住) ・黒褐

色・後頭部は剥離している:5 (C， A. B-13G-1) ・両耳と後頭部に貫通孔・赤褐色、顔面黒

褐色・頚から頭頂部まで竹串状の孔:6 (C， A. B-13G-2) ・前頭部に孔・赤褐色、顔面黒褐

色・頚に竹串状の孔

土偶腕:7 (A -33住) : 8 (A-10土) : 9 (A -12住) : 10 (A， B-8 G) 

土偶足:11 (A-10住)・足裏から足首まで竹串状の孔:12 (A， C-10G) : 13 (A-188土) : 14 

(A-27住 ) : 15 (B区) ・足首に竹串状の孔・新道式期:16 (A， C-6 G) 

土製 円 盤 :17 (A -27住) : 18 (Aー31住) : 19 (A， C-8G): 20 (A区) : 21 (C-15住) : 22 (C-

21住) :23 (C-21住) : 24 (C -24住) : 25 (C -24住) : 26 (C -26住) : 27 (C -26 

住) : 28 (C -55住) : 29 (C区)

土製品:30 (A， D-7G)・内外面黒褐色・内面凹凸(手浬ね) : 31 (A-10住) (ミニチユア) : 32 

(A-21住) : 33 (A -27住) (土 鈴) :34 (A-18住) ・棒状工具によって丸く磨られてい

る・一部縄文が認められる(土器片加工製品) : 35 (A， B-8 G) (土製匙) : 52 (A区) (ドロ

メンコ)

扶状耳飾:36 (A-1住) ・土製品:37 (A -26住) ・石製品:38 (A -27住) ・石製品:39 (A区河)

石製品・折れ面を修正・滑石製:40 (A区河) ・滑石製小玉:59 (A区C-6G) ・滑石製小玉

赤彩土器片 :41(A-10住) : 42 (A -10住) : 43 (A-13住) : 44 (A -27住) : 45 (A-33住) : 46 

(Aー 34) : 47 (A -21土) : 48 (A -26土) : 49 (A-178土) : 50 (A-10土) : 51 (A-

217土)

古 銭:53 (A区)・寛永通宝:54 (A， A-37G) ・文久永宝

土 偶:55 (A -18住) : 56 (A -33住) ・両耳に貫通孔・頭頂部から後頭部にかけて貼り付けされた痕

跡有り:57 (A-23住) ・腎部から太股に渦巻文・左右の腰から太股にかけて沈線文:58 (A， 

A-3G) ・腹部にへその突起・瞥部には渦巻文・両体側に沈線文
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第134図土製品 (1/1.5)
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-149ー



GbobS-M問 91。 D J 
A -2M主 住 D 

A-27 

A-I0住

f 

届l

と九
A-27住

EiF 

門
川
川
M
V
住

A-178土

⑬ 

第138図 耳飾・赤彩された土器片・土製品友び古銭 (1/1.5)
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申ッ原遺跡A・B・C区住居別表 (単位m・面積)

住居 Na 時 期 住居形態 長軸m 短軸m 面積 炉の形態 炉石の状態 周溝

甲A-01住 諸磯b 円形 5.7 5.5 24.62 地床炉 なし

甲A-02住 曽利 I 多角形 7 38.47 石囲炉 全て残存 有り

甲A-03住 曽利E 不整円形 6.7 35.24 石囲炉 全て残存 有り

甲Aー04住 曽利E 円形 3.3 3.1 8.04 地床炉 なし

甲Aー05住 中期? 隅丸方形 4.9 不明 不明 地床炉 有り

甲A-06住 中期? 円形? 不明 不明 不明 不明 有り

甲A-07住 諸磯b 円形 6.85 5.5 29.93 地床炉 なし

甲Aー08住 井戸尻 不明 4.21 3.63 12.06 石囲炉 全て残存 なし

甲A-09住 曽利E 不明 5.2 4.61 18.89 石囲炉 全て残存 なし

甲A-10住 井戸尻一曽利 I 円形 7.06 6.2 34.51 石囲炉? 壊される なし

甲A-ll住 諸磯b 楕円形? 不明 不明 不明 不明 なし

甲A-12住 曽利回 円形 3.88 3.6 10.98 石囲炉 全て残存 有り

甲A-13住 曽利E 円形 5.55 4.9 21.43 石囲炉 全て残存 なし

甲A-14住 不明 不明 不明 不明 不明 不明 なし

甲A-15住 諸磯b 方形? 3.9 3.6 14.04 地床炉 なし

甲A-17i主 井戸尻 円形 5.42 4.94 21.06 不明 なし

甲A-18住 諸磯b 楕円形 6.8 6.25 33.42 地床炉 なし

甲A-19住 曽利 I 円形 5.42 5.2 22.13 石囲炉 壊される 有り

甲A-20住 曽利 I 円形? 8.76 8.5 58.46 石囲炉 一部抜かれる 有り

甲A-21住 不明 不明 5.64 不明 24.97 不明 なし

甲A-23住 曽利回-N 不明 7.63 不明 45.7 不明 なし

甲A-24住 中期中葉 円形? 6.34 不明 31.55 不明 有り

甲A-25i主 井戸尻 円形 4.4 4.32 14.92 石囲炉 全て残存 有り

甲Aー26住 井戸尻 円形? 6.67 5.91 31.06 石囲炉 壊される なし

甲A-27住 曽利回 円形 5.51 4.9 21.27 石囲炉 全て残存 なし

甲A-28住 曽利 I 円形 5.31 4.93 20.58 石囲炉 全て残存 なし

甲A-29住 諸磯b 円形 4.62 3.9 14.25 地床炉 有り

甲A-30住 曽利V 円形 4.26 不明 13.85 石囲炉 壊される 有り

甲A-31住 井戸尻 円形 6.56 6.1 31.16 石囲炉 壊される 有り

甲A-32住 五領ケ台 円形 4.53 4.43 15.76 埋費炉 なし

甲A-33住 曽利E 多角形? 9.1 65 石囲炉 壊される 有り

甲A-34住 前期初頭 長方形 4.52 3.94 17.81 地床炉 なし

甲A-35住 曽利E 円形 5.43 5 21.23 石囲炉 全て残存 有り

甲Aー36住 曽利E 円形 5.1 4.8 19.23 石囲炉 壊される 有り

甲A-37住 曽利E 不明 不明 不明 不明 不明 なし

甲A-39住 曽利 I 円形 4.9 18.85 不明 なし

甲A-40住 井戸尻 円形? 6.06 不明 28.83 不明 有り

甲A-41住 五領ケ台 円形 5.12 不明 20.58 埋聾炉 有り

甲A-42住 諸磯b 楕円形 5.06 3.84 15.54 地床炉 有り

甲A-43住 諸磯b 円形 3.56 3.2 8.97 地床炉 有り

甲A-44住 猪沢 長円形 5.4 4.3 18.47 埋聾炉 有り

甲A-44住 諸磯b 長円形 6.08 4.92 23.75 不明 なし

甲A-45住 曽利V 楕円形 4.35 不明 14.85 石囲炉 壊される 有り

甲A-46住 猪沢 楕円形 3 2.8 6.6 埋蓋炉 なし

甲A-47住 諸磯b 円形 4.3 4.1 13.85 地床炉 有り

甲A-48住 諸磯b 円形? 4.2 13.85 不明 なし

甲A-49住 諸磯b 不整円形 3.8 11.34 不明 なし

甲Aー50i主 曽利E 円形 5.1 20.42 石囲炉 壊される 有り
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住居 NQ 時 期 住居形態 長軸m 短軸m 面積 炉の形態 炉石の状態 周溝

甲A-52住 井戸尻 円形 5.66 5.2 23.15 石囲炉 河に壊される 有り

甲Aー53住 井戸尻 円形? 4.8 不明 18.09 石囲炉 壊される 有り

甲A-54住 中期? 円形? 3.36 3.28 8.65 地床炉? なし

1号掘立柱 曽利w.w以降 4X2本 10.1 2.9 28 存在しない なし

2号掘立柱 曽利 I以降 2X2本 3 2.6 7.5 存在しない なし

3号掘立柱 不明 4X2本 7.26 2.08 15.1 存在しない なし

4号掘立柱 曽利 I以降 3X2本 7.1 2.66 17.1 存在しない なし

5号掘立柱 井戸尻? 4X2本 12.1 2.64 31.9 存在しない なし

甲B-01住 藤内 円形 5.94 5.5 25.73 石囲炉 壊される なし

甲B-02住 不明 不明 不明 不明 不明 不明 なし

甲B-03住 不明 不明 不明 不明 不明 不明

甲B-05住 中期? 不明 不明 不明 不明 不明

甲Bー06住 平安 方形 3 2.4 7.2 カマド なし

甲B-07住 平安 方形 不明 不明 不明 カマド なし

甲Cー01住 井戸尻 多角形 5.8 5.7 26 石囲炉 壊される 有り

甲Cー02住 五領ケ台 不明 4.2 不明 25.95 地床炉 なし

甲C-03住 井戸尻 円形 6.1 不明 29.21 石囲炉 全て残存 有り

甲C-04住 不明 掘立柱建物 5.4 2.54 13.72 地床炉 なし

甲C-05住 不明 不明 不明 不明 不明 地床炉? なし

甲Cー06住 井戸尻 不明 4.5 不明 15.72 石囲炉 壊される なし

甲C-07住 中期後半 円形 6 不明 28.26 不明 なし

甲Cー08住 井戸尻 円形 5.6 不明 24.62 石囲炉 壊される 有り

甲C-09住 井戸尻 円形 6 不明 28.26 石囲炉 全て残存 有り

甲C-10住 藤内一井戸尻 円形 5.1 不明 20.42 不明 有り

甲C-12住 諸磯c 楕円形 5.5 不明 23.75 地床炉 有り

甲Cー13住 諸磯c 楕円形 4.3 不明 14.51 地床炉 有り

甲C-14住 藤内 楕円形 4.88 4.2 16.8 不明 有り

甲C-14住 不明 方形 3.06 2.94 9 地床炉

甲C-15住 曽利V 不明 5.2 5.2 21.23 石囲炉 壊される なし

甲C-16住 井戸尻 多角形? 6.5 33.16 石囲炉 全て残存 有り

甲C-16住 井戸尻 円形 5.5 23.75 不明 有り

甲C-17住 不明 不明 5.2 21.23 地床炉 なし

甲C-18住 井戸尻 不明 5 19.63 石囲炉 壊される なし

甲C-19住 務沢 不明 5.2 21.23 埋聾炉 なし

甲C-20住 藤内 円形? 3.5 9.62 石囲炉 全て残存 なし

甲C-21住 諸磯c 円形 6 5.65 26.64 地床炉 有り

甲Cー22住 曽利E 不明 5.4 22.89 不明 なし

甲C-23住 中期 不明 不明 不明 不明 不明 なし

甲C-24住 藤内 円形 6 5.65 26.64 石囲炉 壊される 有り

甲Cー25住 中期 不明 4.8 18.09 石囲炉 壊される なし

甲C-26住 藤内 円形 4.4 4.2 14.51 石囲炉 壊される 有り

甲C-27住 藤内 不明 4 12.56 地床炉 なし

甲Cー27住 不明 不明 2.8 6.15 地床炉 なし

甲Cー28住 C-26住より|日 楕円形 6.85 5.55 30.18 不明 有り

甲C-29住 猪沢 円形 3.7 10.75 埋費炉 なし

甲C-30住 井戸尻 不明 4 12.56 不明 なし

甲C-31住 務沢 円形 3.85 11.64 地床炉 なし

甲C-32住 曽利E 円形 7.15 6.45 36.3 不明 有り

甲C-33住 諸磯c 円形 3.73 10.92 地床炉 有り
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住居 No 時 期

甲C-34住 諸磯c

甲C-35住 諸磯c

甲Cー36住 藤内

甲C-37住 五領ケ台

甲C-39住 平安

甲C-40住 猪沢

甲C-41住 諸磯

甲C-42住 井戸尻

甲C-43住 諸磯b

甲C-44住 諸磯

甲C-45住A 新道

甲C-45住B 新道

甲C-46住 諸磯c

甲C-47住 不明

甲C-48住 中期中葉

甲C-49住 井戸尻

甲C-50住 新道

甲Cー51住 五領ケ台

甲C-52住 平安

甲C-53住 井戸尻

甲C-54住 五領ケ台

甲C-55住 五領ケ台

甲C-56住 中末一後期初頭

住居形態 長軸m

円形 3.15 

円形 4.35 

円形 6 

円形 4.9 

方形 5.5 

円形 3.98 

円形? 3.6 

円形 6.1 

円形? 3.5 

円形 3.5 

円形 3.1 

方形 3.6 

円形 5.5 

不明 不明

円形? 不明

不明 不明

円形 3.5 

円形 3.46 

方形 3.8 

楕円形? 4.42 

円形 4.38 

楕円形 6.1 

不明 4.68 

第142図石棒 (1/4) 

短軸m 面積 炉の形態

7.79 地床炉

14.85 地床炉

28.26 石囲炉

18.85 埋蓋炉

5.5 30.25 カマド

不明 12.43 埋聾炉

不明 10.17 地床炉

不明 29.21 

不明 9.62 

不明 9.62 

2.99 29.11 石囲炉

3.62 14.3 石囲炉

不明 23.75 地床炉

不明 不明 不明

不明 不明 石囲炉

不明 不明 不明

不明 9.62 埋蓋炉

3.32 9.02 埋蓋炉

3.4 12.92 カマド

不明 15.34 石囲炉

4.2 14.45 埋斐炉

29.21 埋蓋炉

4.54 16.68 不明

第 6節石器

1 石棒

炉石の状態 周溝

なし

なし

全て残存 なし

なし|

有り

全て残存 なし

全て残存 有り

壊される

なし|

なし|

壊される 有り

壊される なし

なし

有り

なし

第142図は、 A区50号住居の入口部に設置された埋

聾の確認面から出土したものである。

本遺跡から出土したこの形態の石棒は、はじめての

ものである。重量 6kgで、有頭部の直径は13.2cm、現

存する長さは29.2cmである。また頭頂部は擦られたと

思われ、平坦で、滑らかである。出土状況は頭部を南に

向け、主軸方向の入口部に存在する。床面直上の出土

であること、また掘り込みが確認されなかったことか

ら、石棒は横位に置かれたものと考えられる。石棒を

取り上げたその下には掘り込みが認められ、その掘り

込みは埋斐の設置に伴うものであった。

本遺跡で発見された無頭部の石棒は、そのほとんど

のものは炉石として転用されている。
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2 石器観察

lは片理面で分割された角礁を素材とした砂岩製の打製石斧である。裏面1から表面への刃部作出を目的とし

た剥離痕には、階段状剥離が発達している。刃部側の縁辺は顕著に摩耗し、表面に微弱な線状痕が存在する。

2は横長剥片を素材としたホルンフェルス製の打製石斧である。磯面を残置し、調整はいずれも散漫である。

3は縦長剥片を素材としたホルンフェルス製の打製石斧である。基部右側に折れ面を有している。刃部が折

損しているため、使用痕などの情報は得られない。なお、背面基部側の黒い剥離痕はガジリである。

4は縦長剥片を素材とした砂岩製の打製石斧である。刃部の調整は浅く、側縁がほぼ平行する形状を呈する。

5は縦長剥片を素材とした頁岩製の打製石斧である。調整が密であり、背面に磯面を残置する。

6は砂岩製の打製石斧である。折れ面が周囲の調整を切っていることから、事故折れだと推定できる。

7は横長剥片を素材とした砂岩製の打製石斧である。左右側縁において蔽打による潰れが認められ、刃部側

の調整において階段状剥離が発達している。両側縁がほぼ平行する形状を呈すが、基部と刃部の厚さが異なる。

8は縦長剥片を素材としたホルンフェルス製の打製石斧である。右側縁において敵打による潰れが認められ、

両側縁がほぼ平行する形状を呈す。背面から腹面への調整によって打面を除去し刃部を作出したと考えられる。

9は横長剥片を素材とした砂岩製の打製石斧である。刃部側の右側縁において潰れが認められ、腹面右側に

おいて階段状剥離が発達している。刃部の折損は、背腹両面へのステップエンド状の折れと右側縁の折れがあ

る。

10は横長剥片を素材としたホルンフェルス製の打製石斧である。右側縁において潰れが認められる。

11 は横長剥片を素材としたホルンフェルス製の打製石斧である。基部側の右側縁において潰れが認められる。

12は横長剥片を素材としたホルンフェルス製の打製石斧である。基部側の左右側縁において敵打痕を有す。

石器計測表 (単位mm) 石器計測表 (単位mm)

石器No 種別・場所 長さ 中高 厚さ 重さg 石器No 種別・場所 長 さ 申畠 厚さ 重さg

l 打斧A-10住 134 53 30 208 20 打斧A.C-l1G 93.5 48 3.5 76 

2 打斧c-6住 119.5 52 19.5 109 21 打斧A-50住 97.5 61.5 7 105 

3 打斧C、表採 102.5 49 19.5 110 22 石匙A-52住 91 50.5 12 48 

4 打斧A、表採 107 58 25 146 23 大形A-52住 50 78 24.5 66 

5 打斧A-6住 100 56.5 16 106 24 削器A-54住 50.5 51 18 25 

6 打斧A-52住 88.5 48 17.5 79 25 石鍛A区 18 16.5 4 0.72 

7 打斧C、表採 108 49 20.5 139 26 石鍬C-54住 13.5 21.5 6.5 0.99 

8 打斧A-52住 109 43.5 19 106 27 石鍛C-52住 23.5 13.5 5.5 1.17 

9 打斧A-54住 110.5 49.5 20.5 122 28 石鍛A.C-15G 15.5 12.5 3 0.34 

10 打斧A-27住 100.5 43.5 16.5 71 29 石鍛A.B-15G 20 11.5 6 0.87 

11 打斧A.A-18G 89.5 43 14.5 54 30 石鍛A.A-20G 16 14.5 3.5 0.74 I 

12 打斧A.B-8 G 83 46 14 46 31 石鍛C-55住 16.5 14 5 0.62 

13 打斧A.A-3 G 92.5 46.5 12.5 69 32 石錐A-54住 20.5 18.5 7 1.9 

14 打斧A-53住 86 49 15.5 63 33 石匙A-53住 31.5 30 7.5 4.54 

15 打斧A-10住 74.5 45.5 15.5 53 34 削器A.A-19G 19 21 5 1.43 

16 打斧A.A一20G 109 53 19 119 35 削器A.A-19G 19.5 29 5 2.06 

17 打斧A.B-18G 92.5 45 16 62 36 削器A.A-20G 20 26.5 10 3.64 

18 打斧A-19住 100 56 14 102 37 削器A.A-18G 30 26 6 2.56 

19 打斧A.C-l1G 88.5 44 16.5 79 38 削器A.B-16G 34 24 9.5 5.67 
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第143図石器の残存模式図

(註)完形及び一部欠は完形品もしくは 1/8以下の破損を有するもの、欠損は 3/4-1/4を残存するもの、破片は 1/8以下を残存するものと

する。左図は磨石、右図は打製石斧における残存状況の模式図であるが、他の器種も上記と同様の基準において分類しである。例外とし

て、完形品及び一部欠に分類されるものであっても機能部(石畿の尖頭部など)に破損を有するものであれば、欠損としてカウントした。

甲ッ原遺跡出土石器分類および点数表

磨 磨 磨 凹 敵 磨 石 多 石 砥 磨 打 大 大 磯 石 石 自リ 掻 模 扶 円 tロh 

凹 干し
製 製 形 形 菅生 入 盤 形

石 石 石 自H 石 石 石 石

石 凹 敵 石 石 敵 皿 石 棒 石 斧 斧 匙 器 器 鍛 錐 器 器 器 器 器 匙 言十

c7b E 形

もしくは 138 522 49 5 5 7 37 2 。 21 413 64 440 9 84 61 55 18 10 4 26 1977 
一部欠損

欠 損 42 102 3 。 26 。14 31 483 15 94 2 151 43 9 4 。。19 1042 

破 片 74 9 。。。。56 2 。42 61 2 。。 。。。。。。。248 

総点数計 254 633 52 5 6 8 119 3 16 2 94 957 81 534 11 236 104 64 19 14 4 6 45 3267 

13は縦長剥片を素材とした頁岩製の打製石斧である。右側縁において潰れが見られ、基部に調整が集中する。

14は縦長剥片を素材とした安山岩製の打製石斧である。基部側の左側縁において敵打による潰れが見られる。

15は頁岩製の打製石斧である。腹面右側縁において階段状剥離が発達しており、調整が密である。

16は横長剥片を素材としたホルンフェルス製の打製石斧である。左右側縁の扶り部を中心に敵打痕が見られ、

縁辺が鈍角を呈す。扶り部と刃部において階段状剥離が発達しており、刃部に線状痕が認められる。

17は縦長剥片を素材とした砂岩製の打製石斧である。左右側縁の扶り部に蔽打による潰れが認められる。

18は頁岩製の打製石斧である。左右側縁の扶り部に敵打痕が見られ、階段状剥離が発達している。

19は横長剥片を素材としたホルンフェルス製の打製石斧である。左右側縁に敵打による潰れを有している。

20は縦長剥片を素材としたホルンフェルス製の打製石斧である。左右側縁の挟り部に敵打痕を有する。

21は縦長剥片を素材とした砂岩製の打製石斧である。左側縁に潰れを有し、刃部は鋸歯状を呈する。

22は縦長剥片を素材としたホルンフェルス製の石匙である。腹面の右側縁には階段状剥離が発達している。

23は横長剥片を素材とした砂岩製の大型削ばである。形態的に破損した打製石斧の基部とも考えられるが、

背面右側の剥離痕が刃部作出を目的とした調整によって切られているため、大型削器と認定できる。

24は横長剥片を素材とした泥岩製の削器である。折損のため石器の形態を推定するのは困難であるが、交互

剥離が行われた辺を刃部とした。折れ面において、腹面中央に収束するネガテイプパルプが認められる。

25は黒曜石製の凹基無茎鎌である。左右側縁が緩やかに外湾し、基部が浅く調整されている。腹面へ調整す

る意図は乏しく、背面に喋面を残置している。尖頭部や腹面左脚部への調整を含めて散漫である。

26は黒曜石製の凹基無茎鍛である。左右脚部の形態が異なるが、腹面側の基部調整が腹面右側縁を取り込ん

で剥離されたため形態が変化したと考えられる。尖頭部は折損し、腹面側に収束するるネガテイプパルプがあ

る。

27は黒曜石製の石鍛未成品である。両面調整の意識があり他器種と認定し得る様な技術的特徴を有さないこ

とから石鍛と考えられるが、左右非対称であることや尖頭部作出が中途半端であることから未成品と認定でき
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る。

28は調整が密であり、体部に基部方向からの剥離痕が見え左右側縁の調整が連続することから凹基無茎鍛と

認定できる。基部側に折れ面が2面あり、背面右側の折れ面が左側の折れ面を切っている。

29は黒曜石製の石鍛未成品である。尖頭部作出への調整が散漫なことや左右側縁が非対称であることから、

未成品と認定できる。基部側に折れ面が存在するが、ポジテイブ状を呈し裏面にリングが収束している。

30は黒曜石製の平基無茎銑である。腹面中央で折れ面と接している剥離痕は主要剥離面であるが、フラット

でありパルプの発達がないことから両極剥片素材の可能性がある。折れ面は腹面中央にリングが収束する。

31は黒曜石製の凹基無茎鍛である。尖頭部は表面から裏面へのステップエンドを起こした剥離によって取り

込まれている。折れ面は二面あり脚部の折れが裏面左側縁に接する折れを切り、リングは背面に収束している。

32は黒曜石製の石錐である。背面に残置する素材面から考えると転蝶素材の石核から剥離された剥片を用い

ている。端部に認められる折れ面において、リングは背面側に収束している。使用痕は認められない。

33はチャート製の石匙である。調整は形態作出か刃部作出かのいずれかに分かれている。下辺は鋸歯状を右

辺は発達した凹刃状を呈すが、両辺を構成する剥離単位の切り合いから刃部再生が推定できる。

34は黒曜石製の削器である。転礁を素材とした石核から剥離された剥片を用いている。腹面から背面への調

整によって折れ面が一部除去されているが、両面調整は行われていない。折れ面のリングは腹面側に収束する。

35は硬質頁岩製の削器である。一部において両面調整を指向する剥離も存在するが無調整の部位を残すこと

や折れ面を除去しようとしないことから削器と認定できる。折れ面のリングは背面方向に収束している。

36はチャート製の削器である。形態からは石匙のつまみ部を想起させるが背面において折れ面を切る調整が

認められるため、折損したつまみ部とは考えられない。調整が密な左右の凹辺を刃部とする削器だと認定でき

る。

37は黒曜石製の削器である。腹面中央の折れ面は剥片剥離の前段階で石核が潜在割れを起こしていたことに

起因する。素材面に残置する 2枚の剥離痕から同一打面上で左右に打点を移動させて剥片剥離したことが分か

る。

38は転磯素材の黒曜石製削器である。裏面から表面への調整によって下半部に階段状剥離が発達し、階段状

剥離のフラットな面から裏面へ細かい調整を施している。裏面上半部には平坦剥離が認められる。

3 甲ッ原遺跡における石核分類と石材

甲ッ原遺跡の石核は石核素材と作業面形状から 2つに、打面と作業面の関係から 5つに分けることができる。

1 (礁・分割喋素材で作業面において連続した剥離痕を有する石核) -aは打面と作業面を複数設定する石核

で作業面を保持する意図を有するもの、 I-bは打面と作業面を頻繁に移動する石核で打面・作業面を保持す

る意図が無いものである。 II (剥片・砕片を素材とし素材の形状を大きく残すもので、数枚の剥片を剥離した

後作業を終える石核) -aは角礁の端部を剥離した剥片を素材とし主要剥離面を作業面に設ける石核で求心状

に剥離するもの、 II-bはII-aと同様の素材を用いて作業面を背・腹両面に設けるものである。 II-cは砕

片を素材とし背・腹面、折れ面、端部を任意に打面・作業面としている。 I類の石核が最大長 4cm前後の多面

形を呈するのに対し、 E類はウートラパッセ状に剥離した剥片の端部を石核に転用するなど、形態・素材共に

多様である。

石材別に石核の分類を見ると、硬質頁岩が主に 1-a類を占めるのに対し、黒曜石は II-b類が多い。これ

は硬質頁岩は素材面形状が刃部に関係してくる削器を目的として剥片剥離作業が行われているのに対し、黒曜

石は石鎌など両面調整が必要とされるため作業面形状が問題にならない器種を目的とすることに起因する。石

材別に器種を選択している理由は、剥片剥離・調整技術と石材との適合性ではなく、石材の割れに依存するか

らである。

(註)

1 素材面・主要剥離面の区別がつく場合は背・腹面、つかない場合は表・裏面と呼ぶことにする。

2 主に堆積岩を石材とし、一つの辺に連続した調整を施すか、素材縁に平行する辺を刃つぶし調整か切断する

石器と定義する。「横刃型石器jも含むが素材剥片や形態において形態を有さない。
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4 凹石状石器

本遺物はA区A-19グリッド内において、単体で確認されている。このグリッド内では、縄文時代の土坑数

基とそれらに伴った縄文土器片などの遺物数点が確認されているが、本遺物出土地点から半径50cm~60cm程の

範囲に遺構は確認されていなしミ。

本遺物の石質は安山岩で、直径約17cmの楕円体の比較的平たい礁を使用して凹をつけた石器であり、凹部分

の直径は約10cm、深さ約 5cmを計る。また凹部分内側には磨滅した形跡は見受けられないが、いくつかの敵打

痕は窺える。底部においては、使用時の劣化と思われる若干の磨滅状態と、表面の剥離が見られるが、坐りは

安定している。また上面は約12度で傾斜しているが、人為的なものではないと思われる。

本例の類例は県内では、若草町二本柳遺跡・白州町坂下遺跡・教来石民部館跡遺跡・高根町社口遺跡・韮崎

市大輪寺東遺跡・明野村神取遺跡などから検出されている。また製作時期については、韮崎市宮ノ前遺跡など

からは平安時代住居跡からの出土例が見られ、平安時代にはすでに存在していたことは確実であり、中世にな

ると白州町坂下遺跡など、多くの出土例を見出すことができる。また用途については、いづれも明確ではない

としながら、大きく分けると二つの用途が考察されている。一つは、井戸掘り等を行う際の「かくらさんJと

よぶ聴櫨の回転軸を支える石に使用したとされるもので、凹部分内側に回転によって形成されたような磨滅状

態がみられたり、貫通しているものもあり、韮崎市大輪寺東遺跡などの類例がそれにあたる。もう一つは、も

のを砕いたり、擦りつぶすために使用したとされるもので、凹部分内側に磨滅または敵打痕がみられるもので、

若草町二本柳遺跡などの類例がこれにあたる。

本遺跡から出土した凹石状石器はおそらく、後者の部類の石器であることが推測される。また出土地点が、

耕作によって撹乱を受けている可能性が高く、しかも単体での出土のため、時期については特定できない。

本遺跡出土凹石状石器 (1β)

-160-



県内の主な凹石状石器
。 旬曲

韮崎市大輪寺東遺跡出土 韮崎市大輪寺東遺跡出土

/f-¥¥  

¥ノ

高根町社口遺跡出土

白州町坂下遺跡出土

若草町二本柳遺跡出土 若草町二本柳遺跡出土
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まとめ

1989年度に第 l次調査が実施されてから、 1997年度の第 7次調査までにA・B.C区で発見された縄文時代

の住居跡は114軒にのぼり、平安時代の住居跡は 4軒であった。特に縄文時代の住居の軒数であるが、拡張され

た住居も含まれている。そのうち縄文時代中期において炉の形態が明確にわかる住居も存在している。

そこで、先に刊行された「甲ッ原遺跡 1. II・皿jと本書の炉形態の残存状況の良好な住居を取り上げ、甲

ッ原遺跡の炉形態の変遺を追ってみたいと思う。

炉形態の変選 (A-O号住居はA区O号住居を意味し、 B.C区も同様である)

【中期初頭]の五領ケ台式期の炉の基本形態は、土器を埋設する炉形態である。 A区では、 32.41.44号住居が該

当する。 C区では2.37.51.54.55号住居が該当し、このうちC-37号住居の埋聾炉は、 2個体の土器を有

するもので、時期的にも五領ヶ台式期の末に属するものと思われる。

[猪沢式期]の炉の基本形態は、前段階と同様の埋護炉である。 A-44.46号住居と C-19.29号住居が該当する。

またA-44、C-19号住の埋蓋炉は、前段階の炉体土器と比較した場合、接触することなく離れてい

るのが特徴であるが、住居の建替えによって 2個体となったものであるのかは不明である。

[新道式期]の炉の基本形態は、埋聾炉と石囲炉とに分かれる。まず埋聾炉を設置する住居はC-40.50号住居で

認められ、石囲炉を設置する住居はC-45A.45B号で認められる。特にこの時期の石囲炉の規模は小さ

く、旧住居である45B号の炉については台形状を呈するが、新住居である45A号の炉は、 4ケの板状

の礁で構成され、方形を呈する。

[藤内式期】の炉の基本形態は、石囲炉である。 C-20.36号住居で認められ、 C-20号住居の炉は壊されている

のかどうか不明であるが、手前の炉石は存在しない。両脇の炉石はやや小さめの磯2ケで、奥は土器

片で構成されている。 C-36号炉ー2は5ケの小礁で構成され、数ケは取り除かれたものと思われる。

C-36号炉-1は小礁で構成され、形状は不定型を呈する。 B-1号住居は、炉が破壊されているため形

状は不明であるが、石囲炉であったと考えられる。 C-14.24.26.27号住居も同時期に相当するものであ

るが、形態および形状は不明である。

[井戸尻式期】の炉の基本形態は、石囲炉である。 A-8.25.26.31.35.52.53号住居、 C-1.3.6.8.9.16.18.30.53号住

居で認められる。 C-9号住居の炉は、比較的小さな礁を多数使用し、 lケは石皿で代用される。形

状は不整円形を呈し、 C-36号住居に類似する。 A-52号住居の炉は、平坦な礁で構成され平坦面を

上に向けて設置される。ただし、旧河道によって一部破壊されているため、形状は不明である。 C-

3号住居の炉は、壊されることなく炉石は全て残存する。炉石は 6ケの礁で構成され、平坦面を上に

向け設置される。また炉石の lケは、石皿で代用される。形状は、円形を呈する。 A-35号住居の炉

の形状は、楕円形ないし長方形を呈するもので、炉石は平坦面を上に向けて設置される。 A-25号住

居の炉は、炉石に石棒が使用されており 4ケの磯で構成される。 C-16号住居の炉は、大型の磯4ケ

で構成され、隙間には小離が使用される。形状は、方形を呈する。 A-8号住居の炉は小型で、小礁で

構成され、形状は長方形を呈する。

【曽利 I式期]の炉の基本形態は、石囲炉である。 A-2.20.28号住居で認められる。 A-2号住居の炉は、長い 3

ケの礁で構成され、右の炉石は他の炉石と設置の方法が異なる。右の炉石は平坦面を上に向け、据え

られたような状況が窺える。また手前の炉石は、当初から設置されていなかったものと思われる。形

状は、方形状で「コjの字を呈する。 A-20号住居の炉は、掘立柱建物跡によって炉石の一部が抜き

取られているが、住居を放棄した段階では炉石が全て残存していたものと考えられる。炉の形状は長

方形を呈し、奥の炉石は縦に設置されている。また炉の手前には、台石が存在している。 A-28号住

居の炉は、壊されることなく全て残存している。炉の形状は長方形を呈し、手前の炉石を除いた全て
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の石は、縦に設置される。

[曽利E式期]の炉の基本形態は、石囲炉である。 A-13.35.37号住居で認められる。 A-13号住居の炉は、壊

されることなく全て残存する。炉の形状は、五角形ないし六角形を呈する。またあまり大きくない喋

が使用され、一部小礁で構成される。奥の炉石は縦に設置され、手前の炉石は平坦面を上に向けられ

る。左右の炉石は、縦に設置される。

[曽利回式期]の炉の基本形態は、石囲炉である。 A-3.9.12.27.50号住居で認められる。 A-12号住居の炉は、

壊されることなく全て残存する。炉の形状は五角形を呈するもので、炉石はややこぶりの喋が使用さ

れ、礁は縦に設置される。 A-3号住居の炉は、大型の板状の離が使用され一部破壊されている。炉

の形状は、方形を呈する。 A-9号住居の炉は、 3号住居と同様大型の板状の離が使用され、炉石は

全て残存する。炉の形状は、方形を呈する。 A-27号住居の炉は、一部炉石が壊れているが状態から

すると、使用時に壊れた炉石を一部残してそのまま使用したものと考えられる。この住居の炉は、 A-

3.9号住居と同様に、大型の板状の擦が使用され、炉の形状は方形を呈する。炉石は、全て縦に設置さ

れる。

[曽利V式期]の炉の基本形態は、石囲炉である。 A-30・C-15号住居で認められる。 A-30号住居の炉は、

大型の礁を使用したものであるが壊されたものと考えられる。それは炉から離れた手前に離が存在し

ており、炉石であった可能性がある。炉の形状は、方形を呈するものと思われる。 C-15号住居の炉

は、故意に壊されたのか、あるいは耕作時に壊されたのか判断することはできない。炉石は、大型の

板状の離が使用され、縦に設置される。炉の形状は、方形を呈していたものと思われる。

【中期末葉]に属する住居はC-56号で、炉の形態は不明である。遺構確認の時点では、焼土跡が確認されてお

り炉石等の礁は認められなかった。

以上のことから、炉の形態の変還を行ってみたい。まず五領ケ台式期について、第 l段階の炉の形態は、埋

蓋炉で l基を基本形態とするものである。 A-32.41号住居、 C-2.51.54.55号住居が考えられる。第 2段階の炉

の形態は、 C-37号住居のように、炉体土器が2ケ接触するように設置されたものと考えられる。このことは

次の時期の猪沢式期第3a'3b段階では、炉体土器が2ケ使用されており、 A-44・C-19号住居が存在してい

ることである。また炉体土器2個体使用の第 2段階では、五領ヶ台式期末の C-37号住居の炉体土器は接する

形で埋設されており、第3a'3b段階となると埋設土器は離れていく傾向が窺える。そして次の猪沢式期第 4段

階では再び炉体土器は l個体となり、 C-29号住居へと継続していくものと思われる。

新道式期の第 5・6段階では、炉体土器は lケ埋設される。この第 5段階では、炉の掘り方は埋設された土

器より大きく、第 6段階では埋設土器とほぼ同規模で掘られ、掘り方は縮小化するようである。また第 7段階

の新道式期後半では、 C-45A.B号住居のように石囲炉が出現する。第九段階のC-45B号住居は、ややこぶりの

規模で不整方形を呈する石囲炉であるが、第7b段階となると C-45A号住居のように、整然とした方形の石囲炉

へと変化していく。

しかし藤内式期の第 8段階となると、この形態に変化が起きる。整然とした方形を呈していた石囲炉が、こ

ぶりの礁を使用したものとなり、 C-36号住居の形態となってしまう。特に炉ー2のように、井戸尻式的な形態

も見られる。 C-20号住居の炉は、方形を呈するような形態となっているものの、炉の奥は土器片を使用して

いる炉である。この第 8段階は、第 7段階と時期的に時間差が聞きすぎているための結果であるが、その差を

埋める炉の形態は認められていない。 C-14号住居が時間差を縮めるものであるが、この住居は新旧関係が認

められてはいるものの新しい住居の炉の形態は残念ながら不明である。旧住居については、炉石の存在は不明

で掘り込み等も確認されなかったことから地床炉であった可能性が高い。またC-24.26号住居については、石囲

炉である。

第9段階の井戸尻式期になると、石囲炉の形態にバリエーションが認められる。 C-9号住居の炉の形態は、
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C -36号住居に類似するもののかなり整った形態を示し、前段階の面影を強く残す。第10a段階になると C-3号

住居のように平坦で比較的丸みを持った離が、平坦面を上に向けて円形状に据えられるものとなる。第10c段

階では C-16.A-25号住居のようにやや方形を呈するもので、石棒を使用したA-25・C-8号住居の形態も

認められる。また第10a段階と第10c段階の中間形態をとる第10b段階も存在し、 A-35号住居のように円形

とも方形ともとれる形態が認められる。第11段階では、 A-8号住居のように板状の礁が縦に設置される形態で、

次の段階に継続するものと受け取れる。第12段階の曽利 I式期の炉の形態は長方形を呈し、第11段階に比較し

て炉は整然とした形状を呈する。炉の手前の石は平坦面を上に向け、奥の炉石と両脇の石は縦に設置される。

また炉石は、前段階より大型の磯が使用され、掘り方は炉の規模より若干広くつくられる。

第13a段階は曽利 E式期で、第12段階の形態と大きく異なり、長方形を呈していた炉から五角形状ないし六

角形状となり、炉の手前の石は平坦面が上に向けられる。第12段階と第13a段階において炉の形態に変化が認めら

れるが、それを埋める形態は認められていない。この第13a段階を引継ぎ、第13b段階の曽利回式期A-12号住

居のように五角形状を呈する炉が形成され、この段階をもって手前の炉石は縦に設置される。

第14段階では多角形を呈していた炉は、方形状の形態となっていく。またこの段階の炉石は偏平で大型化し、

4ケの礁で構成される。第16段階の曽利V式期では、残存状態の良好な石囲炉はほとんど存在せずわずか 2基の

みである。そのため炉の形態は不明であるが、 A-30号住居については炉の奥の炉石がほぼ直立していること

があげられよう。

時 期 変遷段階 炉の形態 炉の形状 住居番号 住居内の炉の位置

l 段階 埋聾炉 1基・炉体土器 lケ A -32. 41 C -54. 55 中央
五領ケ台式期

中央2 段階 埋聾炉 2基・炉体土器2ケ C-37 

3 a段階 埋聾炉 2基の炉・土器2ケ A-44 中央

猪沢式期 3 b段階 埋聾炉 2基の炉・土器2ケ C-19 中央

4 段階 埋聾炉 1基・炉体土器 lケ C-29 中央

5 段階 埋聾炉 1基・炉体土器 lケ C-40 中央

6 
新道式期

段階 埋聾炉 l基・炉体土器 lケ C -50 中央

7 a段階 石囲炉 不整方形 C -45(B) 中央

7 b段階 石囲炉 方形 C -45(A) 中央

藤内式期 8 段階 石囲炉 不整円形・コの字形 C -36. 20 ほぼ中央・奥壁

9 段階 石囲炉 不整円形 C-9 中央

10 a段階 石囲炉 円形 C-3 A-52 ほぼ中央

井戸尻式期 10 b段階 石囲炉 楕円形ないし長方形 A-35 ほぼ中央

10 c段階 石囲炉 方形 A -25. 31 C -8. 16 奥壁・中央

11 段階 石囲炉 長方形 A-8 不明

曽利 I式期 12 段階 石囲炉 長方形・コの字形 A -2. 20. 28 奥壁・やや奥壁

曽利E式期 13 a段階 石囲炉 6角形 A-13 奥壁

曽利 II~III式期 13b段階 石囲炉 5角形 A-12 奥壁

曽利E式期 14 段階 石囲炉 方形 A -3. 9. 27 奥壁

曽利N式期 15 段階 不明

曽利V式期 16 段階 石囲炉 方形? A -30. 45 C -15 ほほ中央
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あとがき

甲ッ原遺跡、の発掘調査は、 1989年(平成元年)度に第 1次調査を開始し、図面班はわずか 1組であったため

調査担当者も図面班として遺構の図面作成にあたった。翌年1990年(平成 2年)度には第 2次調査を行ない、

調査面積は約3000ばであり調査期聞が長いことによって、今後必要になる図面班の育成を行った。 1991年 1月

から 3月までの約 2ヶ月半は前年度および1990年度の整理を行ったが、豊富な出土遺物の量は 2ヶ月半の整理

ではとても追いつくことはできなかった。 1991年(平成 3年)度には第 3次調査が開始され、その調査区は飛

び石状に行われた。調査された住居の軒数は掘立柱建物跡を含んで24軒、土坑の総数は約320基であった。整

理の期間は昨年度と同様で、約 2ヶ月半であった。

1992年(平成 4年)度には、第4次調査を実施した。調査面積は約1720ぱが対象で住居が29軒、土坑約130

基が調査された。中でも250・302号土坑からは、県内でも発見例の少ない琉拍玉が出土し、しかも縄文時代の

遺跡からの出土は極めて珍しいものであった。この年の整理期間は約 2ヶ月で、昨年度同様の状況であった。

整理する遺物の量は、整理期間の関係で年々蓄積されていった。

1993年(平成 5年)度の第 5次調査は、約 4ヶ月の期間で調査面積は約1000ばであったため、整理の期間を

長くもうけた。それは、調査報告書「甲ッ原遺跡 1Jの作成のためと、蓄積された遺物の整理のためであった。

この報告書が刊行されたことによって、整理の作業工程が順調に動きはじめた。

1994年度には整理だけの期聞がもうけられ、県学術文化財課と発掘調査担当者との聞で、報告書を 3部作に分

けて作成する運びとなった。そのため未調査区の少ないC区(第 3・4次調査)を先に報告することを決め、

1991年度および1992年度までの遺物の整理および図面の整理等を行うこととなった。そこで水洗いが済んで、い

ないものから始め、注記・接合・石膏による補強作業・遺物の実測等が順調に流れ作業のラインにのった。こ

のような経緯で1995年(平成 7年)度には第 6次調査が始まったことにより、担当者不在の中でも順調に整理

作業が行われ「甲ッ原遺跡IIJが刊行された。

そして1996年(平成8年)度には、第2回目の整理だけの期間がもうけられ、「甲ッ原遺跡皿」の報告書の刊

行に向けて整理作業が順調に行われた。接合・復元遺物の補強のための石膏詰め・遺物実測等の作業をはじめ

とし、遺構のトレース・遺物のトレースが行われ、石器の実測およびトレースについては業者に委託した。

1997年(平成9年)度には、甲ッ原遺跡の未調査区の全てが調査されて終了し、本報告書「甲ッ原遺跡NJの

刊行に向けて整理が行われた。

甲ッ原遺跡の報告書は、 IからWまで分冊された理由は以上のことによるためである。また本遺跡の規模・

発見された遺構・出土遺物の量・さまざまな文様が施された土器・石器・琉拍製品等は、担当者である浅学の

私にとって遥かに能力を越えたものであり、甲ッ原遺跡の報告書を手にした方にとって十分な書になっていな

いことと思っています。

そして1989年度第 1次調査から1997年度第 7次調査まで甲ッ原遺跡の発掘調査および整理に従事してくださ

った方々に厚くお礼を申し上げる次第です。

また発掘調査から報告書の刊行に至るまでご協力をいただいた大泉村教育委員会を始めとして、多くの機

関・諸氏からのご指導・ご協力を賜ったことをここに記すとともに、伊藤公明氏には全体図の作成の際大変お

世話になったことを末筆ではありますがお礼申し上げる次第であります。

第l次~第 7次調査発掘担当者主任・文化財主事 山 本 茂 樹

1998年 3月
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図
版

1

甲ッ原遺跡全景 (分岐して右ヘ延びる道路及びその周辺)
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図
版

3

(上)1992年度 C区第 4次調査区 (下)1993年度 A区第 5次調査区
建築中の建物の位置は、甲ッ原第 6地点 (大泉村教育委員会)
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1996年度 C区第 6次調査区 (中央下と中央上の分岐する道路の右脇)
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図
版

6

A区第 2次調査区 (北から南)1990年度2号埋聾 (第 1次)A区

A区第 2次調査区 (西から東) A区第 2次調査区 (南から北)1990年度1990年度

13号住居 (第 2次)A区15号住居 (炉石は13号住居)(第 2次)A区

19号住居 (第 2次)A区17号住居 (左は19号住居)(第 2次)A区
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8

A区 5号住居 (第 1次)
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A区 11号住居 (第2次)

A区 18号住居 (第 2次)

A区 31号住居 (第 3次)
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A区 12号住居 (第 2次)四隅の柱穴は 1号掘立柱

A区 23・24号住居と旧河道 (第2次)
(左24号住居・右23号住居)

A区 32号住居 (第 3次)



A区30号住居埋聾

A区33号住居遺物出土状況

A区33号住居埋聾
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A区30号住居遺物出土状況

A区33号住居 (第 3次)

A区33号住居遺物出土状況

A区35号住居と遺物出土状況 (第 3次)
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A区34号住居 (第 3次)

A区36号住居 (第 3次)

A区37号住居遺物出土状況 (第 3次)

A区40号住居 (第 3次)

A区35号住居 (第 3次)

A区36号住居埋聾

A区39号住居 (第 3次)

A区35号住居調査風景



1997年度 A区第 7次調査

A区50号住居遺物出土状況
右上に石稼 (杭の左下)

A区50号住居炉

A区 52号住居 (手前) ・53号住居 (左奥)

A区52号住居
遺物出土状況
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A区50号住居石棒出土状況
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A区50号住居埋聾

A区50号住居埋聾

A区53号住居
袋状土坑
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C区47・48号住居 (第 6次)

C区50号住居
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C区45(A)号住居 (左)・45(B)号住居 (右)(第 6次)
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C区45号住居遺物出土状況

C区50号住居遺物出土状況 (第 6次)

C区50号住居埋聾炉と出土遺物
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A区32号住居

C区19号住居

C区20号住居

C区36号住居

C区37号住居

C区40号住居

C区458号住居

C区3号住居

炉の形態
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A区12号住居

A区 1号住居

A区4号住居

A区10号住居

A区17号住居

A区 1号住居

A区10号住居内 9土坑

A区12号住居内 9土抗

A区19号住居埋聾

A区30号住居

A区2号住居

A区10号住居

A区13号住居

A区25号住居



A区29号住居

A区31号住居

A区33号住居

A区50号住居

A区50号住居

A区30号住居
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A区33号住居

A区33号住居埋聾

A区50号住居

ダミ

A区52号住居
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A区30号住居埋聾

A区33号住居

A区39号住居

A区50号住居埋聾

A区52号住居
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A区52号住居
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A区53号住居

C区45号住居

C区45号住居

A区52号住居 A区52号住居

C区40号住居炉体土器 C区40号住居

C区45号住居

C区45号住居

C区45号住居

C区45号住居



C区45号住居

C区50号住居

C区50号住居

C区52号住居

C区45号住居

C区50号住居

C区51号住居炉体土器

C区52号住居
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C区45号住居

C区50号住居

C区51号住居

C区52号住居
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C区53号住居 C区53号住居 C区54号住居炉体土器

C区55号住居炉体土器

C区55号住居

A区58土坑

C区55号住居

C区55号住居

A区99土坑

C区55号住居

C区55号住居

A区99土坑



A区156土坑

A区301土坑

A区302土坑

A区302土坑
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A区2号埋聾
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1989年度 A区試掘坑
による遺構確認

1989年度遺構確認

1989年度 A区調査前

1990年度礁の出土状況
および調査風景 土坑調査風景

A区26号住居跡と27・28・29
号住居跡の重複 (左)

1990年度調査風景 (下) A区27号住居跡調査風景 (下)
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1991年度調査風景

1992年度調査風景

1989年度調査風景

1990年度調査風景

1997年度調査風景
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